
平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

1自 社会教育総務費

社会教育課(内線:7943) 
(単位:千円)

事業名 本年度 前 年 度 比較
st 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

とっとり県民カレッジ (諸収入)
事業 5， 778 7， 031 ム1.253 10 5， 768 

トー タ ル コ スト 13， 576千円(前年度 13，243千円) [正職員:1.0人、非常勤職員:1.0人]
主な業務内容 カレッジ見直し検討、主催講座の企画・実施、連携機関との調整等

工程表の政策目標(指標) 生涯学習の環境整備と活動支援、 「とっとりマスター」認定者数 20人

事業内容の説明

事業の概要

-活力ある地域社会をつくるため、 「いつでもJ 「どこでもJ学ぶ乙とができる環境づくりを進めると

ともに、様々な機関と連携しながら、県民の多様なニーズに応える体系的、総合的な学習機会を提供

する。

-県教育審議会からの答申 (H27.11.17)を受け、設置から 20年以上経過した「とっとり県民カレッジ」

を社会の変化や県民ニーズに応えたものとするよう、運営のあり方を検討する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事 業 内 容

企画運営費 271 0とっとり県民カレッジ運営委員会の開催
とっとり県民カレッジの構成

講座開催費 1. 325 0主催講座「未来をひらく鳥取学Jの開催

(無料化、申込不要化、県内大学との連携、

ライブ配信の試行)
県民カレッジ

0テレビ・ビデオ・インターネットを活用

して講座等を視聴する在宅学習の支援

入学者管理費 4， 182 C他機関との連携による学習機会の提供 連監講座

市町村・大学等の講座を広く県民に情報提 来をUら〈島取宇J
主学市町村等の

供
昔話居座

0学習奨励

取得単位に応じて「奨励賞」を授与し、学習意欲向上を促す。

合計 5， 778 

3 これまでの取組状況、改善点

(1)とっとり県民カレッジの創設

-平成元年に「鳥取県生涯教育推進構想Jを策定、平成5年に鳥取県生涯学習審議会の答申を受け、

「県民カレッジ構想策定委員会J、次いで「県民カレッジ開設準備委員会」を設置

-平成7年に知事を学長とした「とっとり県民カレッジ」を開設

(2)鳥取県教育審議会からの答申 (H27.11. 17) 
-県民ニーズを反映した新たな仕組みへの転換(参加型・課題解決型講座の設定)

-学習記録の個人管理への移行等、奨励のあり方の見直し

-効果的な情報提供方法の検討

(3 )主催講座「未来をひらく鳥取学」受講者数

H23 H24 H25 H26 H27 
1. 082名 900名 796名 733名 432名
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料
10款教育費

6項社会教育費

l自 社会教育総務費

事 業 名 本 年 度 前年 度 比較

社会教育課(内線 :7943)
(単位:千円)

財源内 訳
備考

国庫支出金 起債 その他 般財源
本の大好きな子ども
を育てるプロジェク 3. 220 4.082 ム862 3. 220 
ト

トータルコスト 11. 018千円(前年度 11.847千円) [正職員:1.0人]

主な業務内容 子ども読書アドバイザー派遣及び研修会実施、子どもの読書活動啓発

工程表の施策目標(指標)生涯学習の環境整備と活動支援、豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要
子どもたちがより効果的に図書との関わりを持つには、子どもたちに直接本を手渡す大人の選

書カや本を紹介するカが大きく影響するため、子どもの読書に関わる人材の技能向上を図るとと
もに、子どもたちが読書の楽しさを体感できるような啓発に取り組む。

2 事業内容 (単位:千円)
区 分 予算額 事 業 内 !!コh‘ 

子ども読書アドバイザLー 496 子どもの読書に関する専門的な知識や読み聞かせ等の豊富
病室事業 な経験を持つ「鳥取県子ども読書アドバイザー」を読み聞か

せボランテイア、保育士、保護者の研修会等に講師として派
遣する。
(指導内容)

読み聞かせの大切さ、読み聞かせの実技指導、選書の考え方、
ボランティアの心構え 等
(派遣回数)60回程度/年

子ども読書アドバイザ 389 鳥取県子ども読書アドバイザ の技能向上や情報交換のた
研修会 めの研修会を実施する。

(開催回数・場所)東・西部で各 l回 計2回開催
「本でつなぐわたしたち 1. 929 読書離れが顕著になる中学生に、本を読むことの意義を感じ

の未和体験プロジェク る体験を提供する。
ト (内容)

-中学生が、子どもの憧れの職業に就いている人物の推薦本
を読み、本の魅力を表現したポップを制作・応募する。

-優秀なポップの応募者は、本の推薦者本人にインタビュー
し、夢をかなえるための努力の大切さ・厳しさと読書の意
義を体感する。
(ポップ募集時期) 7月頃/(インタビュ一時期)秋頃

鳥取県子どもの読書活動 406 新たに策定した「鳥取県子どもの読書活動推進ビジョ問ン(第
推進委員会 3次計画)Jに沿った取組を進めるため、行政や民 団体、

子どもの読書活動関係者による検討会を開催する。
(開催回数)必要に応じて開催
(活動内容)
「子どもの読書活動推進ビジョン」に基づいた読書推進の
取組の検討

-読書推進啓発の取組の検討

合計 3. 220 

3 これまでの取組状況、改善点

-子ども読書アドバイザ一派遣により、子育て時期の保護者等に子どもにとっての読書の大切

さや読み聞かせの具体的な方法・留意点を伝えることができた。

-子ども読書アドバイザーの研修会により、読み開かせのための専門的知識を学びアドバイザ

ーのスキル向上を図ることができた。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料
10款教育費
6項社会教育費

5目 青少年社会教育施設費

事 業 名 本年度 前年度 比較

青少年社会教育施設

財
国庫支出金

社会教育課(内線 :7519)
(単位:千円)

源 内 訳
備考

起債 その他 一般財源

(使用料)
運営費 78， 718 71， 598 7， 120 1， 126 77， 582 
(船上山少年自然の 儲収入)
家・大山青年の家) 10 

ト タJレコスト 128， 626千円(前年度 126，730千円) [正職員:6.4人]

主な事業内容 指定管理者との連絡調整、施設利用者の指導、主催事業の企画・実施等

工程表の施策目標(指標)生涯学習の環境整備と活動支援、豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明
事業の概要
青少年社会教育施設(船上山少年自然の家及び大山青年の家)に指定管理者制度を一部導入

するとともに、指導員の体制整備強化を図る。

2 事業内容
(1)指定管理者と県の業務分担

0指定管理者の行う業務
施設の維持管理、受付・案内等運営補助、県の行う事業の実施補助

0県の行う業務
施設利用者の指導、体験活動等の実施・企画

( 2 )指導員の体制整備強化

6ヶ月10間Fの研修派遣指導員 2名のうち l名を通年の配置とするとともに、指導員が 1名不
足する 1月以降に非常勤職員の指導員を配置することにより、年間の指導体制を充実させ、
質の高い体験プログラムの開発や計画的な研修の実施に取り組む。

[現行] [平成 28 年度~J
指導員(社会教育主事) 指導員(社会教育主事)
指導員(研修派遣・通年) 指導員(研修派遣・通年)
指導員(研修派遣・ 4 月 ~9 月) 指導員(研修派遣・通主)
指導員(研修派遣・ 4 月 ~9 月) 指導員(研修派遣・ 4 月 ~9 月)

指導員(非常勤職員・ 10 月 ~3 月)

( 3 )事業費 (単位:千円)

区分 予算額

船上山少年自然の家 39， 234 
大山青年の家 39， 484 

計 78， 718 

3 これまでの取組状況、改善点
-周囲の自然を活用した様々な体験プログラムを利用者に提供するとともに、集団宿泊体験等
を通じて学校等をはじめとする団体の仲間づくりに貢献した。
船上山少年自然の家利用状況 平成 26年度 25， 925人(平成 25年度 25，267人)
大山青年の家利用状況 平成 26年度 35，313人(平成 25年度 34，428人)

-運営のあり方検討についての経緯
平成 24年度事業棚卸しで施設運営の見直しを行うよう意見
平成 25~26 年度に外部委員による運営委員会を設置し、施設のあり方等について検討
平成 27年 6月議会で指定管理者制度の一部導入を議決

[附帯意見(抜粋) 1 
年間研修生を 2名とし、通年で4人役の指導員体制として、指導員の体制整備強化につ

いて早急に検討することが肝要であると認識する。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料
10款教育費
6項社会教育費

5目 青少年社会教育施設費

社会教育課(内線 :7519)
(単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比較
M 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 般財源

青少年社会教育施設

改善充実事業 5， 398 17， 515 ム12.117 5， 398 

トータルコスト 6， 958千円(前年度 18，292千円) [正職員:O. 2人]

主な業務内容 工事契約の締結、施工管理等

工程表の政策目標(指標)生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

事業の概要

青少年社会教育施設の利用者ニーズに対応し、より多くの利用促進を図るため、緊急性の高い

ものから、必要な改修を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区 分 予算額 事 業 内 甘d 司

県立大山青年の家 5， 398 -生活棟(食堂)に開閉装置付の排煙窓を設置する。

-管理棟廊下に排煙区画を設置する。

-宿泊棟宿泊棟1階生活棟側階段(身障wcの横)と談話室と

の間に排煙区画を設置する。

3 これまでの取組状況、改善点

平成 27年度は大山青年の家の研修室への冷房設備設置工事及び船上山少年自然の家の非常灯

設備更新について実施した。今後も、必要な箇所について改修をおこなう。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料
10款教育費
6項社会教育費
5目 青少年社会教育施設費

事 業 名 本年度 前年度 比較
日オ

国庫支出金

社会教育課(内線 :7519)
(単位:千円)

源 内 訳
備考

起債 その他 般財源

長期宿泊体験学習モ
デル事業 1， 949 1， 949 。 1， 949 

トータルコスト 4，288千円(前年度 4，279千円) [正職員:0.3人]

主な業務内容 長期宿泊体験学習の企爾・実施、事前事後調査、プログラムの開発

工程表の施策目標(指標)生涯学習の環境整備と活動支援、豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要
県立青少年社会教育施設において長期宿泊体験学習を行うととにより、子どもたちの協調性・

自主性を育むとともに、人間関係を形成するカを育てる。

2 事業内容
船上山少年自然の家・大山青年の家において、教育課程に組み込む事のできる長期宿泊 (4

泊 5日程度)を伴う自然体験プログラムを県事業としてモデル的に実施し、その成果等を検証し
ながら、より効果的な体験学習プログラムの開発を行い、市町村での円滑な事業実施につなげる。

対 象 モデル校 3校指定:小学校高学年
船上山少年自然の家・・・東部・中部
大山青年の家・・・西部

人 数 1学年X3校

助成対象 -パス賃借料、教材費、保険料等
-食費及びシーツ代(要保護・準要保護児童分)
-謝金・旅費(ボランティア・救護スタッフ等)

活動内容の例 里子外炊事(家庭)
谷川探検(体育・理科)
星空観察(理科)
クラフト(図工)
※(  )内は教育課程に組み込む事のできる教科の例
※国語・算数などの授業も行う。

3 これまでの取組状況、改善点
-各実施校と事前に綿密な打合せを行い、それぞれ狙いに応じたプログラムを実施校の教員と施
設職員が連携してプログラムを実施している。

-実施した学校区ついて児童・保護者・担当職員等へのアンケート調査の結果、児童の意識に変
化が見られるなど、効果を上げている。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料
10款教育費
6項社会教育費
7回 生涯学習センター費

社会教育課(内線:7519) 
(単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比較
財 t原 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

生涯学習センター運

営費 91. 467 90， 113 1. 354 91. 467 

トータルコスト 93， 027千円(前年度 91.666千円) [正職員:O. 2人]

主な業務内容 指定管理者への委託金支払事務、連絡調整、備品の購入、備品貸付変更契約

等

工程表の政策目標甘旨標) 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

事業の概要

利用者のニーズに対応した管理運営とサービスの向上、民間手法の導入等による管理運営経費

の節減を図るため、平成 18年度から県立生涯学習センターの管理運営を指定管理者に委託してい

る。

2 事業内容 (単位:千円)

区 分 予算額 事 業 内 y甘~ 

管理運営費 86，419 0指定管理者に対する施設の管理運営委託

【委託期 間 ] 平 成26年4月1日~平成31年3月 31日

[指定管理者] 公益財団法人鳥取県教育文化財団

[期間中の委託料J432， 095千円 (86，419千円X5年間)

臨時的経費 5，048 0舞台設備(舞台幕)更新

合計 91， 46.7 

3 これまでの取組状況、改善点

-平成 18年度から 8年間(第 1期3年間、第2期 5年間)イ生涯学習センターの管理運営を指定

管理者に委託しており、平成 26年度から第3期として、 5年間引き続き現指定管理者に委託し

ている。

-指定管理者への委託前に比較して利用者が増加するなど、適正な管理が実施されている。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料
10款教育費

6項社会教育費
l自 社会教育総務費

社会教育課(内線 :7520)
(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
M 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

[廃止]学校、公民館
等の学びの場を中心 。 2， 345 ム2，345 
とした社会教育活性
化事業

トータルコスト 0千円(前年度 3，898千円) [正職員:一人]

主な事業内容

工程表の施策目標(指標)

事業内容の説明

(廃止理由)
事業の終了による。

10款教育費
6項社会教育費
5目 青少年社会教育施設費

社会教育課(内線 :7519)
(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
財 i涼 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

【廃止]船上山少年自
然の家事業費 。 3， 690 ム3，690 

ト タルコスト 。千円(前年度 12，232千円) [正職員:一人]

主な事業内容

工程表の施策目標(指標)

事業内容の説明

(廃止理由)
青少年社会教育施設運営費(船上山少年自然の家・大山青年の家)との統合による。

事 業 名 本年度 前年度 比較
~t 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

[廃止] 「大山」自然

が友だち ときめき 。 4，005 ム4，005
“本物"体験事業

トータルコスト 0千円(前年度 9，441千円) [正職員・一人]

主な事業内容

工程表の施策目標(指標)

事業内容の説明

(廃止理由)
青少年社会教育施設運営費(船上山少年自然の家・大山青年の家)との統合による。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費 図書館 (0857-26-8155) 

3目 図書館費 (単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比 較
目オ 源 内 訳

備 考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

生きるカを育むとっ 1.、602 2. 228 ム626 1. 602 • 
'‘ 

とり学校図書館活用

教育普及事業
， 

トータルコスト 8. 620千円(前年度9.217千円) [正職員:O. 9人]

主な業務内容 高等学校・特別支援学校図書館等への資料・情報提供、研修等
』恥

エ翠お刀泊旅目標守衛望号 生涯学習の環境整備と活動支援、学力向上の推進、人的・物的な教育資源の充実

事業内容の説明

事業の概要

平成27年度に策定した「とっとり学校図書館活用教育推進ビジョン」をもとに就学前から小、

中、高等学校まで一貫した見通しを持った学校図書館活用教育の普及・啓発を図る。

また、学校図書館関係職員の能力向上に資する研修を充実させ、学校現場での図書館活用教育

を推進する。

2 事業内容 (単位.千円)

区分 予算額 事業内容

(新) 「学校図書館活用教育推 475 平成27年度に策定した「とっとり学校図書館活用教育推進ビジョン」

進ビジョン」学校図書館掲示用 (以下「ビジョンJ)及び「とっとり学校図書館活用教育ハンドブッ

ポスター作成 ク」の理念や活用方法が県下の学校に広く普及し、現場の学校図書館に

根付くための普及用ポスターを作成する。

(新)学校図書館活用教育普及 446 ビジョンの策定を受け、アクティプ・ラーニングに不可欠な図書館活用

講座の開催 教育を一層推進するため、学校図書館の授業活用先進事例をもとに研修

する講座を開催する。

学校図書館職員のスキルアップ 318 学校図書館関係職員の能力向上に資する研修を実施する。

のための研修の開催 -学校図書館司書研修会(主に高校司書対象)

-学校図書館支援員等派遣研修(市町村が行う研修会への講師派遣)

「学校図書館で鳥取を知ろう」 363 高校生の図書館利用を促し、社会への関心を高めるため、学校・公共図

キャンベーンの実施 書館資料を活用して鳥取県に関するクイズ問題に解答する運動を実施す

る。また、学校図書館利用を促す標語を高校生に公募し、最優秀賞作品

をポスターに印刷する。

合計 1. 602 

3 これまでの取組状況、改善点

-学校図書館活用教育を普及・啓発するため、「とっとり学校図書館活用教育推進ビジョンJ• 

「とっとり学校図書館活用教育推進ハンドブック」を作成している。(平成28年3月完成予定)

-学校図書館活用に関する講座や研修会は、市町村教育委員会や教職員、県立学校の生徒を対象

に、先進的な県外講師による講座や学校図書館支援員による研修会などを教育センターと連携

しつつ実施した。参加者からの評価は、「大変参考になった・参考になった」がほぼ100%で

あり、「現場で実際に活用できる」等の建設的な意見が多い。
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10款教育費

6項社会教育費

3目図書館費

事 業 名

平成28年度一般会計当初予算説明資料

本年度 前年度 比較
財 源

国庫支出金 起債

図書館 (0857-26-8 155) 

(単位千円)

内訳
備考

その他一般財源

図書館ビジネス支援

推進事業 766 921 ム155 766 

トータルコスト 7，004千円(前年度7，133千円) [IE職員・ O.8人]

主な業務内容 図書館のビジネス支援サービスの利活用の促進のための事業実施

工程表の施策目標路樹 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

事業の概要

図書館が提供できるビジネス情報や機能を周知するため、図書館の活用方法を紹介するセミナー
や広報活動等を実施し、県民、特に企業関係者、農林水産業者、産業支援機関にPRする。

県立図書館の専門資料や調査機能を活用し、全県域での図書館のビジネス支援体制を推進するた
め、地元の図書館と協力し、中西部地域におけるビジネス支援サービスの定着に取り組む。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

(新)講演会「図書館を 376 産業支援機関職員、図書館関係者、行政担当者等を対象に、図

活用した企業支援の可能 書館を活用した企業支援を考える講演会を開催する。鳥取県中

性」の開催 西部で企業支援に役立つ図書館のビジネス支援機能や図書館利

用の利点を広〈周知する。

(新)ビジネスパーソン 310 新規事業への参入や商品の販路開拓等を考える事業者や産業支

のための「図書館活用セ 援機関職員等を対象に、新事業展開に役立つ基礎知識や最新情

ミナー」の開催 報を学ぶ講座を開催する。また、ビジネスに役立つ図書館の活

用法を紹介し、図書館のビジネス支援機能を周知する。

鳥取県立図書館職員によ 50 県立図書館、倉吉市立図書館、米子市立図書館を会場に、鳥取

る「ビジネス情報相談 県よろず支援拠点サブコーディネーターと県立図書館職員によ

会Jの開催 る相談会を毎月 l回開催し、相談者が求めるビジネス情報を調

査し提供する。

県内産業支援イベントに 30 県内で開催される行事などで出前図書館を実施し、図書館を利

おける出前図書館等の実 用しない県民に対しても図書館資料やデータベース、ビジネス

施 支援サービス等を周知する。

合計 766 

3 」れまでの取組状況、改善点

-専門機関との連携により、図書館のビジネス支援機能への理解も徐々に広がり、この機能を活用

し、起業・商品づくりにつながった事例が報告されている。

-出前図書館等で参加者にビジネス支援サービスを PRし、図書館の資料相談やデータベースの利

用が進んだ。産業支援機関職員の紹介で図書館を来館されるケースも増え、図書館の活用が広が

りつつある。

-米子市立図書館や倉吉市立図書館等、市町村図書館にもビジネス支援サービスの取組が広がって

いる。

-鳥取県建設技術センター等、専門的な資料を所蔵する専門機関との新たな連携を模索している。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料
10款教育費

6項社会教育費

3目 図書館費

図書館 (0857-26-8155)
(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比 較
財 源 内訳

備考
国庫支出金 起債 その他一般財源

くらしに役立つ図書

館推進事業 6， 058 4， 161 1， 897 6， 058 

トータルコスト 23， 993千円(前年度21， 244千円) [正職員:2. 3人]
主な業務内容 県民生活の課題解決を支援するサービス提供及びそのための環境整備

工程表の施策目標世鞠 生涯学習の環境獲備と活動支援

事業内容の説明

事業の概要

図書館が所蔵する多様な資料や、専門職としての司書の能力を最大限に生かし、地域の情報拠点

として、県民の情報要求に応え、県民の生活課題に即した情報提供を実現するロ

特に、今年度施行される「障害者差別解消法」に向けての取組、県民の関心が高い健康情報の捷

供、子育てを応援する取組を推進する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

(新)障がい者に配慮し 1， 464 「障害者差別解消法」の施行 (H28.4)に合わせ、誰もが利用し

た「は~とふるサービ やすい設備やサービスを提供できるよう、はーとふるサービス

ス」推進事業 をさらに推進する。

-館内掲示システム、磁気ループ(集団補聴システム)等支援

機器の導入

-聴覚障がい者への図書館広報

-障がいを理解するための職員研修の実施

(新)闘病記文庫10周年 275 闘病記文庫開設10周年を記念して、病院図書室と共催で、 「が

記念事業 ん」をテーマに、緩和ケアについての講演会を開催する。

(新) “図書館でゆっく 768 子育て応援を目的として、子連れで図書館に来館された方に、

り調べ物"託児サービス ゆっくりと調べものや本を選んでいただけるよう、託児サーピ

スを実施する。

商用データベース・専門 2，409 利用者の高度化する情報要求に応えるため、商用データベース

雑誌の提供 を継続導入するとともに、専門雑誌を継続購入する。

専門分野別研修の受講 1， 050 利用者の高度化する情報要求に応えるため、職員の情報検索技

術向上と資料の保存技術の向上等を習得する研修に参加する。

県立図書館のサービスと 92 県内各地で開催される行事で出前図書館を実施する。

機能を知らせる広報活動

合計 6，058 

3 これまでの取組状況、改善点

-少子高齢化が進みつつある現在、各年代の課題を解決するためのサービスを提供するため、高齢

者や子育て世代への支援を普及するための取組を推進している。

-これまで培ってきた各サービスの技術・知識を連携させ、複雑化する利用者の課題に対応する情

報提供のあり方を模索し、新たな技術・知識を蓄積するとともに、市町村立図書館や関係機関へ

の普及・啓発を行っている。
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10款教育費

6項社会 教育費

3目 図書館費

事 業 名

平成 28年度一般会計当初予算説明資料

本年度 前年度 比 較
目オ 源

国庫支出金 起債

図書館 (0857-26-8155)

(単位:千円)

内訳
備考

その他一般財源

(財産収入)

郷土情報発信事業 9， 890 6， 760 3， 130 203 9， 676 
(諸収入)

11 
トータルコスト 33， 284千円(前年度30，055円) [正職員:3.0人、非常勤職員:1. 0人]

主な業務内容 郷土資料の収集・保存、普及・啓発、情報発信、郷土資料室の運営

工程表の茄策目標守節鶏 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

事業の概要

優れた郷土資料の収集・保存を進め伝承するとともに、市町村や学校図書館と連携し、郷土

資料の普及・啓発を行い、利用促進を図る。

また、鳥取県出身の文学者及び鳥取県を舞台にした優れた文学作品を魅力的に発信する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

ふるさとの歴史再発見事業 1，456 平成28年度に生誕140周年を迎える伊良子清自についての資

料展「新発見・伊良子清白」及び講演会「失われた欠片の

発見、伊良子清白・新資料から」を開催するとともに、郷

土関係資料のテーマ展示を市町村や学校図書館と連携して

開催し、郷土関係資料の普及を図る。

郷土文学者情報発信事業 6，794 鳥取県ゆかりの文学者について、その生涯や業績・作品を

紹介する「郷土出身文学者シリーズ」を発行し、県の魅力

を県内外に発信する (28年度は「鳥取ゆかりの女性文学

者」を予定)。

また、伊良子清白の自筆資料の修復を行う。

「文字・活字文化の日」記 251 「文字・活字文化の日Jを記念した普及事業(地方出版文

念事業 化功労賞受賞者の記念講演会、特別資料展「絵本で知る世

界国々J)を実施する。

地域資料データベース等サ 1， 389 地元新聞の記事データベースや県内の研究機関等の研究誌

ービス事業 の内容検索サービスの提供をする。

合計 9， 890 

3 これまでの取組状況、改善点、

-県立図書館で展示したパネル類を市町村立図書館や学校図書館に積極的に情報提供し活用して

いる。

. r郷土学習ガイド」というテーマ別の調べ方案内を26テーマ作成し、利用者が求める情報・資

料へアクセスしやすくした。特に夏休み時期には、小学生がガイドを手にして、直接本を選ぶ

姿がしばしば見受けられた。

. r郷土出身文学者シリーズ」を作成し、その情報発信にも努めており、大学の講座や地域・民

聞の講演会のテーマ・講師の選定に利用した事例があった。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

3自 図書館費

事 業 名 本 年 度 前年度 比較
Rオ 源

国庫支出金 起債

図書館 (0857-26-8155)

(単位:千円)

内訳
備考

その他一般財源

環日本海図書館交流 (諸収入)

事業 11， 019 11， 299 ム280 24 10，995 

トータルコスト 17， 257千円(前年度17，511千円) [正職員:0.8人、非常勤職員:2. 0人]

主な業務内容 海外諸国の資料収集・提供、国際理解促進のための事業実施

環日本海交流室の運営

工程表の施主吉田標銘繍 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

事業の概要

J鳥取県が進めている環日本海諸国との交流や、さらなるグローバル化に伴う幅広い国際交流や

国際理解の促進を支援するために、環日本海交流室の機能を拡充し、広く海外情報を収集・提供

することに努める。

また、英語教育や国際理解教育の推進等、世界で活躍する人材育成につながる情報収集・提供

に努める。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容 ， 

(臨)多文化サービスの展 125 国際交流ライブラリーに書架を設置し、英語多読用図書を配

開 架する。

図書交換事業 ]， 012 図書交換等に関する協定を結んでいる韓国・中国・ロシアの

図書館と資料、情報の交換を行う。

海外に関する資料の収集整 3，551 特色ある資料収集等に努め、資料提供の向上、充実を図る。

備・提供の促進 また、所蔵資料の目的別、利用者別のリスト化を進め、ホー

ムページ等を利用して公開するa

海外に関する情報発信 576 海外諸国に関する情報の発信・提供及び資料の利活用促進を

図る.また、講演会を開催し県民の国際交流の理解に寄与す

る。

語学・歴史・文化等学習支 74 翻訳絵本の読み聞かせを行うなど、子どもたちに外国の言語

援事業 や文化に親しむ機会を提供する。

非常勤職員の配置 5， 681 環日本海交流室担当 (2名)を配置する。

合 計 11， 019 

3 これまでの取組状況・改善点

「国際交流ライブラリー」を開設し、外国に関する図書や雑誌等新しい情報を自につきゃすい l

ように配架することにより、外国の資料に関心を持つ一般利用者が培えてきた。今後、英語の多

読図書等、利用者のニーズを汲み取りながら資料収集を行っていき、さらなる利用促進に努めた

い。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会 教育費

3目 図書館費
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事 業 名 本 年 度 前年度 比 較
llt 源 内訳

備考
国庫支出金 起債 その他一般財源

子ども読書活動推進

事業 547 1， 204 ム657 547 

トータJレコスト 15， 363千円(前年度15，958千円) [正職員:1. 9人]

主な業務内容 子どもの読書推進を図る事業の実施、児童図書室の運営等

工程表の施策目標t鞠 生涯学習の環境整備と活動支援、豊かな人間性・社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

1 事業の概要

乳幼児期からの子どもの読書推進を図るため、子どもたちに日常援する職員(幼稚園教諭、保

育士、公共図書館職員等)の養成や、市町村図書館児童図書部門の支援を行う。

また、本が大好きな子どもと、子育てに絵本や図書館を利用する父親などを増やすため、絵本

の読み聞かせをする「読みメン」を増やす取組を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

「読みメンになろう!Jプ 319 読み聞かせを男性が行う「読みメン」を普及させる

ロジェクト事業 キャンペーンを開催するとともに、市町村図書館や

子育て支援センターなどに取組を普及する。

「読みメンパーク IIIとっとりJの開催

-男性職員による絵本の読み聞かせやおもちゃ作り

-市町村図書館主催の普及活動

「幼児の成長を育む本の講 228 公共図書館職員、幼稚園・保育所職員、学校職員等

座」の開催 を対象に、子どもの言葉に対する感覚や言葉で表現

する力を養うために、理論と具体的方法を学ぶ講座

を県内2ヶ所(東・西部)で開催する。

(平成28年度のテーマは、 「昔話Jについての理論

及び実習)

合計 547 

3 これまでの取組状況、改善点

. r読みメンになろう!プロジェクト事業」の実施により、子どもの読書活動推進と男性の育児

参加について関心が高まり、さらなる推進につながった。

. r幼児の成長を育む本の講座」等を継続的に行う!ことにより、幼児教育関係者や市町村立図書

館職員の育成につながっている。
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10款教育費

6項社会教育費

3目 図書館費

事 業 名

平成 28年度一般会計当初予算説明資料

本年度 前年度 ~t 較
M 源

国庫支出金 起債

図書館 (0857-，-26-8155)

(単位:千円)

内 訳
備考

その他 一般財源

市町村図書館等協力 7， 218 7， 151 67 7， 218 

支援事業

トータルコスト 27，493千円(前年度26，564千円)" [正職員;2. 6人、非常勤職員;2. 0人]

主な業務内容 市町村立図書館への資料・情報提供

工濯表刀施療目標絡協 生涯学習の環境整備と活動支援、人的・物的な教育資源の充実

事業内容の説明

1 事業の概要

県内市町村図書館等に対して職員研修と訪問相談を実施するととで、各館職員の技能向上と図書館

サービスの充実に資する。

また、県立図書館と市町村図書館等を結ぶ物流・連携網を構築することで、全県民への県立図書館

資料とサービスの提供と、各館聞の連携推進を実現する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

図書館業務専門講座の開催 582 市町村図書館職員り資質向上を目的とした研修会を年4回実施する。

訪問相談・研修講師派遣事業 263 市町村立図書館、大学図書館、県立病院図書室、試験研究機関、協力

機関などへ必要に応じて訪問し、課題解決に向けた意見・情報交換を

f丁-つv 。

県立図書館資料等の配送・回 6，373 宅配便による図書の貸出、県内協力機関への資料・展示物などの配送

収事業 と回収などを行う。

f'i、雪UキI 7， 218 

3 これまでの取組状況、改善点

-外部講師による先進的な取組や理論を学ぶことで、各館の業務の見直しのほか、新しいサービスの

提供に向けた情報収集の機会となっており、参加者の満足度も高い。

-各館の日常業務や新規取組の導入時における相談等に応じる機会として、訪問相談・講師派遣事業

を行っている。市町村図書館にとっては、休館日に実施できるほか、職員の出張が不要で多数の職

員が参加可能など、各館の体制に柔軟に対応できるため、利点も多い。

-県内各館及びインターネットから本の予約が可能で、 2日以内に届く宅配システムは住民への迅速

な資料提供という点で大きな利点となっている。

‘ 
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

3日 図書館費

図書館 (0857-26-8155)

(単位:千円)

事 業 名 本 年 度 前年度 比較
財 源 内 訳

備 考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

<29， 200> l基金繰入金l 県費負担額

図書館運営費 277， 440 229， 423 48， 017 40， 000 6， 000 230，747 259， 947 

(諸収入)

693 

トータルコスト 378， 034千円(前年度329，592千円) [正職員:12. 9人、非常勤職員:10. 0人]

主な業務内容 図書館運営全般に係る業務

工程表!J)，焼事責目標鵬菊 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明 [r鳥取県こども未来基金」充当事業]

事業の概要

県立図書館の管理運営、資料整備を行う。

平成28年度はエレベーターの更新工事を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

図書館管理運営費 172，391 図書館協議会の開催

図書館業務の管理運営等

図書館システムの管理運営等

施設設備の維持管理等

資料購入整理費 105， 049 図書館資料整備

逐次刊行物資料整備

資料整理用経費等

合計 277， 440 

3 これまでの取組状況、改善点

資料購入に関して、専門家からの意見を随時取り入れて専門書や関係雑誌を購入するとともに、

引き続き資料購入費の効果的な執行に努め、資料整備を着実に進める。

(注)起債欄の上段< >書きは、交付税措置額を除いた金額である。

県費負担額は起債欄の< >書きの金額と一般財源の金額を加算したものである。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教 育費

3目 図書館費

事 業 名 本 年 度

[終了]県立図書館

開館25周年記念事 。

業

前 年 度 比較
目オ

国庫支出金

1， 5.32 ム1， 532 

トータルコスト 。千円(前年度3，085千円) [正職員:一人]

主な業務内容

エ程表の茄策目標脂繍

事業内容の説明

(終了理由)事業完了による。
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図書館 (0857-26-8155)

(単位千円)

内訳
備考

その他一般財源
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費
1項教育総務費 人権教育課(内線:7535) 
5回 教育振興費 (単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比 較
財 源 内訳

備考
国庫支出金 起債 その他一般財源

地域と共に創るとっ 4， 069 3， 521 548 4， 069 
とり人権教育事業

ト タルコスト 7， 188千円(前年度6，62I千円) [正職員:0.4人]
主な業務内容 人権教育プログフム作成協力校及び作成委員会での指導助日
工程表の施策目標世観菊 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進
事業内容の説明

事業の概要
学校・家庭・地域が連携して、いじめの防止等のための効果的な研究実践を行い、その成果を

人権教育プログラム集として県内に普及させる。

2 事業内容
作成協力校5校(小学校3、中学校 2) を指定し、当該校のPTA、地域を含め 3年間の継続

事業を行うロ
区分 事業内容 予算額

(千円)
人権教育プログフム作成協力校事業(学校教育編) 1， 695 

学 校 各校が、自校の問題意識に応じた人権教育プログラム(学校教育編)
を作成する。
人権教育プログフム作成委員会事業(社会教育編) 785 

地域 市町村人権教育推進員・人権教育アドバイザ 等が、各校の取組に
合わせて人権教育プログラム(社会教育編)を作成する。
人権教育ブログフム実践事業 325 

家 庭 作成協力校PTAで人権教育プログラム(社会教育編)を実践する。

学校・ PTA等による特色ある取組 950 
各校・ PTA等で、それぞれの問題意識に応じた特色ある取組を企

学校・家 画・実施する。
庭・地域 [新規】人権教育プログラムファシリアi ター(学習促進者)養成・ 314 

派遣事業
作成した人権教育プログラム(社会教育編)の周知と県内学校への普

及を図る。
合計 4， 069 

3 」れまでの取組状況、改善点
[作成協力校5校(小学校3、中学校 2)1 
-岩美町立岩美北小学校 -倉吉市立上灘小学校 -米子市立箕蚊屋小学校
-鳥取市立西中学校 -米子市立後藤ヶ丘中学校

。人権教育プログラム作成協力校事業(学校教育編)
学校の実施する研究会に共同研究者(大学教授等、指導主事)を招聴し、いじめの防止に資

するプログラム(学校教育編)の作成を行っている。
0人権教育プログラム作成委員会事業(社会教育編)

市町村人権教育推進員・人権教育アドバイザ一等により、作成協力校におけるいじめ防止の
ための取組を踏まえた、人権教育プログラム(社会教育編)を作成した。

0人権教育プログラム実践事業
作成した人権教育プログラム(社会教育編)を作成協力校 (5校)のPTA研修会において

実施した。
0学校・ PTA等による特色ある取組

作成協力校において、共同研究者が勧める先進校へ視察に行ったり、いじめ防止に係る講演
会等を実施した。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費
l項教育総務費
5回 教育振興費

人権教育課(内線 :7535)
(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
財 源 内訳

備考
国庫支出金 起債 その他一般財源

学校人権教育振興事
業 2. 631 2. 064 567 2. 631 

トータルコスト 20. 566千円(前年度19.924千円) [正職員:2.3人l
主な業務内容 人権教育に携わる教職員に対する研修会や協議会の開催

指導主事による学校等への訪問指導・助言
工程表の施策目標館関 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進
事業内容の説明

1 事業の概要
学校教育における人権教育の推進・充実のため、研修会の開催や学校への指導・助言を行う。

2 事業内容
-人権教育主任等を対象とした研修会・協議会等の開催
-各学校等における人権教育の推進の手法や課題についての指導・助言
-人権教育推進の柱となる「鳥取県人権教育基本方針ー第2次改訂ーJの編集委員会開催

3 これまでの取組状況、改善点
-全体計画・年間指導計画区基づき「育てたい資質・能力」を拠り所とした人権教育を推進す
るにあたり、重要な指導方法の基本原理である「参加型」学習を重視した実践に取り組む学
校が各校種において培えつつある。
. r参加型J学習を重視するなど人権学習の工夫・改善を一層推進する必要がある。

人権教育実践事業 3. 350 2. 350 1. 000 3. 200 150 

トータjレコスト 5; 689千円(前年度4.6.80千円) [正職員:O. 3人]
主な業務内容 学校・地域が抱える人権教育推進上の課題解決に向けた取組の研究
工程表の施策目標骨醐 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進
事業内容の説明

I l' 事業の概要
研究指定校・推進地域を指定し、それぞれの学校や地域が抱えている人権教育推進上の課題

解決のための指導方法等の在り方を研究する。
その成果を全県に普及し、一人一人を大切にした教育を充実させ、児童生徒の人権意識を効果

的に育成する。

2 事業内容
地域及び学校を指定し、人権意識を培うための学校教育の在り方について、学校、家庭、地域

が連携した実践方法1由の研究を委託する。(国委託 10/10)
-地域指定 (2 域) 1.000千円/地域
-学校指定 (6校) 200千円/校

3 これまでの取組状況、改善点
-事業実施した学校では、各学校が設定したテーマに沿って研究を進めたことで自他の人権を
大切にしようとする気持ちが強まった児童生徒が増えつつある。

-年度当初、事業を進める上で県教委と市町村教委・学校による合同会議を開催したことで、
市町村教育委員会・学校との連携や研究指定校同士の連携も図ることができた。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費
l項教育総務費 人権教育課(内線 :7535)
5目 教育振興費 (単位.千円)

事 業 名 本年度 前年度 比 較 ~t 源 内訳
備考

国庫支出金 起債 その他一般財源
県立学校人権教育推
進支援事業 2. 715 3. 025 ム310 2. 715 

トータJレコスト 13. 632千円(前年度13，896千円) [正職員:1.4人]
主な業務内容 県立学校における教職員・児童生徒の人権教育推進活動
エ程表の施策目標指欄 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進
事業内容の説明

事業の概要
人権教育推進上の課題を解決するため、全ての県立学校において「鳥取県人権教育基本方針ー

第 1次改訂ー」に基づいて実施される事業を支援する。

2 事業内容
県立学校が自校の人権教育推進上の課題等に基づいて、工夫しながら自主的に立案・実施する

活動に対する支援を行う。
-人権教育の授業改善の取組(教職員対象)
-人権教育講演会、研修会の取組(児童生徒・保護者対象)
-訪問学習の取組(児童生徒対象)

3 これまでの取組状況、改善点
各校の取組の成果を実践事例集として配布し、人権教育主任会で模擬実践することにより、

他校の事例を参考にした授業改善が効果的に行われている。
しかし、いじめや差別事象など、児童生徒には他者の人権を尊重しない言動も見られること

から、今後も継続的に取り組む必要がある。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費
6項社会教育費

1自 社会教育総務費
人権教育課(内線:7534) 

(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
~;j" 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 般財源

人権尊重のまちづく
り推進支援事業 1， 348 1， 231 117 1， 348 

ト タルコスト 10. 706千円(前年度10:549千円) [正職員:1. 2人]
主な業務内容 市町村を訪問しての研究協議会の実施、市町村担当者会の開催
工程表の施策目標佑欄 社会全体で取り組む教育の推進、生涯学習の環境整備と活動支援
事業内容の説明

事業の概要
地域社会における人権尊重のまちづくりを住民一人一人が主体者として進められるよう、市町

村と連携を図りながら、市町村が行う人権教育施策、住民学習の充実に対する支援を行う。

2 事業内容
1 )人権教育アドバイザー(※ 1)事業

-人権教育アドバイザー会議 (5月、 8月)
ー・人権教育アドバイザー県外研修 (2名程度)
-市町村を訪問しての人権教育合同研究協議会 (7~12月)

( 2)市町村人権fj教育行政担当者会 (4月、 3月)
( 3 )学校生活 イドブック(※ 2)英語版改訂

※1 人権教育アドバイザー
市町村における人権教育の充実を図るため、人権教育の実情を把握するとともに、市町村

に助言を行う。(東部、中部、西部の各地区から各3名、合計 9名を委嘱。)

※2 学校生活ガイドブック
主に外国籍保護者に、日本の学校制度など学校生活に関する理解を深めていただけるよう、

現在9ヶ国語(10言語)で手引書を作成している。

3 これまでの取組状況、改善点
本県が人権学習で重視する「参加型」学習が、市町村での小地域懇談会等で徐々に取り入れら

れてきているが、今後もその普及に努める必要がある。

l社会人権教育振興事
業 4.697 4. 697 。 4， 697 

ト タルコスト 5.477千円(前年度5.474千円) [正職員:O. 1人]
主な業務内容 補助金交付事務、団体聞の連絡調整
工程表の擁立買目標脂燭 社会全体で取り組む教育の推進、生涯学習の環境整備と活動支援
事業内容の説明

事業の概要
社会人権教育活動の充実を図るため、関係団体へ支援を行う。

2 事業内容
県内の社会人権教育を活動を推進するため、研究集会の開催や各市町村単位で組織された人権教

育推進協議会の活動 支援する団体に対して運営費を助成する。
[補助対象団体]鳥取県人権教育推進協議会
[補 助 率]定額(人件費、事業費)4， 697千円

3 これまでの取組状況、改善点
-昭和49年以降毎年、「人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会」を開催
-平成27年度:8月に鳥取市で開催、参加者1， 662人。
-平成28年度:8月に米子市で開催予定、参加見込み2，000人。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

l項教育 総務費

7自 育英奨学事業費

事 業 名 本年度 前年度 比較
財

国庫支出金

人権教育課(内線 :7516)
(単位:千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

奨学資金債権回収事 (諸収入)

業 11， 354 7， 814 3，540 25 11， 329 

トータルコスト 19， 152干円(前年度15，579千円) [正職員:1. 0人、非常勤職員:2. 5人]

主な業務内容 奨学資金返還金徴収業務(電話督促・戸別訪問)、法的措置、債権回収会社へ

の委託

工程表の茄策目標緒欄 安全、安心な教育環境の整備

事業内容の説明

事業の概要

鳥取県教育委員会が所管する奨学金の返還未収金について、徴収を促進する取組を行う。

2 事業内容 (単位・千円)

区分 予算額 事 業 内 廿~ 

納置(非付常勧勤奨職専員門2員5の名毘) 6， 454 務奨門学のとす資円滑金る非返な促還常進未勤職納を員額図のる(納。増付加勧を効奨果専門的員に)防をぐ配た置め、し納、付債権勧奨回収を業専

債権回収会社(サE ピサ 4. 200 文書督促等では返還が進まない未納者を対象に、電話や戸別

自)への委託 訪問による債権回収を専門とする業者へ委託する。

法的措置等の実施 700 高額な未納者及びその保証人等に対し、催告状の送付や法的措

置(支払督促や強制執行等)を実施する。

合計 11， 354 

3 これまでの取組状況、改善点

-奨学金返還金の未納状況(平成27年12月末現在)

奨学金名 未納金額 備 考

進学奨励資金 I{意8，980万円
(S62年度制度創設 HI3年度新規採用終了)

HI7年度貸与業務終了

育英奨学資金(大学) 2， 145万円 (S36年度制度創設)継続中

育英奨学資金(高校) l億784万円 (H14年度制度創設)継続中

15- 計 3億1，909万円

-育英奨学資金(高校)の返還者の急増により返還未納者も急増しているため、納付勧奨専門

員による継続的な納付勧奨(電話督促等)を少額未納者に対しても行った。

-資力があるにも関わらず自主的な返還をしない未納者に対しては、法的措置を念頭におき厳

正に返還を求めたロ

-平成27年度法的措置の実施状況(平成27年12月末現在)

申立件数
返還実績 差押件数

差押金額

法的措置
(金額)

強制執行
(全額弁請による取下船

12{'牛 279万円 4件
1， 345， 234円

(656万円) (666，934円)

-平成27年度債権回収会社(サービサー)の回収状況

委託債権
回収状況(平成27年12月末現在)

区分・人数 回収済額 未回収額

完済 41名 5， 074千円

366名分 一部返還(継続中) 174名 6， 041千円 40， 852千円

79，436千円 米返還(交渉中) 151名 27， 469千円

計 366名 11， 115千円 68， 321千円
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費
l項教育総務費

事業名

進学奨励事業

本年度|前年度

83.9731 74.538 

1 事業の概要
地域改善対策特別措置法に基づ、いて行った鳥取県進学奨励資金の返還金収納業務を行う。

2 事業内容
平成13年度をもって廃止した鳥取県進学奨励資金に係る次の業務
-国庫償還金(収入した返還金の 3分の 2に相当する金額を国へ償還)
・納付書、督促状の発行などの返還金収納業務及び債権管理業務

3 これまでの取組状況、改善点
平成27年12月末時点の実績で未納額が2億円を下回るとともに、，近年、未納額の年間減少額が

上昇している。効果的な返還及び免除制度の周知を進めるには返還者との細かな連絡が必要であ
るため、非常勤職員が行う電話連絡及び住所照会等による奨学生の現住所の把握が重要な役割を
果たしている。
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1 事業の概要
東京で学生寮を設置運営する、公益財団法人鳥取県育英会に対する支援を行う。

2 事業自室
IR 5主

人件費補助

給食委託料補助

営繕補修費補助

扇面益額| 事業内容

16.叫寮長及び学生寮指導員に係る人件費に対する補助

5.6731給食業務委託料に対する補助

17.3571清和寮漏水改修工事に対する補助

盟隼ょ王国
益盟笠

10/10 

112 

10/10 

否吾 l 立577

3 これまでの取組状況、改善点
・学生寮は、開寮以来多くの学生を支援してきた実績があり、県が継続して助成を行っていく
乙とは、鳥取県出身学生の学習権の保障に繋がっている。

、・今後、未使用であった部屋を募集定員として活用したり、県内高校生向けの周知用パンフレ
ットを新たに作成して学生寮の認知度の向上を図る等の定員確保対策を行っていく。

〔参考:学生寮入寮者数の推移(各年度4Jil日現在)J

明倫館[定員73名]
H22 H23 H24 H25 H26 H27 

(男子寮、東京都世田谷区)
73 68 61 52 67 66 

清和寮[定員74名] 74 
(女子察、東京都豊島区)

63 57 62 65 66 
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費
1項教育 総務費
7目 育英奨学事業費

事 業 名 本年度 前年度 比 較
財

国庫支出金

人権教育課(内線 :7541)
(単位:千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

(諸収入)
育英奨学事業 454， 586 799， 467 ム344，881 216 20 454， 350 

トータルコスト 464， 723千円(前年度809，562千円) [正職員:1.3人、非常勤職員:1.6人]

主な業務内容 進学資金助成金交付事務、定時制課程・通信制課程修学奨励金貸与事務、育英
奨学資金(高校大学)の貸与・返還事務

工程表の施策目標倍程男 安全、安心な教育環境の整備
事業内容の説明

事業の概要
県内に住所を有する者の子等で、大学・高等学校等に進学する者のうち、経済的理由により修

学が困難である者に対し、奨学資金等の貸し付け又は助成を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事 業 内 ~ゴ~ー

鳥取県育英奨学資 6， 981 育英奨学資金貸与・返還に係る以下の事務に要する経費(非常勤
金貸与・返還事務 職員 2名を配置)

-育英奨学生選考委員会の開催
-貸与(内定)決定、貸付け
-納付書送付、債権管理

大学等進学資金助 2，480 大学、専修学校等への進学に際して、金融機関から進学資金を借

成金 り入れた者に対して利子の一部を助成する。
-大学・専修(専門)借入上限 50万円、上限利率2.0%
-各種学校等 借入上限120万円、上限利率2.0%
-県内予備校 借入上限 50万円、上限利率2.0%

高等学校定時制課 840 高等学校定時制課程・通信制課程に在学する勤労学生の修学を奨

程・通信制課程修 励するため、奨学資金を貸与する。
学奨励金 -貸与月額14，000円(無利子)
育英奨学事業特別 444， 285 育英奨学事業特別会計への繰出金
会計繰出金
〔終了〕鳥取県授 鳥取県授業料減免・奨学金基金等返還金 (274，613)

業料減免・奨学金 鳥取県授業料減免・奨学金基金等積立金(144)
基金返還金等 奨学金システム再構築費(11， 473) 

合計 454， 586 

3 これまでの取組状況、改善点
大学進学率の増加に伴い、奨学金へのニーズは依然として高い。働きながら、あるいは奨学金

を受けながら学ぶ意欲を様々な面から支援する仕組みが求められており、通常の奨学金事業では
対応できない定時制通信制生徒への修学奨励金や、教育ローンに対する利子の一部助成を実施し
ている。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

1項教育総務費

7目 育英奨学事業費

人権教育課(内線 :7541)
(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
Rオ 源 内訳

備考
国庫支出金 起債 その他一般財源

高校生等奨学給付金 (諸収入)

事業 209， 279 120，497 88， 782 69， 307 139， 967 

トータルコスト 211.618千円(前年度122，827千円) [正職員:O. 3人、非常勤職員:O. 5人]

主な業務内容 高校生等奨学給付金の交付事務

工程表の施謙目標指関 安全、安心な教育環境の整備

事業内容の説明

事業の概要
全ての意志ある生徒が安心して教育を受けられるよう、授業料以外の教育費負担を軽減するた

め、低所得世帯の生徒に対して奨学のための給付金を給付する。(国1/3)

2 事業内容

[支給要件]
-非課税世帯(特別支援学校高等部生徒を除く)。
-保護者、親権者等が本県に在住していること。

-就学支援金支給対象である学校(高等学校、中等教育学校後期課程、高等専門学校 (1-3 
年生)、専修学校高等課程等)に在学している者。

-平成26年度入学者から学年進行で実施。

[支給額]

区分 支給年額
予算額

支給対象見込(人)支給見込額(円)

①生活保護受給世帯 国公立 32， 300円
134 

81 2，616，300 
(通信も同額) 私立 52， 600円 53 2， 787， 800 

②第1子の高校生等がいる 国公立 59， 500円
1. 484 

1. 160 69， 020， 000 
世帯 私立 67， 200円 324 21，772，800 

②'第l子 (通信)
国公立 36， 500円

39 
21 766， 500 

私立 38， 100円 18 685， 800 

③未15歳(中学生を除<)以上23歳 国公立 129，700円 686 88，974，200 
満の扶養されている兄弟高姉妹が

いる世帯で第2子以降の校生等 839 

がいる世帯 | 私立 138， 000円 153 21. 114， 000 

③'第2子以降 (通信)
国公立 36， 500円

5 
3 109，500 

私立 38， 100円 2 76， 200 

i'i 計 2; 501 207，923， 100 

[予算額の内訳】

最古 付 金 207， 924千円(国1/3、県2/3(県負担分には交付税措置あり)) 

-標準事務費等 1. 355千円

3 これまでの取組状況、改善点

平成26年度に制度創設し、事業を開始した。平成26年度は819名に給付金を給付し、平成27年

度は 1月末時点で1.666人に給付した。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

事 業 名 本 年 度 前年度 比較

(新)史跡青谷上寺

文化財課(内線:7932) 
(単位:千円)

財源 内 訳
備考

国庫支出金起債 その他 一般財源

制uul脳
地遺跡整備事業

8，807 。8，807 4， 133 
1. 251 

3，423 

トータルコスト 32， 201千円(前年度O千円) [正職員:3.0人]

主な業務内容 企画立案、講師等との協議調整、整備委員会の開催

工程表の政策目標(指標)文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明
事業の概要
多種多様で極めて保存状態の良い出土遺物等からよ 「地下の弥生博物館」とも称される史跡

青谷上寺地遺跡について、弥生時代の日常生活が体感できる「青谷上寺地ならでは」の史跡整
備を行うための基本設計を行う。
史跡公園では、妻木晩回遺跡と併せて「弥生時代の二大遺跡」として周遊観光スポットとす

るととを目指し、同遺跡で発掘されたサメが描かれた土器、木製品、弥生人の脳等の豊富で貴
重な出土品を広く一般にPRする。 (平成 38年度公開予定)

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

整備基本設計委託 7，487 保存活用基本計画に基づいて、遺構保存整備、復元整備、
(国1/2) 環境整備及び体験学習や遺跡の案内を行う施設等の基本

設計を行う。

平成 28年度 7，487千円
平成 29年度 8，247千円 債務負担行為を設定
平成 30年度 7， 916千円

調査整備活用委員 1， 154 整備内容を検討するため専門家等による委員会を開催す
会(国1/2) る。

現地解説看板の書 150 史跡青谷上寺地遺跡現地に設置している解説看板 (3基)
換(国1/2) を最新の調査研究成果に基づき、内容を更新する。

その他事務費 16 事業の実施に必要となる消耗品費、賃借料等その他の経費
(国1/2)

合計 8， 807 
※なお、鳥取市は所有面積按分により算出した負担金(1， 251千円)を予算要求中である。

【関連事業】 「とっとり弥生の王国j普及活用事業において実施する。

弥生の王国シンポジウ 青谷上寺地遺跡及び妻木晩田遺跡の発掘調査や出土遺物の研究
ムの開催、 成果により、遺跡の実像を知っていただくことで、今後の発掘調

査や整備・活用への理解を図る。

遺跡紹介冊子の作成 最新の調査成果に基づき、一般の県民向けに青谷上寺地遺跡をわ
かりやすく紹介する。

AR (拡張現実)技術を 情報技術を用いた史跡の活用手法によって、史跡の魅力を早期に

用いた遺跡発掘時の状 県民・観光客に体感してもらう。

況や弥生時代の景観の

再現

3 これまでの取組状況、改善点

平成 20年3月に国史跡に指定されて以降、史跡指定地の公有地化について、平成 29年度の
終了を目指して進めているところである。平成 21年度には、保存管理、活用、整備等に係る基

本的な考え方や方法を示す国史跡青谷上寺地遺跡保存管理計画・整備活用基本計画を策定した。

青谷上寺地遺跡を文化観光の資源となるよう史跡公園として整備を実施し、手Ij活用に向けた

環境づくりを行う。

ー151



平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

事 業 名 本年度 前年度

「ふるさとを元気に」

とっとりの文化遺産 4，307 7， 471 

比較
財 源

国庫支出金 起債

ム3，164、

文化財課(内線:7932) 
(単位:千円)

内訳
備考

その他一般財源

4， 307 
活用推進事業

トータルコスト 8， 206千円(前年度11， 354千円) [正職員:O. 5人]
主な業務内容 プロジェクト会議の運営、文化遺産の調査・活用、イベント等の企画・運営

工程表の施策目標銘梯 文化財の保存、活用、伝承 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要
本県の優れた文化財を地域振興や教育資源として活用するため、その魅力の再発掘を行い、

効果的な活用を進める地域での取組を支援するとともに、本県文化遺産の魅力を県内外にPR
する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

とっとり文化遺産魅力 1， 072 -弥生文化を現代のァーマに引きつけて語れる有

発信事業 識者による講演会「弥生の考現学」を開催する。

-講演内容や体験学習メニューなどを紹介する

「壁新聞」を小中学校へ配布する。

「本物に触れる~ふるさ 500 -小中学校の調べ学習や総合学習の時間など学校

との文化財を学ぶ知楽塾 教育の中でふるさとの文化財を活用した学習を

~J 実施する学校を募集し、その取組を県教委HP
などで広〈紹介する。併せて、実施校でも情報

発信していただく。 5万円x10クラス

「ふるさと未来創造塾」 612 -園、県指定無形文化財保持者を講師とした体験

の開催 講座の開催など、子どもたちが伝統文化に触れ

親しむ機会の充実を図る。

史跡整備ネットワーク会 726 -史跡を持つ鳥取県・島根県及び市町村の文化財

議の開催 担当者が集まり、史跡の整備・活用について連
1携・情報交換を行う。

-山陰史跡ガイドブック改訂版を増刷する。

文化遺産を活かした地域 1， 082 -とっとりの文化遺産魅力発掘プロジェクト(ま

振興活動への支援 ちあるき事業、歴史遺産の連続講座)への支援

-奥日野のたたら魅力発掘事業への支援

-八頭若桜谷文化遺産魅力発掘事業への支援

その他 315 -標準事務費

合 計 4，307 

3 これまでの取組状況、改善点

県内各地で少しずつではあるが、文化財を地域振興に役立てる取組が進められているところで

あるが、まだ、地域の文化財の魅力に気づかれないまま埋もれていたり、どう活用すればよいか

分からないままになっている状況があり、引き続き支援を行っていく乙とが必要である。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会 教育費

l自 社会教育総務費

文化財課(内線 :7524)

(単位:千円)

事 業 名 本 年 度 前年度 比較
財 源 内訳

備考
国庫支出金 起債 その他一般財源

(使用料). 
文化振興費 2， 820 2， 184 636 2， 820 

トータルコスト 6， 719千円(前年度6，067千円) [正職員:O. 5人]

主な業務内容 各種調査取りまとめ、関係機関との連絡調整、契約事務等

工程表の政策目標 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

県民が文化活動に親しみ実践する取組の調査や支援、表彰候補者の取りまとめ等を行い、県内

の文化活動の振興を図る。

2 事業内容

-各種調査・照会等取りまとめ

-各種文化関係事業への共催及び後援等承認

-文化関係の各種表彰候補者等の取りまとめ

-博物館法に基づく博物館登録

-公益法人の指導監督

-旧鳥取少年自然の家跡地除草

-元鳥取湖陵高等学校美和分校の維持管理

-県有財産(元鳥取湖陵高等学校美和分校)の貸付に伴う国庫納付相当額の基金積立(鳥取県

立公共施設等建設基金)

(単位:千円)

区分 予算額 事業内容

各種調査等 470 文化事業推進の各種調査や共催及び後援等にかかる経費

基金積立 878 国庫納付金相当額の基金の積立にかかる経費

その他 I. 472 旧鳥取少年自然の家跡地除草委託等にかかる経費

合計 2， 820 

3 これまでの取組状況、改善点

文化庁関係の調査、表彰、研修等の取りまとめ等について、計画どおり、事務処理等を行うこ

とができた。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2白 文化財保護費

事業名 本年度 前年度 比較
財

国庫支出金

源

起債

文化財課(内線 :7937)
(単位:千円)

内 訳
備考

その他 一般財源

情報発信「鳥取

県の文化財」 8. 536 6. 531 2.005 8. 536 

トータルコスト 22.572千円(前年度20.508千円) [正職員:1. 8人]
主な業務内容 事業の企画・実施、契約、資料作成・編集、関係機関との連絡調整

工程衰の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要

県民に文化財に関する情報を積極的に発信することにより、鳥取県の歴史や文化について認識を深めて

もらうとともに、文化財に親しみを持ち、その重要性を認識していただき、文化財を大切にする気運を高

める。
、.

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

文化財巡り 4.974 ①国・県指定文化財の解説板を設置

②文化財紹介リーフレット『とっとり文化財イベントガイド』

刊行

古代歴史文化に関する共同 220 ①西日本14県による「古墳時代の玉類」をァーマにした共同調

調査研究事業 査研究への参加

②研究成果を発表するシンポジウムの共同開催

展示会・見学会・講演会 2. 809 ①新規指定文化財の展示会・見学会・講演会の開催

-新たに指定・登録等になった文化財を県民に分かりやすく紹

介するための展示会・見学会を開催し、併せて文化財指定の

ために行われた調査研究の成果を県民に分かりやすく紹介す

る講演会を開催する。

②文化財主事による出前講演の実施

-学術講演会や市民セミナーなど生涯学習の場での出前講演

③インターネットを利用した情報発信

-ホームページやソーシャルネットワークサービヌなどを使い、

効果的に文化財関連情報を発信する。

日本遺産の認定・活用支援 533 -日本遺産を活用した情報発信及び新規認定に向けた支援

-平成27年度日本遺産第l号に認定された「三徳山Jと日本遺産

認定を狙う「大山寺」を関連させたシンポジウムの開催

合計 8. 536 

3 これまでの取組状況、改善点

-鳥取県の歴史や文化について認識を深めてもらうとともに、文化財に親しみを持ち、その重要性を認識

してもらい、文化財を大切にする気運を高めることができた。

-平成27年度の事業棚卸しを踏まえ、学校・公民館等が興味を持つようなメニューの工夫、インターネッ

トを利用した情報発信等を強化する。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費 文化財課:(内線 :7937)

2目 文化財保護費 (単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比 較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

調査研究「鳥取 (緒収入)

県の文化財」 30. 037 20， 180 9， 857 2， 930 8 27，099 

トータルコスト 43， 294千円(前年度33，381千円) [正職員:1.7人、非常勤職員:1.0人]
主な業務内容 契約、資料作成、調査・検討、関係機関との連絡調整

工程表の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

1 事業の概要

国・県指定及び国登録の候補になりうる文化財の調査研究を実施し、指定に必要な学術的な評価を行い、

指定に向けて積極的に取り組む。

2 事業内容 (単位:千円)

区 分 予算額 事業内容

無形文化財の調査 1. 459 国指定に向けて因州和紙を学術的に評価するための調査の実施

有形文化財の調査等 11， 380 0文化財建造物の詳細調査

指定に向けて建造物を学術的に評価するための調査の実施

0文化財建造物の登録支援

県文化財主事による現地指導、登録文化財制度の説明

0新規指定保護文化財の画像記録作成

美術工芸品の指定に向けての適切な記録写真の撮影

民俗文化財の調査等(国1/2) 6. 347 0国指定に向けた因幡の朕麟獅子舞に係る調査の実施

0記録保存に向けた夏泊海女漁調査の実施

記念物の調査等 7， 865 0庭園の詳細調査

指定に向けて庭園を学術的に評価するための調査の実施

庭問技術者講習会 1. 017 文化財庭園の保存・管理のために必要な知識や技能を身につけ

るための講習会の実施

へリァージマネージャー養 1. 639 歴史的建造物を発見・保存・活用し、まちづくりに活かす能力

成講習会 を持った人材を育成する講習会の実施

専門調査員による調査・研 330 県文化財保護審議会委員以外からも指導を受けられる専門調査

究体制の整備など 員の体制の充実

計 30， 037 

3 これまでの取組状況、改善点

扇、県指定、登録の候補になりうる文化財について、建造物、民俗文化財、庭園、天然記念物の詳細調

査、有形文化財(美術工芸品)の画像記録作成、無形民俗文化財の総合調査等を実施して、指定に必要な

学術的な評価を行った。
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10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

事 業 名 本年度

「とっとり弥生の

平成 28年度一般会計当初予算説明資料

前年度 比較
~t 源

国庫支出金 起債

文化財課(内線 :7932)

(単位:千円)

内 訳
備 考

その他 一般財源

(諸収入)

王国J普及活用 40， 810 32， 372 8，438 8， 365 6， 036 26， 409 
事業

トータルコスト 73， 562千円(前年度63，432千円) [正職員:4. 2人]

主な業務内容 史跡を情報発信するイベント・体験講座等企画・実施、補助金交付等

Z程表功櫛目標t鞠 文化財の保存、活用、伝承 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

業内容の説明

事業の概要

鳥取県内にある国内最大級の弥生時代集落「妻木晩回遺跡」、保存状態が良く多種多様な遺牧

が出土することから地下の弥生博物館とも呼ばれる「青谷上寺地遺跡j の2大遺跡を「とっと

り弥生の王国」として位置づけ、各遺跡を活用した行事・体験事業等を適c:て史跡の活用を図

る。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

妻木晩回遺跡活用事 19， 945 遺跡への集客を目的とした行事や、遺跡の歴史・暮

業(国112) らしの様子を体験する講座をはじめ、遺跡を活用した

種々の事業を通じて情報発信を行う。

0むきばんだまつりJ 日替わり行事週間等での遺跡活

用

0宿泊体験、土器やカゴ、機織りなど「弥生のものづ

くり講座J等弥生時代の暮らし体験講座

0むきばんだ大山歴史探訪、竪穴住居コンサートなど

遺跡活用のきっかけづくり事業

青谷上寺地遺跡活用 20， 865 0青谷上寺地遺跡展示館(鳥取市)への補助金交付

事業(国112) 0青谷上寺地遺跡史跡保存活用協議会による活用事業

O(新)遺跡の発掘時の状況や弥生時代の景観をスマー

トフォン等の端末上に再現するシステムの開発

O(新)普及・啓発講演会(出土した脳の限定公開及び

獣骨等にかかる講演会)

O(新)青谷上寺地遺跡紹介冊子の作成

O(新)弥生の王国シンポジウム(これまでの発掘調査

やサメをモチーフにした土器、木製品等の出土遺物の

研究成果により遺跡の実像を知っていただく。)

合計 40， 810 

3 これまでの取組状況、改善点

両遺跡の特徴を活かした行事や弥生時代の暮らしを体験する事業を充実させ、教育的資産とし

て活用を図ってきた。青谷上寺地遺跡においても、現地に来訪していただき、史跡の魅力を県民、

観光客に体感してもらえるよう活用事業を実施する。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

事業名 本年度 前年度 比 較
財

国庫支出金

源

起債

文化財諜:(内線:793 7) 

(単位:千円)

内 訳
備考

その他 一般財源

文化財保護指導

費 27， 565 34， 069 ム6，504 962 26， 603 

トータJレコスト 40， 822千円(前年度47，270千円) [正職員:1. 7人]

主な業務内容 申請・報告の審査、市町村等の指導、関係機関との連絡調整

工程表の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

県民の共有財産である文化財を適切に保護、管理するとともに、文化財の指定等を推進するため、文化

財保護審議会の開催や調査指導及び埋蔵文化財保護のための発掘調査の助成を行う。

また、県内に所在する多数の貴重な文化財を犯罪や災害から守るため、研修や耐震診断を行うことで、

所有者や地域住民、行政及び警察・消防との防災・防犯に対する危機意識及び情報の共有を図る。

2 事業内容 (単位:千円)

区 分 予算額 事業内容

文化財保護審議会会 3. 226 -条例に基づく文化財の指定・選定等

議費

文化財保護調査指導 3. 159 -文化財の保護・活用に関する調査指導

-国・県指定文化財の巡回活動

埋蔵文化財保護調査 17， 885 -国庫補助対象となる緊急発掘調査、保存整備活用事業等に対す

(一部国1/2) る市町村への助成

指定文化財フォロー 3， 166 -園、県指定・登録等の文化財の現状確認や保存環境調査、樹氷

アップ調査指導 医診断などの事後点検のための調査

-県指定史跡天神山城跡及び本高14号墳の草刈り

鳥取県文化財防災・ 129 -所有者・地域住民への防災・防犯意識啓発

防犯対策事業 -文化財の防災・防犯対策状況の調査・把握

合 計 27， 565 

3 これまでの取組状況、改善点

県民の共有財産である文化財を適切に保護、管理するとともに、文化財の指定等の推進に取り組んだ。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

文化財課:(内線:793 7) 
(単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

文化財助成費 236. 895 141. 715 95. 180 ， 2. 716 234. 179 

トータルコスト 247. 032千円(前年度151.810千円) [正職員:1. 3人]
主な業務内容 申請・報告の審査、市町村等の指導、関係機関との連絡調整

工程表の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

国及び県指定文化財の保存と活用のため、市町村、文化財の所有者及び管理団体が行う文化財保存整備

事業などに対して助成を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

保存整備費等補助金 236. 835 0国及び県指定をはじめとする貴重な文化財の所有者等や市町村

が行う保存整備事業に対し、経費の一部を補助することにより

文化財の保存と活用を図る。

<補助率>

-国指定文化財関係:国庫補助残の 1/2 (所有者等)

国庫補助残の 1/3又は1/5 (市町村)

-県指定文化財関係:1/2 (所有者等)、 1/3 (市町村)

O県の新規指定保護文化財(建造物・美術工芸品)、有形民俗文化

財の防犯・防災対策事業に対し、指定後当該年度の翌年度から

2年間に限り、通常補助率に20%嵩上げした補助を行う。

<実施予定の文化財>

-国指定:鳥取城跡附太閤ヶ平、三徳山、波波伎神社社叢、

尾崎氏庭園他

-県指定:小川氏庭園、聖神社神幸行列、長谷寺他

その他事務経費 60 助成事業に関了する調査指導

合計 236. 895 

3 これまでの取組状況、改善点

所有者や市町村等に対し各事業内容を鑑みながら指導、助言を行うとともに、国指定文化財については

文化庁とも協議調整し、適正な補助金の執行に努めている。あわせて、文化財の保存と活用を行う乙とが

できた。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款 教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

事業名 本年度 前年度 比較
~t 

国庫支出金

源

起債

文化財課:(内線 :7525)

(単位:千円)

内 訳
備考

その他 一般財源

伝統芸能等支援

事業 3.447 2. 796 651 3.447 

トータルコスト 6. 566千円(前年度5.126千円) [正職員:0.4人]

主な業務内容 協議、関係庶務、申請・報告の審査、関係機関との連絡調整

工程表の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要

無形民俗文化財の保存伝承を図るため、保存団体の保存伝承活動への支援を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

民俗文化財担当者研 223 民俗芸能を保存伝承していくためのよりよい方策を、各保存団体

修・民俗芸能フォー 及び各市町村担当者が共に模索し、問題解決の手がかりを探るたー

ラムの開催 め講演会や情報交換会を実施する。

伝統芸能功労団体賞 60 後継者育成を熱心に行い、その成果の披露を行っている団体を表

知事表彰 彰する。

中国・四国ブロック 974 昭和34年から各県持ち回りで開催している中国・四国ブロック民

民俗芸能大会 俗芸能大会に鳥取県を代表して 1団体を派遣する。

地域民俗芸能再生事 無形民俗文化財の保存伝承を図るため、保存団体の保存伝承活動

業費補助金による助 2. 190 経費を支援する。

成 <補助対象経費>

-演技指導に係る経費

-用具購入・補修に係る経費

-無形民俗文化財の公開に係る経費

合計 3.447 

3 これまでの取組状況、改善点
-各市町村教育委員会との複数の研修会や呼びかけを経て、既存制度の有効活用、民俗芸能保存団体と恒

常的な連絡体制の構築が必要であるという認識を持ち始めてもらえた。

-また、民俗芸能フォーラムにおいて、各団体の課題の明確化も一定程度図られたと言える。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

事 業 名 本 年 度 前 年 度 比較
財

国庫支出金

源

起債

文化財課(内線 :7524)
(単位:千円)

内 訳
備考

その他 一般財源

(手数料)

銃砲万剣類登録 3，287 3， 150 137 488 2， 789 
審査事業 (諸収入)

10 
トータルコスト 7， 186千円(前年度7，073千円) [正職員:O. 5人、非常勤職員:0.5人]

主な業務内容 銃砲万剣類の登録に関する各種事務、審査会の開催、砺修の企画

工程表の政策目標 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

登録制度は、美術品として価値のある銃砲万剣類を登録する制度であり、伝統文化の継承とい

う役割も担っている。

登録制度の充実を図るため、登録審査委員を育成するための事業を実施するとともに、銃砲万

剣類所持等取締法に基づく銃砲万剣類の登録証の交付及び登録原票(約26，300件)の管理を行う。

2 事業内容

区分 事業内容

審査委員の育成 0登録審査補助員を配置し、審査委員候補者を育成するとともに、

現審査委員との連携による実地研修を開催する。

登録審査会の開催 0年4回開催

発見銃砲万剣類、新作万剣の登録審査(年間約120件)

登録原票等の管理 0所有者変更届の受理、登録原票及び検索システムの管理

(年間約350件)

登録内容照会対応 0全国の教育委員会及び警察署からの登録銃砲万剣類の照会対応

(年間約1， 400件)

0古物商、個人等からの各種問い合わせ対応(年間約100件)

く事業費〉 (単位千円)

区 分 予算額

登録審査会(報酬・旅費) 340 
審査委員研修旅費 214 
非常勤職員報酬・共済費 2， 459 
その他事務経費 274 

計 3， 287 

3 これまでの取組状況、改善点

計画どおり鳥取県銃砲万剣類登録審査会を開催するとともに、銃砲万剣類の主主録事務を行った。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

事 業 名 本年度 前年度

池田家墓所整備活

用促進事業 11. 376 14， 442 

比 較
財 源

国庫支出金 起債

ム3，066 

文化財課(内線:7934) 
(単位:千円)

内訳
備考

その他一般財源

11. 376 

トータルコスト 19， 954千円(前年度22，984千円) [正職員:1. 1人]
主な業務内容 補助金申請・報告の審査、補助金支払、関係機関との連絡・調整、文化財整

備保存指導

工程表の施鎌田標銘欄 文化財の保存、活用、伝承 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要

公益財団法人史跡鳥取藩主池田家墓所保存会が行う国史跡鳥取溶主池田家墓所の管理、活用、

保存整備等に要する経費に対して補助を行う。

2 事業内容

史跡鳥取藩主池田家墓所保存会が実施する主な事業

( 1 )墓所の監視及び清掃、現地案内

( 2 )普及啓発・情報発信等

-燈籍会の開催 、
-写真コンクール及び入選作品巡回展示(県内外)の実施

( 3 )保存整備事業

(単位:千円)

区 分 事業内容 補助率 県補助額

役員会費 -理事会・評議員会の開催(年 2~3 閏) 216 
事務局運営費 -事務局書記の報酬ほか 1. 355 
管理費 -墓所管理人の報酬 県 112 948 

-休憩舎及び公衆トイレの光熱水費 鳥取市112
-雑木倒木等の撤去費など

事業費 -普及啓発・情報発信等の経費(燈籍会、写真コン 2， 558 
(ソフト事業) クール、入選作品巡回展示など)

事業費 -整備検討委員会の開催 国 112 6， 299 
(ハード事業) -保存整備工事設計監理委託 県 114

-保存整備工事の実施 鳥取市114
Ei 言十 11. 376 

※国費、市費は公益財団法人史跡鳥取藩主池田家墓所保存会へ直接補助

3 これまでの取組状況、改善点

池田家墓所の文化財としての価値を損なうことなく、県民が優れた歴史的環境に接することが

できる場所とするため、平成15年度に作成した「史跡鳥取藩主池田家墓所保存整備計画」に基づき、

復元・修復工事等の整備を行っている。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

事 業 名 本年度 前年度 比較
財! 源

国庫支出金 起債

文化財課(内線 :7932)

(単位:千円)

内訳
備考

その他一般財源

妻木晩田遺跡調査整

備事業(保存整備) 43. 185 55. 049 ム11.864 21. 309 21. 876 

トータJレコスト 61. 120千円(前年度72.909千円) [正職員:2. 3人]

主な業務内容 弥生時代の集落景観を復元し、弥生の野外博物館として整備する。

工程表の施策目標錯欄 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

国遺跡妻木晩田遺跡の来園者が安心かつ快適に見学できるように整備を行う。

2 事業内容 (単位千円)

区分 予算額 事業内容

管理道追加整備工事 9. 750 多目的広場横の管理道の鱗装工事を行う。

(国 1/2) L = 140m 

松尾城地区管理道舗 21. 898 平成23年度に実施設計を行った松尾城地区 (D工区)管

装工事 理道の舗装工事を行う。

(国 1/2) W=2~3m、 L=322m

復元建物修理工事 9. 922 復元建物(竪穴住居12棟、高床倉庫7棟)を常時安全な

(国 1/2) 状態で公開できるよう、建築年数や劣化状況等を勘案し

計画的に修繕工事を行う。

その他事務費 1. 615 事業の実施に必要となる旅費、消耗品費等その他の経費

(一部国 1/2)

合 計 43. 185 

3 これまでの取組状況、改善点

-整備活用基本計画に沿って、国の大規模補助事業を活用し整備を進め、平成24年4月に全面 l

開園を迎えた。現在は、既公開地区の改善を検討し、追加的な整備を行うことで、来園者が

より快適、安全に活動できる環境を整えている。

-第2期整備(未公開地区)の整備・活用のあり方を検討する必要がある。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会 教育費

2目~文化財保護費

事 業 名 本年度 前年度 比較
M 源

国庫支出金 起債

文化財課(内線 :7932)

(単位:千円)

内 訳
備考

その他 一般財源

妻木晩田遺跡調査 (諸収入)

整備事業(発掘調 40， 542 38，519 2， 023 20， 105 6 20， 431 
査)

トータルコスト 53， 019千円(前年度50，943千円) [正職員:1.6人、非常勤職員:0.9人]
主な業務内容 遺跡の発掘及び調査内容を分析、研究成果を調査報告書として刊行、発掘・

出土品の整理のための作業員の雇用

耳室受の加策目標骨鞠 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

1 事業の概要

国史跡妻木晩田遺跡の集滋像を解明するため、発掘調査年次計画に基づき、調査整備活用委

員会の助言を得ながら発掘調査を実施する。

また、発掘調査研究年報を刊行し、調査成果の情報発信を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

発掘調査(国1/2) 36， 282 妻木山地区谷部の発掘調査及びボーリング調査を行う

とともに、発掘調査で出土した遺物の整理作業を行う。

(平成28年度からは生活に伴う生産・生業活動の解明

や古環境解明を目的とした発掘調査を実施する。)

調査整備活用委員会 740 調査成果を学術的に検討するため、専門の委員による

現地指導(国1/2) 調査整備活用委員会及び現地指導を実施する。

υ 発掘調査研究年報及 1. 414 妻木山地区谷部の発掘調査概要(平成28年度調査)及

び報告書の刊行 び研究成果を発掘調査研究年報として刊行する。また、

(国1/2) 平成26年度から平成27年度の仙谷地区発掘調査の成果

を報告書として刊行する。

その他事務費 2， 106 事業の実施に必要となる旅費、消耗品費等その他の経

費

合計 40， 542 

3 これまでの取組状況、改善点

-国史跡妻木晩田遺跡の集落像を解明するため、発掘調査年次計画に基づき、調査整備活用委員

会の助言を得ながら発掘調査を実施している。

-平成27年度の調査によって仙谷9号墓の北側に墓域がさらに北へ広がる可能性があり、墳墓の

有無を確定する必要がある。妻木晩回遺跡の評価を考える上で、これまで未確認であった谷部

の実態を明らかにする必要があるロ
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

事 業 名 本年度 前年度 比較
M 源

国庫支出金 起債

文化財課(内線 :7932)
(単位:千円)

内 訳
備考

その他 一般財源

妻木晩回遺跡維持 (使用料)

管理事業 51. 455 50， 000 1， 455 17 51. 113 
(財産収入)

100 
(諸収入)

225 
トータJレコスト 67， 831千円(前年度 66，307千円) [正職員:2. 1人、非常勤職員:13.~ 0人]

主な業務内容 遺跡内の除草・樹木管理・復元建物の修繕等の維持管理、遺跡内にある建物

の清掃・警備・点検などの施設管理及び契約、史跡管理員・受付員等の雇用

工程表の施策目標(指欄 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

1 事業の概要

国史跡妻木晩回遺跡を訪れる見学者の方々に、遺跡を安全かつ快適に見学していただき、史

跡を適切に保護するため、史跡、事務所等の維持管理を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

史跡管理事業 30， 039 復元建物等の維持管理及び、史跡内の環境整備を行う。

①竪穴住居の燥蒸、除草、里山管理業務

②芝生・樹木管理、除草、産業廃棄物処理業務等

③史跡管理員、維持管理作業員の雇用

施設、設備管理事 21. 416 ガイダンス施設、事務所、遺構展示館等の施設及び

業 設備の維持管理を行う。

①建物清掃、建物警備、除雪業務、各種設備保守点

検、光熱水費等

②ガイダンス施設「弥生の館むきばんだJ受付員雇用

計 51. 455 

3 これまでの取組状況、改善点

-妻木晩田遺跡は152haと広大な面積が国史跡として指定されていることから、その維持管理業

務は、草刈・里山管理の日常業務に加え、悪天候等による倒木や復元建物などの損傷による予

測しづらい管理・修繕作業が数多く発生する。

-そのような中、再現された弥生時代の集落・自然景観を維持し、快適な見学環境及び史跡保護

を目的とした史跡・里山管理作業に努めている。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費 文化財課(内線 7932) 
(単位:千円)2目 文化財保護費

事業名 本年度 前年度 比較
財 源 内訳

備考
国庫支出金 起債 その他一般財源

青谷上寺地遺跡発 E者収λj
掘調査事業 86， 546 34， 258 52， 288 36， 061 138 50， 347 

トータルコスト 109， 940千円(前年度目， 000千円) [正職員:3. 0人、非常勤職員:14. 5人]

主な業務内容
調査計画立案、関係者との協議調整、出土品の整理作業の実施(作業員雇用)、

分析等委託実施、出土品保存処理、委員会開催

工程表の施主主目標銘爾 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

1 事業の概要

国史跡青谷上寺地遺跡を整備活用していくために、必要な情報を得ることを目的に発掘調査

を実施するとともに、今後の発掘調査に備えた予備調査を行う。

併せて、貴重な出土品を後世に引き継ぐための恒久的な保存処理を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区 分 予算額 事 業 内 !!1句r 

遺跡詳細調査 72， 092 史跡としての整備活用に必要な情報を収集するための発掘

(国庫1/2) 調査、及び出土品の整理作業、発掘調査報告書の作成・刊

行

整備予備調査 2， 398 年次計画に沿って今後実施する発掘調査について、調査区

(国庫1/2) の場所や商積等を設計するための情報を得ることを目的と

した予備的なボーリング調査

埋蔵環境調査 1， 685 青谷上寺地遺跡の出土遺物が良好に保存された要因を探る

とともに、地下環境を継続的に観察する。

-地下水位観測:既設観測坑での水位観測と水質調査

出土品の保存処理 9， 392 出土品の調査研究や活用を可能とするため、また、貴重な

(国庫1/2) 出土品を後世に引き継ぐための恒久的な保存処理

-木器、金属器の保存処理(約850点)
調査整備活用委員 979 調査整備活用委員会(年3回)の開催

会(国庫1/2)
言T 86， 546 

3 これまでの取組状況、改善点

-詳細な発掘調査の実施により、青谷上寺地遺跡の弥生時代後期の様相が徐々に明らかとなって

おり、この調査成果は、計画的に刊行している発掘調査報告書にて公開しており、学会より高

い評価をいただいている。

-史跡整備の対象である弥生時代の「交易拠点としての港湾集落」という遺跡像をさらに具体的

なものとするために、今後も継続的に取り組んでいくことが必要である。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

事業名 本年度 前年度 比 較
財

国庫支出金

源

起債

文化財課(内線 :7932)
(単位:千円)

内 訳
備考

その他 一般財源

青谷上寺地遺跡出 儲収見j

土品調査研究等事 25，422 34， 088 ム8.666 6， 056 80 19， 286 
業

トータルコスト 41，.018千円(前年度55，830千円) [正職員:2. 0人、非常勤職員:13. 0人]

主な業務内容
調査研究計画立案、関係者との協議調整、データベース作成、海外との調査研

究交流、レプリカ作成、講座の開催、脳・人骨の研究

工程表の施策目標銘掬 文化財の保存、活用、伝承 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要

青谷上寺地遺跡の出土品が持つ豊富な情報を県民に発信するため、出土品の整理・調査研究

と、その活用を図る。併せて、文化庁と連携して重要考古資料のリスト化等を進めるとともに、

とれらの研究成果について積極的に情報発信し、遺跡の重要性をアピールする。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事 業 内 甘供品・

出土品の調査研究 16，666 0木器、土器・土製品の調査研究(データベース作成)

(国ν2) 0既存データベースの更新・拡充

重要考古資料調査 603 文化庁と連携して重要考古資料のリスト化等を進める。

海外との調査研究交流 1， 052 海外(主に韓国)の出土遺物・遺跡立地環境等との比較研

究

出土品のレプリカ作成 3， 602 実物展示が困難な資料や貸出依頼の多い出土品のレプリ

カ作成

r -骨角怨1点、木器5点

青谷上寺地遺跡弥生講 1， 822 青谷上寺地遺跡の発掘調査や出土品の調査成果を情報発

座関連事業 信

-土曜講座(年間計 5-6回開催)

-青谷上寺地遺跡ミニフォーラム(年 1回))

脳、人骨等の研究 1， 677 弥生人の脳の保管

言十 25，422 

I 3 これまでの取組状況、改善点

-青谷上寺地遺跡で出土している膨大な出土品に関して、種別ごとに順次調査研究を進め、建築

部材、骨角器、金属器、木製農工具・漁機具、玉作関連遺物、石器について、平成18年度から

順次情報処理化と公開を行つでいる。出土品の情報を、これほどまで可視化できる形で公開し

ている例は少なく、国内外からのアクセスも公開以後、減る乙となく順調に増えている。今後

は更にデータベースを整備し、新規資料を順次公開できるよう取組を継続する必要がある。

-土曜講座については、一昨年度より 3回シリーズのテーマを設定したり、対談形式の行事を取

り入れるなどの新たな趣向を取り入れており、参加者数も減少することなく推移している。ア

ンケートの回答を見ると継続的な開催を望む声が多く好評である。

ー166-



平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費 文化財課(内線:7934) 

(単位:千円)2目 文化財保護費

事業名 本年度 前年度 比 較
財 源 内訳

医闘並金 起債 その他一般財源
備考

青谷上寺地遺跡史跡

指定地公有化・維持 284，902 178， 337 106， 565 214， 472 70，430 

管理事業

トータルコスト 294， 260千円(前年度187，655千円) [正職員:J.2人]

主な業務内容 用地交渉、維持管理(ボランァィア支援含)

工程表の撤回開醐 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

国史跡青谷上寺地遺跡を保存・整備・活用するため、史跡指定地を平成20年度から 10年かけ

て公有化する。

なお、公有化した土地については適正な維持管理を図り、一部については地域のボランティア

団体等に維持管理を委ね、遺跡を活用する活動等を支援する。

2 事業内容 (単位:千円)

区 分 予算額 事業内容

青谷上寺地遺跡史 278， 507 平成28年度は土地買い上げを希望する地権者が9名(うち家屋

跡指定地公有化 移転が伴う地権者6名)、全体の4%の公有化を予定。

(国8/10)

スーパーボランァ 3， 361 青谷上寺地遺跡の一部を利活用した地域づくりや賑わい書IJ出を

ィア支援事業 目的とした維持管理等を行う地域のボランティア団体や個人等

に対し、必要な支援を行う。

維持管理委託料等 3，034 公有化した土地の維持管理のため草刈等を実施する。

ぷロ〉、 計 284， 902 

3 これまでの取組状況、改善点

史跡指定地(民有地)の公有化率は26年度までで約95%達成しており、平成28年度は公有化9

年目にあたる。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費 文化財課(内線:7932) 

(単位:千円)6目 埋蔵文化財センター費

事業名 本年度 前年度 比 較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

使用料

埋蔵文化財センター 36， 918 20. 121 16， 797 808 35， 468 

運営費 倒産収λj

622 

醐以j

20 

トータルコスト 53， 294千円(前年度36，428千円) [正職員:2. 1人、非常勤職員:2.0人]

主な業務内容 施設の維持管理、職員の人事管理

工程表の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

1 事業の概要

埋蔵文化財センター職員の人事管理及び埋蔵文化財センター(青谷調査室、秋里分室、積善

分館含む)の施設の維持管理を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事 業 内 甘~・

埋蔵文化財センターの 36， 918 -埋蔵文化財センター(青谷調査室、秋里分室、積善

管理運営 分館を含む)の施設の維持管理 (22，492千円)

. (臨〕埋蔵文化財センター屋上防水工事(14，426千円)

I 3 これまでの取組状況、改善点

今までの発掘調査で出土した貴重な出土品及び発掘調査の記録を収めた写真・スライド類等を

埋蔵文化財センタ一、青谷調査室、秋里分室、積善分館に適切に保管している。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

6目 埋蔵文化財センター費

文化財課(内線:7932) 

(単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比較
M 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

J鳥取県の考古学 儲収λj

情報発信事業 11. 760 13， 690 ム1.930 4，897 24 6， 839 

トータルコスト 27， 356千円(前年度29，220千円) [正職員:2. 0人、非常勤職員:3. 0人]

主な業務内 容
企画立案、関係者との協議調整、普及資料作成配布、展示資料等作成、資料展

示の実施、市町村への指導助言、出前講演の実施

工程表の撤回際箱楊 文化財の保存、活用、伝承 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要

埋蔵文化財に関する情報を発信し、普及活動を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事 業 内 ?iJ. 

普及資料の作成、配布 2， 453 0調査研究紀要(第8号)の刊行

(国ν2) 0県内の考古学情報を提供する観光リーフレットの刊行

(20， 000音E 3回/年)

0遺跡地図の改訂、配布

0普及パンフレットの刊行

発掘資料の展示、活用 9. 117 o r来てl見て!!さわって!!!とっとり発掘速報展Jの開催

(国112) (東・中・西部の3会場で巡回展示)

orとっとり発掘物語展」の開催

0埋蔵文化財センター古代まつりの開催

0出土品等の整理・復元

0写真資料のデジタルデータ化

0学校での歴史授業で活用できるホームページ用の素材の

作成及び出土品の復元等の実施

古代歴史への誘い事業 190 0文化財主事が県内や全国各地に出かけて出前講演を行い、

(国112) 鳥取県の歴史や文化のすばらしさを全国に情報発信する。.

0県内の遺跡をテーマにした著名な講師による講演会の開

催

合計 11. 760 

3 これまでの取組状況、改善点

-県民の方々に最新の考古学情報に触れていただくための刊行物の刊行、鳥取県の歴史や文化を

知っていただく展覧会や体験型のイベントの開催、文化財主事による出前講演を実施し、ほぼ

目標どおりの成果を上げている。特に体験型イベントである「古代まつり」は、来場者が多く

好評である。

-平成27年度の事業棚卸しを踏まえ、今後は、各学校の歴史授業への支援、県民向けの講演会、

動画を取り入れたホームページ等での遺跡情報の発信を強化する。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

6目 埋蔵文化財センター費

文化財課(内線:7932) 

(単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比 較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

埋蔵文化財専門職

員研修事業 313 421 6108 313 

トータルコスト 1. 093千円(前年度1.198千円) [正職員:O. 1人]

主な業務内容 企画立案、講師等との協議調整、研修会開催

工程表の施策目標銘欄 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

埋蔵文化財関係者等を対象とする専門研修、新採用・異動職員研修を実施する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事 業 内 ~ 

専門研修 313 -発掘調査に必要な専門的技術等の研修 (3日間)

基礎研修 -発掘調査に必要な基礎的技術等の研修 (2日間)

3 これまでの取組状況、改善点

毎年、専門職員研修3回 (1遺跡調査検討課程J• 1発招技術検討課程」・「遺物調査検討課程J)、

基礎研修l回を継続して行っており、特に市町村職員にとっては、県内の発掘・出土事例を知り、

高い技術を学ぶ貴重な機会となっている。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料
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比較 一旦一
国庫支出金

堂事直ー
その他
(諸収入1
967. 291 76， 538 

前年度
源

受託発掘調査事業
(山陰道「鳥取西

道監ヰ
トータルコスト
主な業務内容
工程表の施策目標(指標)

.事業内容の説明

111 事業の概要
一般国道9号 L鳥取西道路)改築に伴う埋蔵文化財発掘調査を、国土交通省からの委託を受けて実施する。

1， 043， 829 I 5， 151， 340 Iム4，107，511

1. 191. 991千円(前年度5，298， 875千円1[正職員:19. 0人非常勤職員:45. 0人]
調査計画の立案、発掘調査の実施、契約事務、関係機関との連絡調整
文化財の保存、活用、伝主主

2 事業内容
・鳥取西道路改築に伴う発掘調査は、 I期工区からE期工区に区分され、鳥取県教育文化財団、県埋蔵文
化財センター、鳥取市文化財団で分担して調査を実施している。

-平成28年度は、埋蔵文化財センターが2遺跡で現地調査を担当するほか、調査を終了した遺跡の
報告書を作成する。
(I期工区:鳥取 rc (インターチェング)~吉岡温泉 r C i 
1 1I期工区:吉岡温泉 rc~瑞穂 r C I 

lIII期工区:瑞穂 rc~青谷 r c ) 

事業実施機関 鳥取県教育文化財団 埋蔵文化財センター
調査遺跡名 (I . 1I期工区〕 (JlI期工区〕

調査終了 下坂本清合遺跡、乙亥正屋敷廻遺跡

報告書作成 (I . II期工住区〕 (JlI期工区〕
遺跡名 大橋遺跡、高牛輪谷遺跡、 下坂本清合遺跡、会下・郡家遺跡、

高住宮ノ谷遺跡、松原田中遺跡、 乙亥正大角遺跡、乙亥正屋敷廻遺跡、
金沢坂津口遺跡、常松大谷遺跡、 青谷横木遺跡
常松菅田遺跡、下坂本清合遺跡

所要経費 432，955千円 610，874千円
所要経費合計 _l_，_Q 4 3， 8 2旦杢円

※経費には、駐車場整備等の環境整備費及び廃土運搬処分費を含む。

， <進捗状況(鳥取西道路l>
OH27までに完了予定

786， OOOrri (98%) 
OH28調査予定

17， OOOrri (2%) 

3 これまでの取組状況、改善点
道路事業の円滑な推進のため、国土交通省等関係機関との調整を図り、平成25年度から 11月補正予

算で債務負担行為を設定し、 4月当初から発掘調査にかかるよう準備を進めるなど、平成20年度代の
鳥取西道路開通に向けて、計画的に作業を実施している。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款 教育費

6項社会教育費 文化財課(内線 :7932)
6目 埋蔵文化財センター費 (単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比較
目オ 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

受託発掘調査事業 (諸収入)
(中央病院建替整 252， 364 666， 268 ム413，904 252， 364 

備事業)

ト タルコスト 300，712千円(前年度714，411千円) [正職員:6. 2人非常勤職員:0人]
主な業務内容 調査計画の立案、発掘調査の実施、契約事務、関係機関との連絡調整

工程表の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

埋蔵文化財の保護と開発事業との円滑な調整を図るため、中央病院建替整備事業に先立ち、記録保存を
前提とした発掘調査を実施する。

2 事業内容
-調査遺跡 秋里遺跡(平面積 8， 178平米)
-所在地 鳥取市秋里
-遺跡の概要縄文時代~中世の集落跡等

-調査期間 平成27年度~平成29年度(報告書作成を含む)

-総経費 973， 558千円
うち平成28年度

252， 364千円

3 これまでの取組状況、改善点
平成28年7月までの現地発掘調査の完了に向けて、作業を進めている。

， 
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会 教育費

2白 文化財保護費

事 業 名 本年度 前 年 度 比 較
財

国庫支出金起債

[終了]祝!ニ徳山

-三朝温泉日本遺産 。 3， 293 ム3，293 

初認定記念事業

トータルコスト 。千円(前年度3，293千円) [正職員:一人]

主な業務内容

工程表の施策目標指欄

事業内容の説明

(終了理由)事業完了のため
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

に繋??李鵬l皇賞喜朗駅構欄験講犠特つつ-

41宇野55間協議室鎮静基本 構 想 案 を 審 議 す る

①基本的な考え方 1 
②役割と機能 〉①~③は平成27年度中に概成する予定である。
③必要な施設設備の規模と整備費 J
④立地条件及び立地場所
⑤整備手法
⑥運営手法と運営体制及び運営費

-義諸君恵編ZEすた音寺鶴自喜議室再選「建議季2事態ゑ?門的な立場から立

.委員数
基本構想検討委員
候補地評価等専門委員

.開催予定回数
基本構想検討委員会
候補地評価等専門委員会

1 5名
1 0名

3回
2回

(2 )県民フォーラムの開催
・美術館整備の在り方や基本構想の内容について、基本構想検討委員会の委員や有識者をパネラ
ーとしたフォーラムを開催する。
-開催時期:平成 28 年 4~5 月頃
.開催場所:未定

( 3 )県民意識調査の実施
-調査内容美術館整備について
-調査対象:住民基本台帳から、約 3，000名を抽出
.調査時期:平成 28年 4~5 月頃

(4 ) 

3 これまでの取組状況、改善点
・鳥取県美術館整備基本構想検討委員会を平成 27年7月に設置し、平成 28年 1月末まで委員
会を4回開催し、基本的な考え方、機能、設備及び立地条件等について議論した。

・基本構想の策定に当たっては、県民の合意を得ながら進める必要があることから、検討委員会
での検討状況について、観光・商工団体等と意見交換を行うとともに、広く県民の方々を対象
とした「新しい美術館の構想についての出前説明会」を開催し、御提案いただいた意見等を検
討委員会での議論に反映している。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

事業名

企画展開催費

本年度|前年度 l比較

90， 290 I 88， 500 

1 事業の概要
鳥取県の自然・歴史・美術分野の資料、作品、研究成果等や世界的・全国的に貴重な作品等に

ついて、企画展として広〈県民に紹介する。

2 
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亘， 290 
3 これ伎での取組状況、改善点

・入館者数全体では順調に進んでいるが、企画展の分野・内容により入館者数に差がある。
・企画展の内容については、平成26年度に開催した全企画展及び平成27年度に開催した2企画展
において、来館者の85%以上の方から「満足」、「大変満足」という高い評価をいただいている。

.今後の入館者の増につなげるため、
①県外の博物館、美術館と連携した巡回展、体験行事等を取り入れた企画展など、引き続き魅力

的な企画展の開催に努める。
②マスコミとの連携が可能な企画展については、実行委員会形式を取り入れて、広報面を強化す

ることにより、入館者数の増加を図る。
③広報範囲の拡充及び早い時期からの周知開始などの広報活動を強化する。

十

ι~

平成30年 l月13日-3月 4日
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

4目博物館費

事業名 本年度 前年度 比較
財

国庫支出金

博物館 (0857-26-8042)
(単位:千円)

源 内 訳
備考

起債 その他 一般財源

(使用料l
<255， 000> 2， 636 県費負担額

博物館運営費 346. 647 124， 100 222， 547 255，000 倒産収入l 86， 842 34 J， 842 
932 

(諸収入)

J， 237 
トータルコスト 373， 940千円(前年度:15J， 278千円)

[正職員:3. 5人、非常勤職員:7.4人、臨時的任用職員:0.3人]
主な業務内容 会計事務、物品管理、施設管理、関係機関との調整

工程表の政策目標償協 博物館機能の充実

事業内容の説明

事業の概要
利用者に快適な鑑賞環境を提供するために施設の維持管理を行い、来館者サービスの一層の

向上につながるよう、来館者等からの意見を聞きながら博物館を運営する。
本年度は、施設設備の老朽化対策のうち、速やかに対応すべきものに係る工事も実施する。

2 事業内容
(単位:千円)

区分 予算額 事業内容
管理運営費 333， 255 -非常勤職員(展示看視員・受付職員等)等の人件費

-各種設備等管理・保守等業務委託費

-博物館運営に係る光熱水費及び施設修繕費

-鳥取県博物館振興会(ミュージアムショップ)への補助

金

. (臨時)外壁等改修工事 (247，636千円)

. (臨時)自動制御設備改修工事 (8，170千円)

博物館協議会運 901 委員報酬等

営費

館内サーバ・収 3， 930 博物館資料を一般公開するためのデータベースの保守管理

蔵資料DB運用 等

費

広報等その他事 8， 561 -各種展示等広報及び企画展図録作成経費

業費 -博物館ホームページの運用経費

-図書資料購入費

合計 346， 647 

3 これまでの取組状況、改善点

-博物館が円滑に運営できるよう、来館者の応援、施設・設備の維持管理等を行っており、来館者の

要望等を聞きながらサービス向上に向けて取り組んでいる。

-館内で行っているアンケート調査では、博物館全体に対する満足度はかなり高く、好評を得ている。

(注)起債欄の上段< >書きは、交付税措置額を除いた金額である。

県費負担額は起債欄の< >書きの金額と一般財源の金額を加算したものである。

ー176-

「



平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

4目博物館費

事 業 名 本年度 前年度 比較
財

国庫支出金

博物館 (0857-26-8042)
(単位:千円)

源 内 訳
備考

起債 その他 一般財源

博物館交流事業 1， 531 1. 532 ムl 1. 531 

トータルコスト 3， 870千円(前年度:3， 862千円) [正職員:O. 3人]
主な業務内容 訪問、受入、資料交換、連絡調整

工程表の政策目標(指標) 博物館機能の充実

事業内容の説明

事業の概要

中国、韓国、ロシアの博物館(河北省博物館、国立春川博物館、アルセーニヱフ沿海地方図

立博物館)との交流や情報交換等を行う。

2 事業内容

中国河北省博物館、韓国江原道国立春川博物館、ロシアアルセーニエフ沿海地方国立博物

館と相互訪問を行うなどして、国際交流の進展を図る。

(単位:千円)

区分 予算額 事業内容

中国河北省博物館 481 01可北省博物館を訪問し、職員の相互派遣や学術研究等、

今後の交流について意見交換等を行う。

〔平成 10年6月友好交流館としで協定締結〕

韓国江原道国立春 277 0春川博物館の職員を受入れ、調査研究や情報交換等を行

川博物館 つ。

〔平成22年 12月友好交流及び協力に関する協定締結〕

〔平成23年 12月職員相互派遣に関する合意書締結〕

ロシアアルセ一一 773 。アルセーーエフ博物館を訪閉じ、今後の交流について意

ヱフ沿海地方国立 見交換等を行う。

博物館 〔平成22年9月友好交流及び協力に関する協定締結〕
ぷロミ 言f 1， 531 

3 これまでの取組状況、.改善点

-中国河北省博物館とは、 10年以上にわたって相互交流を行い、良好な関係を築いてきており、

鳥取県と河北省の友好交流の一端を担っている。

-韓国江原道国立春川博物館とは、平成22年度に「友好交流及び協力に関する協定」を締結し、

交流を再開して以来、職員の相互派遣を続けており、今後一層の交流促進が期待されている。

-ロシアアルセーニエフ沿海地方国立博物館とは、平成22年に「友好交流及び協力に関する協

定」を締結し、交流が始まったところであるが、以来、受入・派遣を重ねて良好な関係を築

いており、平成27年度には同館職員が久松小学校等でロシアの民話に関する講座を実施する

など、教育普及分野での交流が深まりつつある。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

4目 博 物 館費

博物館 (0857-26-8042)
(単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

信者収入)

収蔵資料管理事業 5， 781 5， 649 132 11 5，770 

トータルコスト 14， 359千円(前年度:14， 191千円) [正職員:J. 1人、非常勤職員:J. 0人]
主な業務内容 被害等調査業務、資料管理業務、害虫等の監視調査等

工程表の政策目標(指標) 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

事業の概要

博物館が収蔵している資料を害虫やカビ類などから守るための被害調査や防除対策を行う。

2 事業内容

(単位:千円)

区分 予算額 事業内容

専門的非常勤職員の配置 2， 663 「資料管理専門員J1名配置

防虫菌対策 J， 730 -真菌類の監視調査費

-害虫侵入防止等経費

-害虫菌類の監視調査費

殺虫菌対策 672 -害虫・カピ発生時の殺虫・殺菌経費

-寄贈資料等館内搬入時矯蒸経費

空気環境測定及び対策検 271 -収蔵庫内等ギ酸・酢酸・アンモニア等濃度測定

言サ 経費

-有害物質の発生源特定・対策検討経費

調査・検討等 445 講習会等への派遣

合 計 5， 781 

3 これまでの取組状況、改善点

-日常的な温湿度管理、害虫等の監視や侵入防止に努めるとともに、職員会員による定期的な

館内一斉清掃などにより、薬剤jのみに頼らずに博物館資料の保全環境の維持・向上を図って

いる。さらに平成26年度からは、資料や人体に影響を及ぼす空気汚染物質の測定にも取り組

んでいる。

-引き続き現在の取組の維持・充実に努めるとともに、さらに効果の高い取組や機器等を積極

的に導入して、収蔵資料を一層的確に保全・管理していく。
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10款教育費

6項社会教育費

4目博物館費

事業名

平成28年度一般会計当初予算説明資料

博物館 (0857-26-8042)
(単位:千円)

本年度 前年度 比較
目オ 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

(諸収入)

自然事業費 15，359 15， 136 223 22 15， 337 

トータルコスト 37， 973千円(前年度:37， 655千円) [正職員:2. 9人、非常勤職員:2.0人]

主な業務内容 自然に関する資料の収集、展示、保存、調査研究

工程表の政策目標(指標) 博物館機能の充実

事業内容の説明

事業の概要 、
自然部門(地学・生物・植物)の資料の収集・修復、調査研究及び常設展示を行うとともに、

資料収集・調査研究等を推進し、新たな知見や発見を分かりやすい形で展示等に反映する。

2 事業内容

区分 予算額 事業内容
(単位:千円?I 

資料収集研究費 14， 72 1 -自然資料(標本・剥製など)の収集、

製作、修復等

-自然事業および展覧会開催に関する調

査研究

常設展示費 638 常設展示室(地学・生物)の運営、維持

管理、展示更新

合計 15， 359 

3 これまでの取組状況、改善点

-新しく収集した資料及び調査研究の成果を常設展示の展示替えに反映させるとともに、移動博物館

等にも利用し、広く県民に紹介した。

-貴重な寄贈資料の整理及び調査を順調に進めており、引き続き、収蔵資料の整理と充実を図ってい

く。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

4目博物館費

事業名 本年度 前年度 比較
s:t 

園車支出金

博物館 (0857-26-8042)

(単位:千円)

源 内 訳
備考

起債 その他 一般財源

(諸収入)
人文事業費 27， 949 29，713 ムI.764 43 27， 906 

トータルコスト 58， 361千円(前年度:58，444千円)

[正職員:3. 9入、非常勤職員:4.0人、臨時的任用職員:O. 7人]
主な業務内容 考古・歴史・民俗に関する資料の収集、展示、保存、調査研究

工程去の政貫目標(指樹 博物館機能の充実

事業内容の説明
， 

1 事業の概要
人文部門(考古・歴史・民俗)の資料の収集・修復、調査研究及び常設展示を行うとともに、

藩政資料の整備、修復・情報発信を行う。

あわせて、資料収集・調査研究等を推進し、新たな知見や発見を分かりやすい形で展示等に
反映する。

2 事業内容
(単位:千円)

区分 予算額 事業内容

資料収集研究費 8， 658 -資料(考古・歴史・民俗)の収集、修復及

び企画展の調査研究

-j鳥取県に関わる貴重な歴史資料等の購入

常設展示費 2， 059 -常設展示室(歴史・民俗)の運営、総持

管理、展示更新等

-鳥取県の歴史・民俗を象徴する資料の複

製品の製作

-常設展示室の一部展示替及び普及事業等

で県内の歴史・民俗事象に関する最新の成

果・知見を紹介するための調査

議政資料活用事業費 17. 232 -池田家文書の補修、複本製作(第 2次16
ヶ年計画 (HI7"-'32)の12年目)

-池田家文書のデジタル画像を作成し、資

料保護と活用の利便性向上を図る。

-藩政資料の解読と研究を進め、郷土の歴

史教育や観光・地域振興に資する。 (5ヶ

年計画の 5年目)

合計 27， 949 

3 これまでの取組状況、改善点

資料の収集・保存や調査研究を推進して展示の充実を図っており、そうした対応を一層強化

して魅力ある展示や資料出版等を実施することにより、成果を県民に紹介・還元していく。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

度年
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l国庫支出金| 起債 |その他|一般財源

博物館 (0857-26-8042)
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トータルコスト

主主差童図査
工程表の政策目標(指標)
事業内容の説明

43. 546千円(前年度:42. 746千円) [正職員:2. 9人、非常勤職員 1.4人]
美術に関する資料の収集、展示、保存、調査研究

博物館機能の充渓

1 事業の概要
美術部門(絵蘭・彫刻・工芸・写真等)の資料の収集・修復、調査研究及び常設展示を行うととも

に、資料収集・調査研究等を推進し、新たな知見や発見を分かりゃすい形で展示等に反映する。

-郷土の美術作家に関する調査研究

・保存、展示のための資料修復

・画廊、作家遺族、作家等からの情報収集及び資料収
集

3 これまでの耳対且状況、改善点

・近年の来館者のニーズを踏まえつつ、新たな視点を加えた展示等を企画・実施しており、平成27年
度の夏休みの子ども向け展示では、新しい試みとして「高校生キュレーター(学芸員)Jを公募し、

館の学芸員と一緒になってーから展覧会を作り上げていくプロジェクトを実施した。

-引き続き、資料収集・調査研究等を推進し、県民に新たな知見や発見を提供するためにより効果的

な展示等を実施する。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

4目 博物館費

事業名 本年度

博物館普及事業費 11， 338 

前年度 比較

10， 344 994 

博物館 (0857-26-8042)
(単位:千円)

財 源 内 訳
備考

国庫支出金 起債 その他 一般財源

儲収入l
10 11， 328 

トータjレコスト 35， 512千円(前年度:34，416千円)[正職員:3. 1人、非常勤職員・1.0人]
主な業務内容 生涯学習支援、学校教育支援、情報発信

工程衰の政策目標(指標) 生涯学習の推進、博物館機能の充実

事業内容の説明

事業の概要

県民の生涯学習や学校教育を支援するために、各種の講座や体験学習会、移動博物館などを実施

するとともに、博物館の活動、研究成果、利用方法などについて広く情報を発信する。

2 事業内容

(単位:千円)

区分 予算額 事業内容

(1 )生涯学習支援 5，050 -資料作品などを活用した「講座J、「観察会等jの開催

• 1:移動博物虫富J、「移動美術館」の開催

( 2)学校教育支援 3， 307 -学芸員の派遣や資料の貸出し

-児童・生徒・教員向け講座等の開催

-著名な科学者等による講演会の開催

-教職員向け博物館利用促進講座等(教員のための博物館

の日)の開催

-学校訪問による利用一一ズの把握・講座改善への反映

( 3)情報発信 2， 981 -非常勤職員(1名)の雇用

-広報の拡充(ホームページ更新・掲載情報の充実、ソー

シャルネットワークサービス活用等広報媒体の拡大検

討)

. 1鳥取県立博物館ニュース」の発行

. 1)鳥取県立博物館研究報告」の発行

. 1鳥取県立博物館総合案内」の発行

合計 11， 338 

3 これまでの取組状況、改善点

• r学校の先生向け議周到等に加え、平成26年度より「教員のための博物館の日」を開催している。そ

のf也、自然・人文・美術の各分野において、各学芸員の専門性や県民の要望を踏まえつつ、低年齢層

から高齢者までを対象とした、より効果的な教育普及講座を編成・実施している。

-普及活動への参加者増に向けた広報を強化するため、広報戦略の立案及び広報範囲の検討を進めて

いるところである。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

4目 博物館費

博物館 (0857-26-8042)

(単位千円)

事業名 本年度 前年度 比較
~t 源 内訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

鳥取藩絵師粉本
1， 941 J， 932 9 J， 941 

類修復事業

トータルコスト 3曾 501千円(前年度:3，485千円) [正職員:O. 2人]
主な業務内容 鳥取藩絵師の粉本類資料の修復

工程表の政策目標日時) 博物館機能の充実

事業内容の説明

事業の概要

鳥取藩絵師の小畑稲升、黒田稲皐、沖ー峨の門人らを中心とする粉本類資料の修復を4か年計画

で行い、今後の展示に活用する。 (4か年計画の2年次回)

2 事業内容

以下の資料について、紙継ぎ部分の補修及び資料に強度を持たせるための本紙への裏打ちを施す。

各鳥取輯会師の作品数

作品区分 件数 枚数

小畑稲升粉本類 77件 85枚
黒田稲皐粉本類 46件 369枚
沖ー峨門人粉本類 45f半 190枚

3 これまでの取組状況、改善点

修復が完了した作品は随時常設展示等で紹介し活用しており、持富者から好評をいただいている。
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7款商工費

3項観光費

l目観光費

事業名

平成 28年度一般会計当初予算説明資料

本年度 前年度

教育委員会博物館 (0857-26-8042)

→事業実施:山陰海岸ジオパーク海と大地の自然館

(単位:千円)

比較
日オ 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

山陰海岸ジオパーク
(使用料)

(22， 761) (20， 963) (1， 798) (99) (22， 481) 
海と大地の自然館運

(諸収入)
営費

(181) 

トータルコスト (29， 779千円(前年度:27， 952千円) [正職員:0.9人、非常勤職員:1. 0人])
主な業務内容 会計事務、物品管理、施設管理、関係機関との調整

工程衰の政策目標(指標) 山陰海岸ジオパータの拠点施設としての機能の充実

事業内容の説明

事業の概要

山陰海岸ジオパーク海と大地の自然館(平成27年度末までは「山陰海岸学習館J)の管理運営

に要する経費である。

2 事業内容 i (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

職員人件費 11， 034 -非常勤専門員 2名

-非常勤職員(事務) 1名

-立体映像上映看視員 2名

施設・設備維持管理費 7， 914 -施設維持管理経費

館内清掃委託、機械警備委託等

-設備維持管理経費

消防用設備保守点検委託、自動ドア保守点検委託等

標準事務費 3. 813 光熱水費、消耗品購入費、職員旅費等

合計 22， 761 

3 これまでの取組状況、改善点

-平成22年4月の新装開館後の来館者数、小中学校を含む団体利用、学芸員派遣の要請数などから判

断して、山陰海岸ジオパークの拠点施設として一定の成果が得られていると考えている。

-平成26年3月に「山陰海岸学習館の在り方策定検討委員会Jから教育長へ山陰海岸学習館に求めら

れる役割等の提言を受けたととに基づき、平成27年3月に「山陰海岸学習館の機能充実に向けた対

策基本計画」を策定しており、当該計画に則って、順次新たな対策を導入・推進しているところで

ある。
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7款商工費

3項観光資

l目観光費

事業名

平成 28年度一般会計当初予算説明資料

本年度 前年度

教育委員会博物館 (0857-26-8042)

→事業実施・山陰海岸ジオパ-7海と大地の自然館

(単位:千円)

比較
~1 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

山陰海岸ジオパーク

海と大地の自然館事 (8， 398) (14， 155) (ム5，757) (8， 398) 
業費

トータルコスト (21. 655千円(前年度:27， 356千円) [正職員:1.7人、非常勤職員:3. 6人])
主な業務内容 山陰海岸ジオパークに関する資料の収集、展示、保存、調査研究

工程表の政策目標(指標) 山陰海岸ジオパークの拠点施設としての機能の充実

事業内容の説明

1 事業の概要

山陰海岸ジオパークの拠点施設として、その魅力をより多くの人に知っていただくため、対

象地域内の資料収集や調査研究を行い山陰海岸ジオパーク海と大地の自然館内の展示を充実さ

せるとともに、教育普及を図るため魅力的な講座を開催する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

資料収集研究費 3， 060 -ジオパ クの地形地質及び調査研究の

充実

-潜水調査等の諸費用

展示資料等の充実費 3， 324 -立体映像の上映

， (臨時)展示水槽の更新

教育普及・講座開催費 2， 014 -野外観察会及び自然講座の開催

-山陰海岸ジオパークに関する学習会や

講演会の講師派遣

合計 8， 398 

3 これまでの取組状況、改善点

-平成22年4月の新装開館後の来館者数、小中学校を含む団体利用、学芸員派遣の要請数などから判

断して、山陰海岸ジオパークの拠点施設として一定の成果が得られていると考えている。

-平成26年3月に「山陰海岸学習館の在り方策定検討委員会Jから教育長へ山陰海岸学習館に求めら

れる役割等の提言を受けたことに基づき、平成27年3月に「山陰海岸学習館の機能充実に向けた対

策基本計画Jを策定しており、当該計画に則って、順次新たな対策を導入・推進しているところで

ある。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

2自 学校体育振興費

事 業 名 本 年 度 前 年 度 比較
財

国庫支出金

体育保健課(内線 :7922)

(単位.千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

(新)とっとり元気キ

ッズ幼保小連携推進 1， 185 。1， 185 1， 185 
モデル事業

トータノレコスト 4，304千円(前年度 0千円) [正職員:0.4人]

主な業務内容 事業説明、学校、委託先との打ち合わせ

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進

事業肉容の説明

1 事業の概要、

幼児期から小学校低学年まで、の豊かな運動経験がその後の運動への意欲につながっていてこと

から、この時期の運動機会の充実を図るための取組を実施する。

*幼保小連携推進モデル事業(小中学校課)との連携事業として実施する。

2 事業内容 (単位.千円)

区分 予算額 事業内容

「体づくりコーディ 1， 132 モデル指定地域(1地域)に「体づくりコーディネー

ネーター」の派遣 タ-Jを派遣する。 (小学校及び幼稚園等)

-小学校低学年の体育学習についての工夫改善等を
1Tフh 。

P 

-幼稚園、保育園等では保育担当者と共に運動・遊び

指導を行い、指導者の指導力の向上と幼児の運動意

欲の向上を図る。

[NPO法人へ委託して実施]

幼児教育運動遊び実 53 -小学校教員、保育士等を対象とした講習会を実施す

技指導者講習会 る。

-小学校教員と保育士の意見交換の機会を設定し、幼

児期の運動についての共通認識を図る。

ぷ口入 計 1， 185 

上記の他、指導主事による学校訪問による低学年の体育授業の指導助国を実施する。

また、幼児期の運動プログラムを作成し県内への普及を行う。 (小中学校課)

3 これまでの取組状況、改善点

. H26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果では小学校入学前に運動が好きだったと回

答した鳥取県小学校5年男女の割合が全国と比較して低い状況であった。

(男子:全国 45位、女子.同 47位)

. H25年度から日27年度まで、幼児期の運動遊びについて、指導者の実技講習会を実施した。

(年3回実施。 1回につき 100人程度の保育士等が受講)

. H28年度は、小学校低学年の指導者を主な対象として講習会を開催するとともに、幼児期から

小学校低学年までの豊かな運動経験を確保する取組を進めていく。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体 育費

1目 保健体育総務費

事 業 名 本年度 前年 度 比較
st 

国庫支出金

体育保健課(内線 :7527)

(単位:千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

児童生徒の感染症等
394 394 。 394 

疾患対策事業

トータルコスト 5，073千円(前年度 5，053千円) [正職員:O. 6人]

主な業務内容 研修会の開催、マニュアルの啓発

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明

1 事業の概要

食物アレルギ一等のアレルギー疾患、新型インフルエンザ、麻しん等の児童生徒に係る現代的

健康課題に対応するための研修会等を実施する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

学校における感染症 293 新型インフルエンザ、麻しん等の感染症について、学

-疾患等対策研修会 校で未然に流行を防ぎ、発生時に適切な対応を行うた

め、また、学校生活を送る上で管理が必要な食物アレ

ルギ一、心臓疾患、腎臓疾患等の児童生徒について、

学校で適切な対応を行うための研修会を実施する。

(年 l回)

感染症情報収集シス 82 平成 21年度に各学校等に導入した、国の感染症情報

テムフォローアップ 収集システムについて、入力作業等の研修を行い、危

研修会 機管理体制の充実を図る。

鳥取県学校結核対策 19 学校における結核検診の実施状況や結果を把握し、精

委員会 密検査対象の児童生徒への対応及び関係機関との連

携による学校の結核管理方針を検討する。

(必要時)

合計 394 

3 これまでの取組状況、改善点

-学校における感染症・疾患等対策研修会について、専門機関等から講師を招き、感染症の動向や

児童生徒の体格、関係機関との連携等について研修し、充実を図っている。

-県が導入して 7年となる感染症情報収集システムについて、入力技能を向上させるため、研修

会を開催している。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育 費

l目 保健体育総務費

事 業 名 本年度 前 年 度 比較
財

国庫支出金

体育保健課(内線 :7527)
(単位:千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

心や性の健康問題対
2. 903 2.870 33 984 1. 919 

策事業

トータルコスト 13. 040千円(前年度 12.965千円) [正職員:1.3人]

主な業務内容 協議会・研修会の開催、各学校との調整、謝金等の支払

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明

事業の概要

心や性の健康問題について、研修会を通して教職員の指導力向上に努めるとともに、学校への

支援として、教育や相談をより効果的に進めるために医師や助産師等の専門家を派遣し、指導体

市jの充実を図る。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

心や性の健康問題対 177 心や性の健康問題対策事業の円滑な実施及び心や性

策協議会 の健康教育の推進について協議する。(国委託 10/10)
教 性教育指導実践 320 学校における性教育の充実のため、性教育の県外研修

職 研修会 に希望する教職員を派遣し、指導力の向上を図る。

員 (国委託 10/10、県)

の 性に関する指導 182 性に関する専門的な研修を実施し、学校の組織的、体

t旨 研修会 系的な指導体制の充実と教職員の指導力向上を図る。

導 (国委託 10/10)
カ 薬物乱用防止教 162 薬物乱用防止に関する専門的な研修を実施し、学校の

向 育研修会 組織的かつ体系的な指導体制の充実と教職員の指導

上 カ向上を図る。 (国委託 10/10)
スクールヘルス 910 経験の浅い養護教諭に対して、退職養護教諭を派遣

リーダ一派遣事 し、子どもたちが抱える現代的健康課題に適切に対

業 処できるよう、指導助言を行う。 (国 1/3、県 2/3)
県立学校への支援(専 1. 152 専門家を支援者として派遣し、児童生徒への講話や教

門家派遣) 職員への助言を行うことで、より効果的な指導体制の

充実を図る。

合計 2. 903 

3 これまでの取組状況、改善点

-性に関する指導の充実への取組が各学校で充実しつつあるが、今後も継続した支援は必要であ

る。

-スクールヘルスリーダ一派遣により、経験の浅い養護教諭に対する支援ができ、多様化する児

童生徒の健康問題への対応や職務の遂行に役立つている。

-専門家派遣(県立学校)により各学校の健康課題に応じた支援ができている。
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ベ

平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

1目 保健体育総務費

事 業 名 本年度 前年度 比較
財

国庫支出金

体育保健課(内線:7527) 

(単位・千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

学校安全対策事業 4，326 5，468 ム1;142 3，511 815 

トータノレコスト 8，225千円(前年度 9，351千円) [正職員・ O.5人]

主な業務内容 委託契約、補助金交付、国・市町村との調整、協議会や研修会の開催

工程表の政策目標(指標)安全・安心な教育環境の整備

事業内容の説明

1 事業の概要

児童生徒が安全で安心に生活するために、学校の安全教育・安全管理及び学校・家庭・地域が

連携した地域ぐるみの学校安全体制の充実を図る。

2 事業内容 (単位.千円)

区分 予算額 事業内容

学校における安全教 3，376 0防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援事

育推進事業 業(国委託 10/10)
自然災害や交通事故、不審者等への対応について、

モデ‘ル地域を指定し、その取組の成果検証・普及を

行うことにより、学校の安全教育・安全管理の充実

を図る。

0学校における防災教育研修会の開催

防災教育の効果的な進め方について専門的な研修

会を開催し、防災教育の推進を図る。

学校・家庭・地域連携 950 0地域ぐるみの学校安全体制の整備

学校安全体制推進事 (園、県、市町村各1/3)
業 スクールガード・リーダーの巡回指導・助言や学校

安全ボランティア等による子どもの見守り活動を

実施する市町村に対して支援する。

0学校安全(生活安全・交通安全)研修会

近年多発している事件・事故への対応や危機管理、

交通安全等に関して、学校における安全教育・安全

管理の充実と教職員の安全意識の高揚を図るため、

専門的な研修会を開催する。

合計 4，326 

3 これまでの取組状況、改善点

-防災教育のモデル地域を指定し、取組の検証・普及を行うことにより、実践的な防災教育の充

実を図った。

-自然災害に加え、新たに交通事故、不審者等への対応についての取組を実施し、学校における

総合的な安全教育の充実を図った。

-全国各地で発生した通学路での交通事故を受け、通学路の安全対策を県関係課や市町村等と連

携して引き続き行っていく。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

1目 保健体育総務費

事 業 名 本年度 前 年 度 比較
財

国庫支出金

体育保健課(内線:7 5 2 7) 

(単位:千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

学校保健教育指導費 100，342 100，472 ム130 30 
{諸収入)

75，300 
25，012 

トータルコスト 110，479千円(前年度 110，567千円) [正職員:1.3人]

主な業務内容 健康診断手数料等の令違、日本スポーツ振興センター・各県立学校との調整

工程表の政策目標(指標)安全・安心な教育漂境の整備、健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明

1 事業の概要

県立学校の児童生徒の健康の保持増進を図るため健康診断等を実施するとともに、学校管理下

における児童生徒の災害に対する医療費等の災害共済給付金の支給を行う。

2 事業内容 (単位.千円)

区分 予算額 事業内容

災害共済給付事務 81，600 県立学校管理下における児童・生徒の災害に対して、

医療費又は見舞金の災害給付を行う。

く給付契約事務>

学校の設置者である県が独立行政法人日本スポ}

ツ振興センターに対して、給付契約に係る共済掛金

を支払う。 (23，600千円)

く給付金支給事務>

日本スポーツ振興センターから支給された災害共

済給付金を該当学校へ給付する。 (58，000千円)

鳥取県学校保健会補 350 県内の学校保健の向上・発展に寄与する活動を行う県

助金 学校保健会に助成を行う。

(臨時)中園地区学校 250 平成 28年度に本県において開催される大会の経費の

保健研究協議大会へ 一部を助成する。

の助成

要保護、準要保護児童 150 学校保健安全法に基づき、要保護、準要保護児童生徒

生徒医療費 の疾病の治療のために要した医療費について必要な

援助を行う。

く要保護>

生活保護受給者及び生活保護を必要とする者

医療費の負担割合(国庫1/2、県費1/2)

く準要保護>

要保護者に準ずる程度と教育委員会が認めた者

医療費の負担割合

児童生徒の健康診断 17，992 県立学校が実施する児童生徒の健康診断に要する費

手数料等 用及び事務的経費

合計 100，342 

3 これまでの取組状況、改善京

学校管理下における児童生徒の災害給付制度への加入、医療費等の災害共済給付金の請求及び

給付事務を行うとともに、学校における児童生徒等の健康の保持増進等を図っている。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

1目 保健体育総務費

体青保健課(内線:7527) 

(単位:千円)

事 業 名 本 年 度 前 年度 比較
財 源 内訳

備考
国庫支出金 起債 その他一般財源

学校における食育推
616 616 。 616 

進事業

トータノレコスト 5，295千円(前年度 8，381千円) [正職員・ 0.6人]

主な業務内容 国・市町村との調整、委託契約

工程表の政策目標(指標) 健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明
1 事業の概要

食育を推進するため、食育を進める市町村教委の取組を支援するとともに児童・生徒等への指

導用教材の作成や食に関する専門家を学校に派遣する。
2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

食育指導用教材等の 350 学校給食の時間等を活用し、栄養教諭等が児童生徒に

作成 効果的な食の指導をするための指導用教材や地産地
消等についてのパンフレットを作成する。

食でめざせ 3(体・学・ 96 県立学校に講師等の支援者を派遣し、食に関する学習
気)カアップ支援事業 や活動、講演会を実施する。

県産品利用(地産地 170 学校給食調理場、 JA、漁協等の関係者と連携し、県

消)の推進 産品利用を推進するための会議を開催する。また、地
場産物を活用した調理講習会を開催する。

合計 616 

3 」れまでの取組状況、改善点

-栄養教諭を中心として食育の推進に取り組んできている。

-学校給食における県内産食材使用率(平成26年度) : 7 3 % (前年度比+2%)

学校給食指導費 649 629 20 649 

ト}タノレコスト 5，328千円(前年度 5，288千円) [正職員・ 0.6人]

主な業務内容 市町村との調整、研修会の開催

工程表の政策目標(指標) 安全・安心な教育環境の整備、健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明

1 事業の概要

学校給食における衛生管理の充実と食中毒防止に努めるため、衛生管理に関する指導や研修会

等を開催するとともに、栄養教諭や学校栄養職員の資質や専門的な指導力の向上を図るための研

修を実施する。

2 事業内容 (単位.千円)

区 分 予算額 事業内容

学校給食指導 553 学校給食調理場等に出向き衛生管理の徹底が図られ

るよう指導するとともに講習会を開催する。

栄養教諭・学校栄養職 96 栄養教諭等の資質向上や専門的指導力の向上を図る

員研修 ため研修を実施する。

合計 649 

3 これまでの取組状況、改善点

安全安心な学校給食のため、衛生管理の徹底を目的として、継続的に研修会を開催している。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育 費

l目 保健体育総務費

事 業 名 本 年 度 前年度 比較
M 

国庫支出金

体育保健課(内線 :7527)
(単位:千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

県立学校給食費 120， 896 118，186 2， 710 120， 896 

トータルコスト 133，373千円(前年度 130，610千円) [正職員:1.6人]

主な業務内容 各県立学校との調整、委託契約

工程表の政策目標(指標)安全・安心な教育環境の整備

事業内容の説明

事業の概要

県立学校の学校給食運営を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

特別支援学校給食委託 105，299 県立特別支援学校の給食実施に係る調理委託。

夜間定時制高校夜食費 600 夜間定時制高等学校に通学する生徒のうち、支給条

件に該当する生徒に対して夜食(パン、牛乳)を提

供する。

その他経費 14， 997 給食に携わる職員の衛生検査に係る手数料、食堂、

配膳室等の消耗品費、光熱水費、修繕費、給食残菜

処理委託料、備品整備等

合計 120， 896 

3 これまでの取組状況、改善点

-県立特別支援学校の学校給食の調理業務を民開業者に委託し実施している。

-給食の実施にあたっては、学校給食衛生管理基準に基づく給食従事者の職員健康診断の実施な

どにより、安全安心な学校給食を提供している。

ー192-



平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

2目 学校体育振興費

事 業 名 本 年 度 前年度 比較
財

国車支出金

体育保健課(内線:7522) 

(単位・千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

学校関係体育大会推
35，249 35， 128 121 35，249 

進費

トータノレコスト 36， 809千円(前年度 36，681千円) [正職員:0.2人]

主な業務内容 申請書の審査、補助金交付、確定検査

工程表の政策目標(指標) フイフスァージに応じた運動、スポーツ活動の充実

事業内容の説明

1 事業の概要

各種学校体育連盟が主催する全県規模の体育大会等の開催及び全国・中国大会への生徒の参加

を支援する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

県小学校体育連盟 420 -県小学校運動記録会開催事業 420 

県中学校体育連腹 2，560 -県中学校総合体育大会開催事業 400 

-中国中学校体育大会開催事業 560 

-全国・中国中学校体育大会派遣事業 1， 600 
県両等学校体育連盟 32，269 -県高等学校総合体育大会開催事業 900 

-中国フeロック高等学校体育大会開催事業 1，260 
-全国高等学校総合体育大会派遣事業 30， 109 

合計 35，249 

3 これまでの取組状況、改善点

小・中・高等学校の各体育連盟に対し、児童生徒の日頃の練習の成果を発揮する重要な大会の

開催費や派遣費を支援することにより、児童生徒のスポーツ活動の振興に寄与している。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

2目 学校体育振興費

事 業 名 本年度 前年度 比較
~t 

国庫支出金

体育保健課(内線 :7923)

(単位:千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

子どもの体力向上推
4， 244 L 797 2，447 2， 672 L 572 

進プロジェクト事業

トータルコスト 10， 482千円(前年度 14，998千円) [正職員:0.8人]

主な業務内容 体力向上推進モデル校実践、子どもの体力向上支援委員会の開催

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進、フイフスァージに応じた運動、スポーツ活動

の充実

事業内容の説明

1 事業の概要

子どもの体力・運動能力が低下、二極化の傾向にある鳥取県の課題を解決し、運動の習慣化及

び体力の向上を図るため、学校や地域における支援を行うとともに、その成果を県内に普及し、

学校、地域での体力向上の取組を推進する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

(新)とっとり元気キ 2， 672 運動実施時間の一極化へ対応するため、運動時間の少

ッズ体力向上モデル ない児童生徒に対して運動に親しませるための効果

事業(国委託 10/10) 的な方法について、モデル校を指定して実践研究を行

う。

!A. 体力・運動能力調 174 県内公立小、中、高等学校で体力・運動能力調査(新

童 査の実施 体力テスト)を実施する。

生 体力・運動能力調 245 各学校で調査結果の集計や分析を行うことの出来る

徒 査集計ソフト保 システムを活用し、調査結果を体力向上の取り組みに

の 守・管理 活かす。

体 子どもの体力向 170 県が行う体力向上推進のための取組今の助言や提案、

カ 上支援委員会の 体力・運動能力調査結果の考察を行う。

向 開催

上 トップアスリー 638 本県ゆかりのトップアスリートを人材バンクとして
支 ト派遣事業 登録し、希望する学校等へ派遣する。
援 遊びの王様ラン 345 HPよの「遊びの王様フンキング」サイトを運営し、
事 キングの実施 運動機会の提供を行い、子どもたちの運動意欲等の向
業 上を図る。

合計 4， 244 

3 これまでの取組状況、改善点

-体力・運動能力集計システムにより、県内全児童生徒の情報の集計・分析が可能となり、各

学校や市町村に迅速に情報を提供することができた。

-鳥取県子どもの体力向上支援委員会を年 3回開催し、体力向上等のための取組の検討等を行

った。

-今後は、地域人材を学校に派遣するなどして、体力向上の新たな取組を進めていく。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

2自 学校体育振興費

事 業 名 本年度 前年度 比較
財

国庫支出金

体育保健課(内線 :7922)

(単位・千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

学校体育充実事業 2， 930 2， 773 157 1，265 1，665 

トータルコスト 11，508千円(前年度 11，315千円) [正職員 1.1人]

主な業務内容 講習会の開催、学校訪問、研修会への派遣、市町村との調整、委託契約

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進、フイフスァージに応じた運動、スポーツ活動

の充実

事業内容の説明

事業の概要

体育・保健体育における新学習指導要領に治った学習の円滑な実施に向け、研修会の実施、教

員の研修会派遣等を行い、体育担当教員の指導力向上に取り組み、体育・保健体育学習の更なる

充実を図る。

また、外部指導者を派遣して安全面に配慮した武道学習の定着を図る。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

学校体育実技講習会 165 教員の指導力向上を図るため、研修会を実施する。

中央研修会等への派 800 各学校への指導・助言を行う指導者等を育成するた

遺 め、先進的事例を習得できる中央研修会等へ教員を派

遣する。

武道外部指導者派遣 1，142 中学校の武道(柔道、剣道、相撲)の授業における事

(国委託 10/10、 故の未然防止や学習の進め方の指導など教員の指導

単県) カ向上を図るため、武道の外部指導者を派遣する。

武道指導推進委員会 123 武道学習における外部指導者の効果的な活用につい

開催(国委託 10/10) て検討する。

学校体育運営指導 700 指導主事が各学校や研究会において指導助百を行う。

合計 2， 930 

3 これまでの取組状況、改善点

-学校体育実技講習会について、各領域とも実技のみではなく講義を行うことにより、指導要領

の内容等を伝えている。

-外部指導者の派遣により、事業実施校において充実した武道学習が行われており、今後その成

果を県内に広めていく。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

2自 学校体育振興費

事 業 名 本年度 前 年 度 比較
財

国庫支出金

体育保健課(内線 :7923)

(単位:千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

運動部活動推進事業 26，657 28，838 ム2，181 13，826 
(基金器入金)

831 
12，000 

トータルコスト 29， 776千円(前年度 31，944千円) [正職員:0.4人]

主な業務内容 講習会の開催、学校訪問、研修会への派遣、市町村との調整、委託契約

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明 [ r鳥取県こども未来基金」充当事業]

1 事業の概要

中学校及び県立学校の運動部活動に地域のスポーツ指導者を派遣し、部活動及び指導体制の充

実を図るとともに、研修会を開催して運動部活動に関わる指導者の資質向上を図る。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

外部指導者活用事業 20，057 専門的指導カを有する顧問がいない場合やより高い

専門的指導を必要とする運動部に対して、地域で活動

する有能な人材を外部指導者として派遣し、運動部活

動の充実を図る。

対象校.県立学校、鳥取大学附属中学校(単県)

市町村立中学校(国委託 10/10)

外部指導者補助金 517 市町村が独自に外部指導者を配置する場合、その経費

の1/2を補助する。対象校:市町村立中学校

運動部活動推進委員 259 運動部活動推進委員会において、運動部活動指導者を

dコhズ 活用した指導体制の充実のためのより効果的な活用

方法及び取組例の普及方法等を検討する。

(国委託 10/10)

高等学校運動部活動 5，273 「お家芸」に認定された運動部活動へスポーツ医科学

「お家芸関連事業」 で先見的な知見を有する指導者やトップアスリート

等を派遣する。 (国委託 10/10)

その他経費 551 運動部活動指導者サミットへの派遣等

(国委託 10/10)

合計 26，657 

3 これまでの取組状況、改善点

-中学校・高等学校入外部指導者を派遣し、運動部活動の指導体制を充実させるとともに、教職

員の負担軽減を図っている。

-運動部活動推進委員会を設置し、指導体制の充実について検討を行つでいる。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

2目 学校体育振興費

事 業 名 本年度 前年度 比 較
目才

国庫支出金

体育保健課(内線 :7522)
(単位:千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

平成 28年度全国高
(基金献金)

2. 658 等学校総合体育大会 96. 572 21. 169 75.403 3. 969 89. 941 
開催・特別強化事業

(諸収入)

4 
トータルコスト 102.811千円(前年度 27.381千円) [正職員:0.8人、臨時職員 O.5人]

主な業務内容 鳥取県実行委員会設置、開催準備、各関係団体との調整、補助金の執行

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進、 トップアスリートの育成

事業内容の説明 【「鳥取県こども未来基金J充当事業]

1 事業の概要

平成28年度全国高等学校総合体育大会の開催に向けて、本県で実施する4競技(相撲、ホッ

ケ一、自転車(トラック)、弓道)の実行委員会を設置し、開催準備及び運営を行う。

また、本県開催4競技について、 『日本一』を目標に年次的に競技力向上を図る。

【会場及び開催期間]

中目 撲:鳥取市 (8/3~8/5)

ホッケー:鳥取市・八頭町 (7/29~8/3)

自転車:倉吉市 (7/2 8~7 /31) 
弓 道:米子市 (8/3~8/6)

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

鳥取県実行委員会負担金 21. 102 実行委員会を設置し、開催準備及び運営を行

つ。

会場地実行委員会負担金 2. 358 4競技に係る会場地実行委員会への負担金

相撲競技開催費補助金 19.679 [各競技の開催に係る経費]

ホッケー競技開催費補助金 18. 252 諸謝金(医師、看護師)、報償費(メダル等)

旅費、消耗品、印刷製本費(プログラム等)
自転車競技開催費補助金 13.745 使用料(競技用具借上費、会場費等)
弓道競技開催費補助金 17. 667 会場設営費等(一部国庫補助)

選手強化費 2. 658 平成 26年度から平成 28年度の 3ヵ年計画で、

対象となる 4競技に対して県外強化合宿等に

要する経費を支援する。

対象人数:91名 (4競技計)

事業主体:高等学校体育連盟専門部

その他経費 1. 111 臨時的任用職員の配置 (6月)に要する経費

i'i 計 96. 572 

3 これまでの取組状況、改善点

-平成 26年度に鳥取県準備委員会を設立、平成 27年度に鳥取県実行委員会及び開催市町におい

て会場地実行委員会を設立し、準備を進めてきた。

-平成 28年7月の大会開催に向け、会場地市町と連携し、引き続き開催準備を進めていく。

-各競技ごとに県外への遠征や l年生大会を開催するなど、平成 28年度全国高等学校総合体育大

会で優秀な成績を収めるための技術力の向上と経験を積む育成を行っている。

-平成 28年度の大会に向け、選手強化と試合経験の向上の取組を引き続き行う。
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平成28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

4目 スポーツ振興費

事 業 名 本年度 前 年 度 比較
財

国庫支出金

体育保健課(内線:7922) 
(単位:千円)

源 内訳
備考

起債 その他一般財源

魅力あるスポーツ活
3.4851 ' 3.545 ム60

(諸収入)
3. 475 

動推進事業 10 
トータルコスト 7.384千円(前年度 7.428千円) [正職員:0.5入、非常勤職員:1.0人]

主な業務内容 研修会の開催

工程表の政策目標(指標)フイフスァージに応じた運動、スポーツ活動の充実

事業内容の説明

事業の概要

体罰の根絡をはじめとするスポーツ活動の適正化やスポーツ活動における指導及び運営の充実

並びに「子どものスポーツ活動ガイドラインJ (平成何年3月策定)の周知を図るため、部活動

の顧問や小学生スポーツをはじめ、広く県内の指導者を対象とした研修会を開催する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

魅力あるスポーツ活 974 スポ ツ活動の適正化に関する研修会を開催する。

動推進事業 -開催時期: 5 月 ~12 月に 4 回開催

-対象者:小学生スポーツ指導者、中学校・高等学

校運動部活動顧問、外部指導者、スポー

ツ推進委員、保護者等

-内 容:講演、参加・体験型の講習会

その他経費 2. 511 非常勤職員 1名配置
d口b、 言十 3.485 

3 これまでの取組状況、改善点

-研修会において、子どものスポーツ活動ガイドラインの概要説明等を行ってきており、研修内

容を踏まえ、指導方法を見直す指導者も増えてきている。

-今後も研修会を継続し、さらなる周知を図っていく。
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平成 28年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体 育費

1目 保健体育総務費

体育保健課(内線・ 752 7) 

(単位:千円)

事 業 名 本 年 度 前年 度 比較
財源内訳

備考
国庫支出金起債その他一般財源

[終了]いじめの芽

をつむ心のケア支援 。 1，260 ム1，260
事業

ト」タノレコスト 日千円(前年度 2，813千円) [正職員:一人]

主な業務内容 学校と県医師会、臨床心理士会との調整

工程表の政策目標(指標)豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

(終了の理由)

いじめ・不登校総合対策センターが実施する「子どもの悩みサポートチーム支援事業(いじめ防

止対策推進事業)Jの一部として実施することとしたため。

10款教育費

7項保健体育費

4目 スポーツ振興費
。

J
u

一、J
上
一
円

η
L

一
日
一
千

Ru--
-
-

ヴ'-
'

t
一
ム
リ

L

L
イ

線
一
伸

E
 

事 業 名 本年度 前年度 比較
財 源 内 訳

備 考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

[終了]県立八頭高

等学校ホッケ一場人 。187，902 ム187，90，2
工芝更新事業

トータノレコスト 0千円(前年度 188，679千円) [正職員.一人]

主な業務内容 関係機関との連絡調整

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明

(終了の理由)

平成 27年度に人工芝の更新が終了したため。
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事業名

2 

平成28年度一般会計当初予算説明資料

本年度 l前年度|比較

本τ5人

吉すT丈

.61 1丈

事長芸品費jJ;;;j
正皆殺古里 (75:l9

1人

2人
(新規)

2人
(，新規)

l人
(新規)

l人
(新規)

( 0人→ l人)
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高等学校

(中学校 5 7人→ 57人)
(高等学校 11人→ 13人)
(糊支援戦 8人→ 9人)

※教育相談員を含めて全校に配置

※注一一LD 干習障がい
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平成28年度当初予算歳入歳出事項別明細書
(単位:千円)

1 0 款費
教育

紋項目
教1項育総務費

1目 2目 3目 4目 5目 6目 7回 8目

ンj退費鵠職及年五E 会教育費委員事務局費 事教職費員人教調整育連費絡 教費育振興 管教育理財費産 事育英業奨費学 教タ育セ

節 l'リ 一費

報 酬1.840. 791 304.384 9. 660 66. 550 21. 707 57.423 123.073 5. 763 13. 172 7. 036 

2 給 **126.790.061 480. 754 480. 754 

3 職員手当等 18. 222. 878 403. 663 403. 663 

4 .さ E昌 種差 9.618.877 214.694 183.771 2. 898 5. 125 18. 788 933 2. 100 1. 079 

5 提害補償費

6 恩給及び退職年金 78. 057 78. 057 78. 05， 
7 官 金 34. 134 5. 622 5. 613 9 

8 報 償 盟 16日671 95.956 3. 124 1. 488 43. 912 31. 150 60 16. 222 

9 旅 重量 598. 658 313.170 1. 308 20. 034 4. 431 178.065 54. 963 2. 782 397 51. 190 

¥I!; Jll ." 慣 28. 879 17. 677 1. 308 1.'383 651 3.314 10.619 250 82 70 

磐 田旅費 486. 380 240. 208 16. 256 3.065 159.086 26. 874 2. 520 315 32. 092 

特別 b官槌 83. 399 55.285 2. 395 715 15. 665 17.470 12 19. 028 

10 3c 際 塑 360 360 360 

1 1需 用 笹 1. 183.985 761. 737 25. 294 8. 182 588. 633 14.825 114. 266 640 9. 897 

1 2待 務 型曇 255. 020 161. 498 42. 070 32. 824 68. 752 10. 187 3. 053 887 3. 725 

1 3委 者名 刺 2. 467. 878 757. 324 161. 075 17. 384 63. 602 247.912 249.491 6. 155 11. 705 

14使用料及び宜借事 1. 359. 003 1. 153.862 100 878. 166 4. 709 88. 587 25.429 129. 872 247 26. 752 

1 5工事情省副 2. 557. 596 1. 916.097 1. 380 1.910.066 4. 651 

1 6原 材料開 9. 116 

1 7 ~有財産購入費 70. 567 

1 8備品購入費 362. 857 194. 355 7. 438 88. 000 6. 765 87. 892 4.2印

1 9負付担金町補助及び交金
2. 267. 640 1. 705. 810 955 5 19. 330 1. 351. 177 80. 686 3. 599 249.981 77 

20扶 助 費 113. 931 113.781 113. 781 

2 1岱 付 金 840 840 840 

22 
補償、補填金及び賠償

202. 715 18 18 

23償引還金‘手11子及び2料~ 
80. 065 80. 065 80. 065 

24投資及 び出 資金

25積 立 金 188. 878 188. 0日日 188. 000 

26寄 付 金

27公 線 費 507 482 62 420 

28椀 出 金 444. 285 444. 285 444. 285 

予 側 世

df' 68. 909. 370 9.374.814 12. 383 2.465. 557 112. 953 2.533.285 729. 001 2.508.215 798. 769 136. 594 78.057 

財 国庫支出金 10.817.757 1. 489. 951 1. 510 1. 294. 290 109. 776 14. 852 69. 523 

源 土山 方 偵 1. 932. 000 1.599.000 1. 599. 000 

内 そ の 他 3.200.474 372.856 189.402 3. 739 54. 157 4. 863 38. 579 80. 125 1. 991 

訳 般 財 源 52.959. 139 5.913.007 12. 383 2.274.645 109. 214 1. 184.838 614.362 855. 784 649. 121 134.603 78. 057 
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平成28年度当初予算歳入歳出事項別明細書
(単位:千円)

紋項目
小2項学校費 中3項学校費 高4項等学校費 特5別項支援学校聾

1目 1目 1目 2目 3目 l目 2百

小学校控 中学校費 萌高等費学校総菅高理等学費校 施盤側設盟設備 学費特別校主管担理 特学別校主Ilt揖
筋 別

1 手書 酬 311. 964 311， 964 286，574 286，574 430， 246 430， 246 213， 387 2， 070 211. 317 

2 給 科目叩2，52 6111. 002， 52 61 6，182，98 I1 6，182，98 I1 5，554，44 91 5， 554，449 3， 005， 908 3， 005， 908 

B 職 居手 当等 7，884，61 01 1， 884， 61 01 4， 285， 76 71 4， 285， 76 71 3，552，18 31 3， 552， 183 1. 784， 237 1. 784， 237 

4 共 済 措 3，932， 22 01 3， 932， 22 01 2， 190，17 41 2，190，77 41 1. 911， 82 01 1. 911. 820 1. 070， 456 1. 070， 456 

5 t必害補償暫

6 思給及び退職年金

7 置 金 3， 121 3， 121 2， 431 2， 437 12， 943 12， 691 252 3， 258 3， 258 

8 幸司 償 薗 13， 6_7_1 9， 326 4， 345 

9 旅 世 106， 922 106，922 85， 883 85， 883 5， 284 1， 974 3， 310 34， 673 33， 070 1. 603 

費用 品 償 360 360 684 684 1. 974 1，974 602 282 320 

普 通 旅 費 106，562 106，562 85， 199 85， 199 3， 310 3， 310 31. 768 31. 433 335 

特 jjlj 旅 轡 2， 303 1， 355 948 

10空 際 塗

1 1需 用 溜 96， 801 96， 385 416 157，605 154， 750 2， 855 

1 2控 務 望差 2， 900 2， 900 1. 900 1. 900 12， 400 12， 400 17， 123 14， 103 3， 020 

1 3書 託 制 43， 293 875 23， 352 19， 066 62， 058 40， 041 22，017 

14慣用料及び賃借剃 64， 844 54， 812 10，032 13， 103 10， 628 2，475 

1 5工 事 荷 台 静 135，575 135，575 61. 886 61. 886 

1 6原 植 師宅P 9， 116 9， 116 

1 7公有財産』島ス暫

1 8備品 購入 費 45，748 2， 139 43， 609 14， 093 14，093 

1 9負付担金、補助及び交金
1. 854 1. 854 m 775 

20扶 助 世

2 1宙 付 金

22 
補償、補填金及び賠償

23償引還金，利子及び料割

24投資及び出資金

2 5 ~j直 立 金

2 6寄 付 金

27公 !JIl 噛

28繰 !~J 金

-噌" if!11 聾

百十 23，310，263 23，310，263 13，036，316 13，036，316 11. 942， 556 11. 530， 238 339， 195 73， 123 6，452， 233 278， 081 6，174，152 

ft! 回目t 支出金 5， 124， 546 5， 124， 546 2， 958， 895 2，958，895 19， 497 19，497 876， 605 4， 034 872. 571 

源 地 方 4由 38， 00日 38， 000 

内 そ の 他 3， 828 3， 828 2， 753 2，m 1. 464， 756 1. 442， 591 22， 165 7， 547 5， 672 1. 875 

言且 般 Hオ 概 18，181. 889 18，181. 889 10，074，668 ]0， 074， 6~ 10，458，303 10，068，150 むL_030 13， 123 5， 530， 08j 268， 375 5，261.106 
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平成28年度当初予算歳入歳出事項別明細書
(単位千円)

欽項目
社6項会教育費 探7項健体育費

1目 2目 3目 4目 5目 6目 7目 1目 2目 3目 4目

社総会務費教育 文雄化費財保 背会眠費少教年育施社 哩属文タ化費財提主L 涯学習 総保務健体費育 学揖控興体措育 体控育施設 スポーツ図書館費 博物館費 センー シター 据興関
節 別

1 報 酪 225.571 4. 961 66. 998 35. 198 41. 461 2. 292 74. 661 2. 665 180 324 2. 161 

2 捻 料 520. 668 520. 668 42. 775 42. 775 

3 職 員 手 当 帯 286.612 286.612 25. 806 25. 806 

4 共 済 強 217.369 187. 001 7. 760 5. 673 4.462 372 12. 101 15. 544 15. 039 155 350 

5 見害補償費

6 恩給及び退臓年金 イ

7 置 合 5. 797 1. 118 908 3. 303 468 956 956 

8 報 慣 費 24. 820 3. 544 7. 834 2. 655 9. 616 1. 171 26. 224 2. 689 22. 935 600 

9 旗 費 41. 706 4. 19_1 15. 541 3. 924 14.257 882 2. 911 11. 020 2. 226 8. 597 197 

費 用 弁揖 7.418 384 4. 101 126 2. 667 60 80 164 85 79 

普ll!旅盟 16. 093 2.577 3. 840 2. 001 5. 348 822 1. 505 3. 240 1. 274 1. 966 

特別旅磁 18. 195 1. 230 7. 600 1. 797 6. 242 1. 326 7.616 867 6. 552 197 

1 0空 臨 聾

1 1需 用 瞥 154.412 2. 566 26. 525 40. 606 44. 566 477 39. 672 13.430 13. 060 366 4 

12投 務 瞥 41. 312 4.839 7.398 12. 691 13. 510 186 2. 688 17. 887 17. 625 262 

1 3串 粍 制 1. 495. 786 6. 254 141. 409 37.404 80. 170 75. 153 1. 068. 977 86. 419 109.417 107.850 1. 567 

14市悶叫及び宜借料 123. 915 2. 831 13. 680 40. 139 5. 898 61. 367 3.279 2. 958 148 173 

1 5工聖目青色翌年 444. 038 63. 903 41. 091 255. 806 5. 398 77. 840 

1 6原 材料砂

1 7今有財産購入費 70. 567 70. 567 

1 8備担購入費 108.438 54 1. 097 94. 120 6. 614 1. 305 200 5. 048 223 223 

1 9 
負付担金.補助及び交金

344. 509 9.020 280. 679 131 51. 663 3. 016 214. 692 83. 165 131. 527 

20 !先 助 盟 150 150 

21岱 付 金

22 
補償、捕填金及び賠償

202. 697 202. 585 112 

23償引還金、利子及び割拙

24投資及び出資金

25税 立 金 878 878 

26寄 付 企

27公 制 世 25 25 

28繰 11:1 金

'l' 日i 替

言十 4. 309. 120 1.033.419 907. 119 314.540 531. 326 86. 065 1. 345.184 91. 467 484. 068 313.746 166. 837 3.485 

財 国 庇?出金 322. 006 317. 109 4. 897 26. 257 4. 525 21. 732 

源 !I!! 方 冊f 295. 00日 40. 000 255. 000 

内 そ の {山 1. 258. 762 2. 840 8. 359 6. 931 18. 367 1. 136 1. 221. 129 89. 972 75. 300 14. 662 10 

訊 般 ft~ 概 2. 433. 352 1. 030. 579 581. 651 267. 609 257. 959 84. 929 119. 158 日1.467 367. 839 233. 921 130.443 3. 475 
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節の 明細

項 目 金額(千円)等

1 0款教 育 費

1項教 育総務費

1日 教育委員会費

報 周H教育委員 5人
負担金、補助 全国都道府県教育委員会連合会負担金

955 及び交付金

2目事務局費

報 間H非常勤職員 6人
鳥取県教育審議会委員 30人
鳥取県教育審議会委員(分科会) 20人
鳥取県教育審議会委員(部会) 20人
業務補助職員 24人
農場管理補助職員 6人
業務支援員 6人
業務コディネタ町、 l人

給 料 教育長 l人
般職員 115人

定数外職員 3人
負担金、補助 電波利用料

5 及び交付金

積立金 鳥取県こども未来基金積立金 188， 000 
3目 教職員人事費

幸E 問!非常勤職員 7人
心の健康相談員 l人
教職員の処分等に係る評価委員会委員 3人
健康管理審査会委員 5人
健康管理担当医 31人
産業医 3人
指導改善研修教員審査委員会委員 6人
特別免許状検定審査委員 2人

負担金、補助 公立学校共済組合職員事務費負担金 85 
l 及び交付金

公立学校共済組合役職員の基礎年金拠出金に係
6， 925 る負担金

教職員人間ドック負担金 11， 203 
全国免許管理シスァム運営協議会負担金 1， 117 

4目 教育連絡調整費

幸E 回H非常勤職員 3人
学校評議員 120人
学校関係者評価委員 120人
幼稚園新規採用職員研修指導員 14人
教科用図書選定審議会委員 13人

エキスパ ト教員選考委員会委員 6人
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節の明細

項 目 金額(千円)望

指導員 2-̂ 
カウンセフー lλ 
ソーシャルワーカー lλ 
相談員(教育相談) lλ 
専門指導員(教育相談) 3人

スクルソシャルワカスパバイザ l入
学校生活適応支援員 18人
県立学校第一者評価委員会委員 27人
外国人英語指導助手 6人

負担金、補助 ふるさと鳥取見学(県学)支援事業費補助金 1， 260 
及び交付金

土曜授業等実施支援事業交付金 8， 100 
特色ある小中9年教育支援事業交付金 1， 500 
幼保体化に向けた幼児教育・保育相互理解研

32 修事業費補助金

地域で育む学校支援ボフンァィア事業費補助金 20， 723 
鳥取県学校・家庭・地域連携協力推進事業費補
助金(地域の豊かな社会資源を活用した土曜日 2， 669 
の教育支援体制等構築事業)

鳥取県学校・家庭・地域連携協力推進事業費補
7，604 助金(学校支援地域本部事業)

鳥取県学校・家庭・地域連携協力推進事業費補
8， 205 助金(家庭教育支援事業)

鳥取県学校・家庭・地域連携協力推進事業費補
21.501 助金(放課後子ども教室事業)

社会教育関係団体補助金(社会教育団体による
地域づくり支援事業) 2， 376 

被災児童生徒就学援助事業費補助金 701 
被災幼児就園支援事業費補助金 420 
小学校理科教育パワ アップ事業交付金 3，000 
情報モフル教育推進事業交付金 2， 100 
「地域未来塾J推進事業補助金 6，000 

中国・四園地区教育研究所連盟会費 10 
スクルソシャルワカ活用事業費補助金 33. 600 
鳥取県公立高等学校等就学支援金 1， 213， 536 
鳥取県公立品等学校学び直し支援金 686 
全国高等学校長協会負担金 192 
全国普通科高等学校長会負担金 70 
全国品等学校長協会家庭部会負担金 90 
全国高等学校長協会体育部会負担金 20 
全国商業高等学校長協会負担金 116 
全国工業高等学校長協会負担金 54 
全国農業高等学校長協会負担金 105 
全国水産高等学校長協会負担金 49 
全国総合学科高等学校長協会負担金 50 
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節の 明細

項 目 金額(千円)望

全国理数科品等学校長協会負担金 28 
全国福祉高等学校長協会負担金 10 
全国公立学校事務長会負担金 72 
全固定時制通信制高等学校長協会負担金 32 
全国通信制高等学校長会負担金

氷温協会普通会員年会費 60 
都道府県教育委員会等指導事務主管部課長会分

15 
担金
中・四国局等学校就職対策協議会負担金 15 
鳥取県品等学校家庭クフブ連盟補助金ー 1， 000 
鳥取県学校農業クラブ連盟補助金 559 
教員内地留学授業料 1， 128 
新教育大学入学料、授業料、検定料 7. 111 
14条大学入学金、授業料 4，879 
教員研修センタ研修負担金 90 
競技大会参加費 87 
外国青年海外傷害保険料負担金 134 
外国青年渡航経費負担金 390 
自治体国際化協会負担金 792 

5目 教育振興費

報 間H就労サボタ 4人

キャリアプランーングスパバイザ l人
外国人英語指導助手 24人
外国人韓国語指導助手 2人
外国人教員 4人
非常勤職員 2人
職場定着コディネタ 2人
通学支援検討委員会委員 lZ人
技能検定運営委員会委員 12人
就学支援委員会委員 12人
医療的ケア運営協議会委員 5人
鳥取県キャリア教育推進会議委員 5人
地域の産業界と学校のネットワ ク会議委員 100人
特例教育課程による地域研究事業(教育研究開

4人発事業)運営指導委員

英語教育権進会議 4人
理数課題研究等発表会審査員 4人
英語弁論大会審査員 4人

グロパル・リ ダ育成事業運営指導委員会 4人
負担金、補助 鳥取県中学校文化連盟補助金 1， 300 
及び交付金

全国・中国研究大会等開催費補助金 200 
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節 の明 細

項 目 金額(千円)等

市町村等が行う特別支援学校児童生徒通学支援
21， 935 に対する交付金

鳥取県特別支援教育総合推進事業補助金 5， 951 
医療的ケア体制整備事業補助金 4，927 
教員内地留学研修負担金 240 
14条大学入学金、授業料 1， 100 
被災児童生徒等特別支援教育就学奨励事業費補

18 
助金
全国盲学校長会負担金 20 
全国聾学校長会負担金 18 
全国特別支援学校肢体不自由教育校長会負担金 15 
全国特別支援学校病弱教育校長会負担金 15 
全国特別支援学校知的障害教育校長会負担金 60 
全国特別支援学校長会負担金 64 
全国高等学校長協会負担金 64 
全国公立学校事務長会負担金 24 
視覚障害生活訓練指導者養成研修受講料 167 
放送大学受講補助金 218 
外国青年海外傷害保険料負担金 706 
外国青年日本語教育研修負担金 40 
外国青年渡航経費負担金 1，480 
自治体国際化協会負担金 1， 872 
外国の大学等授業料 600 
ALT指導力向上研修 10 
鳥取県両等学校定時制通信制教育振興会補助金 170 
高校生海外体験支援補助金 2，000 
高校生海外留学支援補助金 1， 200 

F 

高等学校等海外派遣支援補助金 3， 000 
鳥取県高等学校文化連盟補助金 22，074 
鳥取県高等学校文化連盟補助金(文化部パワーアッ

3， 700 プ事業)

鳥取県高等学校文化連盟補助金(まんが専門部) 5，498 
とっとり夢プロジェクト事業補助金 2， 000 

6目 教育財産管理費

幸田 酬 非常勤職員 2人

負及担び金交、補助 公共下水道受益者負担金 2. 211 
付金

安全運転管理者協議会負担金 41 
土地改良区負担金 1. 170 
水利組合負担金 41 
営繕積算シスァム負担金 136 

7目 育英奨学事業費

[報 酬|非常勤職員 6人
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節の明細

項 目 金額(千円)笥

育英奨学資金選考委員会 5人
負担金、補助 鳥取県大学等進学資金助成金 2，480 
及び交付金

鳥取県学生寮運営事業補助金 39， 577 
鳥取県高校生等奨学給付金 207， 924 

貸 イサ 金 品等学校定時制通信制課程修学奨励金 840 
償還金、利子 地域改善対策高等学校等進学奨励費補助金国庫

80， 065 及び割引料 償還金

繰 出 金 育英奨学事業特別会計繰出金 444， 285 

8目 教育センター費

手E 回H非常勤職員 3人
ICT教育支援員 l人

教職員研修等実施協議会委員 l人

負担金、補助 都道府県指定都市教育センター所長協議会負担
37 及び交付金 金

全国教育研究所連盟負担金 25 
中国・四国地区教育研究所連盟負担金 10 
全国特別支援教育センター協議会負担金

2項小学校費

l目小亭夜要

車E 面H非常勤講師等 497人
給 料 教員 2， 308人

養護教員 130人
栄養教諭 11人
学校栄養職員 29人
事務職員 140人
定数外職員 31人

， 3項 中学校費

l目 中学校費

報 国H非常勤講師等 176人
給 料 教員 1， 332人

養護教員 61人
栄養教諭 B人
学校栄養職員 14人
事務職員 77¥人
定数外職員 12人

4項品等学校費

l目 高等学校総務費

手目 敵i非常勤講師等 313人

給 料 教員 1， 036人
養護教員 31人
実習助手 90人
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節の明細

項 自 金額(千円)等

事務職員 88人
司書 24人
船員 18人
教育相談員 3人
学校技能主事 24人
自動車整備士 1人
定数外職員 36人

2目 品等学校管理費

負担金、補助 鳥取県立倉吉農業高等学校寄宿舎運営事業補助
1，471 及び交付金♂ 金

土地改良区負担金 218 
水利組合負担金

ボイフ 協会負担金 30 
食品衛生協会負担金

全国水産高等学校実習船運営協会負担金 125 
5項特別支援学校費

1日 特別支援学校管理費

報 問i学校評議員 45人
学校関係者評価委員 45人

2目 特別支援学校費

報 国H 非常勤講師等 197人
手話普及コディネタ 2人

最古 料 教員 626人
養護教員 15人
栄養教諭 l人
実習助手 21人
寄宿舎指導員 27人
学校栄養職員 2人
事務職員 29人
介助職員 6人
学校技能主事 8人
学校看護師 l人
定数外職員 6人

負担金、補助 手話技能検定補助金
775 

及び交付金
6項社会教育費

1自 社会教育総務費

幸E 酬 社会教育委員 13人
県民カレッジ運営委員会委員 12人
子どもの読書活動推進委員会委員 11人

非常勤職員 2人
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節の明細

項 目 金額(千円)望

給 与 般職員 127.A 
負担金、補助 県社会教育委員連絡協議会負担金 13 
及び交付金

全国社会教育委員連合会負担金 70 
鳥取県社会教育協議会補助金 200 
青少年ふるさとキャリア教育活性化事業補助金 300 
鳥取県社会教育団体補助金 3. 520 
全国地域婦人団体連絡協議会中国ブロック会議

290 開催事業費補助金

鳥取県人権教育推進事業費補助金 4. 627 
積立金 鳥取県県立公共施設等建設基金積立金(国庫納

878 付金相当額)

2目 文化財保護費

報 国H文化財保護審議会委員 20人
非常勤職員 7人
発掘作業員 20人
整理作業員 20人
維持管理・薫蒸作業員 10人
因幡の朕麟獅子舞詳細調査委員会委員 7人
青谷上寺地遺跡発掘調査委員会委員 7人
妻木晩田遺跡発掘調査委員会委員 5人|
銃砲万剣類登録審査委員会委員 4人!
銃砲万剣類登録審査委員会補助員 2人

負担金、補助 文化遺産を活かした地域振興活動への支援負担
1. 082 及び交付金 金

古代歴史文化に関する共同調査研修事業負担金 220 
因幡の朕麟獅子舞詳細調査負担金 75 
へリァージマネージャー制度負担金 1. 639 
妻木晩田物産振興会助成金 701 
妻木晩回遺跡活用実行委員会負担金 200 
鳥取県ミュージアム・ネットワーク負担金

青谷上寺地遺跡スーパ ボランァィア支援事業
3.361 交付金

青谷上寺地遺跡展示館管理運営費補助金 4. 716 
埋蔵文化財緊急発掘調査費補助金 12. 978 
出土遺物保存修理事業費補助金 174 
埋蔵文化財保存活用整備事業費補助金 4. 230 
鳥取県文化財保存・保護事業費補助金 236. 835 
地域民俗芸能再生事業費補助金 2. 190 
池田家墓所整備活用促進事業補助金 11. 376 
中国・四国ブロック民俗芸能大会負担金 900 

3目 図書館費

酬図書館協議会委員 8人
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節の明細

項 巨 金額(千円)唱

非常勤職員 15λ 
負担金、補助 日本図書館協会負担金 50 
及び交付金

全国公共図書館協議会負担金 21 
県図書館協会負担金 60 

4目博物館費

報 国1博物館協議会委員 15人
鳥取県美術館整備基本構想検討委員会委員 15人
警備員 2人
非常勤職員 14人
美術品収集評価委員会委員 7人
非常勤職員(看視員、受付) 37人

負担金、補助 日本博物館協会負担金 45 
及び交付金

全国科学博物館協議会負担金 20 
関西博物館連盟負担金

全国美術館会議負担金 30 
日本博物館協会中国支部負担金 7 
鳥取県ミュージアム・ネットワーク負担金

企画展開催費負担金 48， 968 
鳥取県立博物館振興会補助金 2， 589 

5目 青少年社会教育施設費

幸日 酬体験活動指導員 2人
6目 埋蔵文化財センター費

報 回H非常勤職員 5人
発掘調査員 1A 
整理作業員 39人

負担金、補助 全国公立埋蔵文化財センタ一連絡協議会負担金 30 
及び交付金

鳥取県ミュージアム・ネットワーク負担金 2 
資格取得等受講料 315 
青谷調査室施設維持管理経費負担金 2， 669 

7項保健体育費

l目 保健体育総務費

給 料 一般職員 10人
報 酬 心や性の健康問題対策協議会委員 6人

学校の安全教育推進委員会委員 4人
負担金、補助 鳥取県学校・家庭・地域連携協力推進事業費補

950 及び交付金 助金

全国都道府県体育・保健・給食主管課長協議会
15 負担金

日本スポーツ振興センター災害給付負担金 23， 600 
日本スポーツ振興センター災害共済給付金 58， 000 
鳥取県学校保健会補助金 350 
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節の明 細

項 目 金額(千円)等

中国地区学校保健研究協議大会補助金 250 
2目 学校体育振興費

幸日 国H 子どもの体力向上支援委員会委員 3人
武道指導推進委員会委員 3人
運動部活動推進委員会委員 7人

負担金、補助 鳥取県学校関係体育大会補助金 35， 249 
及び交付金

鳥取県トップアスリ ト派遣事業補助金 300 
運動部活動外部指導者活用事業補助金 517 
平成28年度全国高等学校総合体育大会鳥取県

21. 102 実行委員会負担金

平成28年度全国高等学校総合体育大会会場地
2， 358 実行委員会負担金

平成28年度全国高等学校総合体育大会種目別
69， 343 開催経費補助金

平成28年度全国高等学校総合体育大会特別強
2， 658 化事業補助金

4目スポツ振興費

幸E 酬非常勤職員 l人
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継続費についての 前前年度末までの支出額、前年度末までの支出額文は支出額の
見込み及び当該年度以降の支出予定額並びに事業の進行状況等に関する詞書

全体計画

左の財源内訳 前前年度
前で年の度支末出ま 当該年度支

当該年度末
支翌年出度予以定降額

継日続費の総

宇土 I頁 事業名 末までの
出予定額 まで額の支出 額に対する

年度 年割額 特定財源 支出額 (見込)額 予定 進捗率
一般財源

国庫支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 % 

25 241，926 241， 926 215，910 215，910 31.4 

26 374，747 266， 853 107，894 365，837 365， 837 53.1 
八頭高等学校改築 27 69，763 63， 000 6，763 104， 689 104，689 15. 2 整備事業費

28 2，354 2，000 354 2，354 2，354 0.3 
10教育費 1教育総務費

計 65， 000 266，853 356，937 581，747 104， 689 2， 354 688，790 688，790 100.0 

27 30， 182 22，000 8，182 30，182 30，182 38.6 
倉畜産吉農施業設改高等修等学整校 28 47， 992 11，452 20，000 16， 540 47，992 47，992 61.4 
備事業費

計 78， 174 11，452 42， 000 24，722 30， 182 47，992 78，174 100. 0 

当初

1
N
-
A
I
 



， 

継続賞についての前前年度末までの支出額、前年度末までの支出額又は支出額の
見込み及び当該年度以降の支出予定額並びに事業の進行状況等に関する調書

変更

全体計画

左の財源内訳 前末前ま年度 前年度末ま
当該年度支 当該年度末

翌年度以降 継額続に費対すの総る款 lJi 事業名 での での支出 予ま定での額支出年度 年割額 特定財源 支出額 {見込)額
出予定額 支出予定額

進捗率
一般財源

国庫支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 % 
25 67，061 67，061 

26 1. 805， 101 516，909 1，288，192 日56.834 956，834 24. 5 

27 837，983 517，000 320. 983 1，753，311 1，753，311 44. 8 

変更前の額 821，860 696， 000 125， 860 821，860 821，860 21. 0 

28 変更額 80，000 ム 80，000
鳥取酋高等学校耐
震改修等整備事業 計 821. 860 776，000 45，860 821. 860 821. 860 21. 0 
費

29 372，734 258， 000 114，734 372. 734 9.5 

30 8，229 8，229 8.229 0.2 

変更前の額 3， 912， 968 1. 471， 000 583， 970 1. 857， 998 956. 834 1. 753， 311 821， 860 3， 532， 005 380， 963 100.0 

計 変更額 80， 000 L:， 80， 000 

10教育費 1教育総務費 計 3， 912， 968 1. 551， 000 583， 970 1. 777， 998 956，834 1，753，311 821. 860 3， 532， 005 380， 963 100.0 

26 102， 331 72， 945 29， 386 51， 049 51. 049 2.0 

27 1，288，236 1， 280， 000 8. 236 1. 339， 518 ¥， 339， 5¥8 5¥.5 

変更前の額 681，409 612，000 69，409 681，409 681，409 26.2 

28 変更額 69， 000 L:， 69， 000 

米子東高等学校整
言十 681. 409 681，000 409 681，409 68¥，409 26.2 

備事業費 29 518， 008 465， 000 53，008 518， 008 19.9 

30 10，636 9，000 1，636 10，636 0.4 

変更前の額 2， 600， 620 2，36ι 日目。 72，945 161.675 51，049 1，339，518 681，409 2， 071， 976 528， 644 100. [ 

百十 変更額 69，000 ム 69，000

u 2， 600， 620 I 2，435.000 72，945 92， 6(5 51. 049 ¥， 339，518 681. 409 ~07\ ， 9市 528.644 100. C 
L_  

ー
同
一
間

1



継続賞についての前前年度末までの支出額、前年度末までの支出額又は支出額の
見込み及び当該年度以降の支出予定額並びに事業の進行状況等に関する調書

変更

全体計画

左の財源内訳 目'J前年度 前年度末ま
当該年度支 当該年の度支末出 翌年度以降

継続費の総

子主 項 事業名 末までの での支出
出予定額 予まで定の額支 支出予定額

額に対する
年度 年寄l額 特定財源 支出額 (見込)額 進捗率

一般財源
国庫支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 % 

26 日5，711 55，793 39，918 50，817 50，817 15.3 

27 184，274 183， 000 1，274 229， 168 229， 168 68.9 

変更前の額 52，584 46，000 6，584 52，584 52，584 15.8 

八頭高等学校耐震
28 変更額 6，000 d. 6， 000 

1教育総務費
改修等整備事業費 5十 52，584 52， 000 584 52，584 52守 584 15.8 

変更前の額 332， 569 229， 000 55，793 47，776 50，817 229， 168 52，584 332， 569 100.0 

変更額
f 

計 6，000 d. 6，000 

10教育費 計 332， 569 235， 000 55，793 41， 776 50，817 229， 168 52，584 332， 569 100.0 

27 197，344 188，000 且344 197， 344 197， 344 85.4 

変更前の額 33， 792 24， 000 9， 792 33， 792 33，792 14.6 

28 変更額 8，000 d. 8，00日

5特別支援学 倉訓吉練養室護整備学校水治 言十 33，792 32， 000 1，792 33，792 33，792 14.6 
校費 事業費

変更前の額 231，136 212， 000 19，136 197， 344 33， 792 231， 136 100.0 

計 変更額 8，000 d. 8，000 

計 231， 136 220， 000 11， 136 197，344 33，792 231，136 100.0 

、

l
M
-

∞1
 



債務負担行為で、翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額
左の財源内訳

事 項 ~H 度 額
特 定 財 源

期 間 金 額 期 問 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

千円 平岡 千円 千円 千門 千門 千円

平成28年度
42，923 平成29年度 42，923 42，923 教職員健康管理事業費

平成28年度
県立学校電話交換機設

84，26日 平成29年年度度まかでら 84，268 84，268 
備賃借料

平成35

平成28年度
県立学校非常勤職員等

87，234 平成29年度から
87，234 87，234 パソコン賃借料

平成33年度まで

平成28年度
県立学校教育用パ、ノコ

131，560 平成29年度から
131，560 131，560 ン等(専門機器)賃借料 平成35年度まで

平成28年度
県立学校情報教育通信

105 平成29年度 105 105 ネットワーク接続スイッ
チ賃借料

平成28年度
県立学校ネットワ-?回

107，872 平成29年度から
107，872 107，872 線賃借料

平成34年度まで

平県成立学28校年教度室用プ口

334，377 平成29年度から
334，377 334，377 ジェウ告一等賃借料

平成33年度まで

平県成立学28校年情度報セキュ1)

35，174 平成29年度から
35，174 35，174 ティシステム賃借料 平成33年度まで

当該年度提出に係る分

ー同一アー



債務負担行為で、翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

当該年度以降の支出予定額
左の財源内訳前年度末までの支出(見込)額

特 定 財 源
事 項 日暁 度 額

一般財源期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
千円 千円 千円 千円 干門 千円 予円

F際H昔F立成料学28校年書度面力メラ賃
9，406 平成29年度から

9，406 9，406 平成33年度まで

平成28年度
県立特別支援学校ヲブ

平成29年度から
レット端末専用ネット 2，397 

平成33年度まで 2，397 2，397 
ワーヲ回線賃借料

10，789 平成29年度から
10，789 10，789 平成31年度まで

35，922 平成29年度から
35，922 35，922 平成31年度まで

平倉舎吉給成農食28業業年高務度等委学託校寄宿
28，644 平成29年度から

28，644 28，644 平成31年度まで

日諸島ム賃借
14，516 平成29年度から

14，516 14，516 平成30年度まで

学平バ事等成支機28援器年シ賃度ス借テ料ムサー
3，372 平成29年度から

3，372 3，372 平成33年度まで

当該年度提出に係る分

l
M
Z
T
 



債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額
左の財 Z車内訳

事 項 眼 度 額 特 定 財 J原

期 問 '金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

平円 平岡 予門 千円 子門 千円 千円

平成28年度

同牌悔日即平愛a履吉E実Z2ま8時習時年盤度「設キ備学ザ品問J整ア僑
28，463 平成29年度 28，463 28，463 

平成29年度から

共有用ホームページ運
4目765 平成33年度まで

4，765 4，765 

用保守委託

平成28年度
図書館利用者用イン

1，556 
平成29年度から

1，556 1，556 $1ーネット端末賃借料 平成33年度まで

平成28年度
史跡青谷上寺地遺跡整

16，163 
平成29年度から

16，163 8，081 2，910 5，172 
備基本設計業務委託 平成30年度まで

平成28年度
博物館企画展開催費

88，000 平成29年度 88，1日目。 88，0口E

当該年度提出に係る分

ー
同
一
回

1



債務負担行為で、翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額文は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

左の財源内訳前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額
特 定 財 源

事 li'i sR 度 額

一般財源期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
子同

千円 千円 千円 千円 千円千円

平成22年度
県立学校教室用パソコ

485，957 
平成23年度から

304，642 平成28年度から
15，855 15，855 

ン等買借料
平成27年度まで 平成29年度まで

平成2県3教年育度情報
鳥取 通信

3，749 
平成24年度から

自83
平成28年度から

430 430 
ネットワーク接続用ス

平成27年度まで 平成29年度までイツチ賃借料

平成24年度
県立学校教育用パソコ

平成25年度から
190，162 平成28年度から

80，529 80，529 
ン賃借料 317，287 

平成27年度まで 平成29年度まで

平成24年度
県立学校情報教育通信

平成25年度から 平成28年度から
41 41 

ネットワーウ接続スイツ 185 
平成27年度まで 70 平成29年度までチ賃借料

平成24年度
県立学校サーバ賃借料

平成25年度から
68，630 

平成28年度から
68，630 68，630 

322，351 
平成27年度まで 平成30年度まで

平成24年度
県立高等特別支援学校

平成25年度から 平成28年度から
35，447 35，447 

教室用パソコン等賃借
126，83 

1平成27年度まで 42，39 
9平成30年度まで料

l-県教借料立室高用等パ特ソコ別ン支等援賃学貸校 平成26年度から
909 

平成28年度から
1，010 1，010 

1，91 
9平成27年度まで 平成30年度まで

過年度議決済に係る分

I
M
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

左の財源内訳前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額
特 定 財 ，原

事 項 'H 度 額

一般財源期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
千円

平岡 千円 千門 千円 午円 千円
平成25年度
県立学校教育用パソコ

平成26年度から
47，256 平成28年度から

72，213 72，213 
ン賃借料 130，417 

平成27年度まで 平成31年度まで

平成25年度
県立学校教室用パソコ

平成26年度から
150，467 

平成28年度から
181，814 181，814 

ン等賃借料 367，449 
平成27年度まで 平成30年度まで

平成25年度
県立学校教職員用パソ

平成26年度から
180，328 

平成28年度から
142，760 142，760 

コン等賃借料 487，104 
平成27年度まで 平成29年度まで

平成25年度
県立学校図書管理シス

平成26年度から
23.548 

平成28年度から
16，076 16，076 

子ム賃借料 72，530 
平成27年度まで 平成32年度まで

平成25年度
県立学校機械警備業務

平成26年度から
5，040 平成28年度度まかでら 7，560 7，560 

委託 26，295 
平成27年度まで 平成30年

平成25年度

平成28年度から
米子東高等学校改築整

平成26年度から
104，358 104，359 104，359 

備事業費 231，27 
2平成27年度まで 平成29年度まで

平成25年度

。平成28年度から
学事支援システム賃借

30，240 
平成26年度から

11，17 16，753 16，753 
料

平成27年度まで 平成30年度まで

平成26年度

1平成28年度から
175，113 

県立学校教室用・教育
288，51 7平成27年度 72.46 175，113 用パソコン等賃借料 平成30年度まで

過年度議決済に係る分

同
日
一
ー



債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

左の財源内訳
可年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額 特定財寂

一般財源事項 限度額 金額 期間 金額国庫支出金地方債その他

期間 千円千円予円千円千円千円 千門

平成26年度 平成28年度から 42，
891

1 1 1 1 42守891県立学校教育用パソコ 98，336平成27年度 14，939 平成32年度までン等(専門機器)賃借料

平成26年度 平成28年度から 598，
965

1 1 1 1 598，965 県立学校教室用プロ 1，979，439平成27年度 曲目552平成33年度までジェf均等賃借料

平成26年度 平成28年度から 34，
720

1 1 1 1 34，720 県立学校校内LAN運営 89，876平成27年度 27，776 平成29年度まで支援業務委託

平成26年度 平成28年度から 27，4
31

1 1 1 1 27，431 県立特別支援学校空ブ 58目959平成27年度 21，945 平成29年度までレツト端末等賃借料

平成26年度 平成28年度から 45，
937

1 1 1 1 45，937 学事支援システム賃借 64，949平成27年度 12，820 平成31年度まで料

平成26年度 平成28年度から 60，
186

1 1 1 1 60，186 鳥取湖陵高等学校環境 108，087平成27年度 10，031 平成33年度まで制御シスTム賃借料

平成26年度 平成28年度から
692

1 1 1 1 692 鳥取盲学校点字ディス 1，209平成27年度 437 平成29年度までプレイ賃借料

平成26年度 平成28年度から 53，
100

1 1 1 1 53，1目。学事支援システム賃借 73目465平成27年度 13，275 平成31年度まで料

平成26年度 平成28年度から 48，
780

1 1 1 1 48，780 県立特別支援学校清掃 95，676平成27年度 24，390 平成29年度まで業務委託

過年度議決演に係る分

l
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債務負担行為で、翌年度以降にわたるものについての前年度末まで、の支出額文は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額
左の財源肉訳

事 項 限 度 額 f曙 定 財 源

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

千円
千円 千円 千円 千円 千円 予円

平成27年度

県立学校教室用・教育
1，180 平成28年度から

1，118 1，118 
用パ、ノコン等賃借料

平成30年度まで

平成27年度

県立学校教育用パソコ
614，653 平成28年度から

569，971 569，971 
ン等(専門機器)賃借料

平成33年度まで

平成特27別年支度援
県立 学校$1ブ

3，612 平成28年度由ら
2，742 2，742 レット端末等賃借料

平成30年度まで

平成27年度
県立学校パソコン用ソフ

14，850 平成28年度から
11，146 11，146 トウェアライセンス使用

平成30年度まで
料

平成27年度
県立高等学校事ブレット

47，601 平成28年度から
35，503 35，503 端末等賃借料 平成30年度まで

平成27年度
県立学校有人警備業務

平成28年年度度まかでら委託 8，136 
平成30 8，136 8，136 

平県安成立管学理27校等年電業度気務工委作託物保
平成28年度から相 託 39，798 
平成30年度まで

39，798 39，798 

平成27年度
県立学校消防用設備等

平成28年度から保守点検業務委託 70，989 
平成30年度まで 70，989 70，989 

過年度議決済に係る分

l
M
M一山



債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

左の財源内訳前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額
特 定 財 源

事 項 限 度 額

一般財源期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
千円

千円 千円 千円 千円 千円千円

平成2学7校年校度庭
県立 芝生化推

平成28年度から
14，253 14，253 

進指導助言業務委託 14，253 
平成30年度まで

平成27年度
県立学校校庭芝生化推

28，478 平成28年度から
28，478 28，478 

進維持管理業務委託
平成29年度まで

平成26年度
皆生養護学校通学パス

平成27年度 1，884 
平成28年度から

7，536 7，536 
賃借料 9，420 

平成31年度まで

平成27年度
鳥取養護学校通学パス

48，327 平成20B年年度度かまでら 48.327 48，327 
運行管理業務委託

平成30~llE

平成24年度
鳥取県教育情報ネット

38守209
平成25年度から

17，646 
平成28年度から

8，333 8，333 
ワーウ機器賃借料

平成27年度まで 平成29年度まで

平成25年度
教育情報ネットワーク

自平成26年度から
4目723

平成28年度から
5，904 5，904 

フィル告リング‘ノフト使用 18，13 
平成27年度まで 平成30年度まで料

平成26年度
教育情報ネットワーヴ機

15，37 9平成27年度 2，09 B平成28年度から
6，992 6，992 

器等賃借料
平成31年度まで

平成26年度
教育センヲ清掃等業

24平成27年度 5，89 
平成28年度から

11，796 11，796 
務委託 18，6 

B平成29年度まで

過年度議決済に係る分

I
M
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額文は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

t 

n 

左の財源内訳前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

特 定 財 i原
事 l.li 限 度 額

一般財源期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
干阿

千円 千円 千円 子円 千円 子門
平成26年度

教育セン告ー消防設備

平成27年度 133 
平成28年度から

266 
266 

保守点検業務委託 399 
平成29年度まで

平成26年度
教育セン安一機械警備

389 平成27年度 115 
平成28年度から

229 229 
業務委託

平成2日年度まで

平成26年度
教育セン9ー昇降機保

平成27年度 65 
平成2呂年度から

130 130 
守点検業務委託 195 

平成29年度まで

平成26年度
教育セン合一電気工作

平成27年度 293 
平成28年度から

586 586 
物保安業務委託 895 

平成29年度まで

平成26年度
教育情報ネットワーウ機

95，443 平成27年度 19，327 
平成28年度から

70目746 70，746 
器賃借料

平成32年度まで

平成27年度
教育セン告ーパ、ノコン研

平成28年度から
20，099 20，09自

修室整備事業費 20，481 
平成32年度まで

平成27年度

情報--教..~育Fネットワーウ
平成28年度から

230 230 
ウェフJクセシビリティ 230 

平成29年度まで向上事業費

平成学24校年勤度務
県立 時間管理

4，464 
平成25年度から

2，905 
平成28年度から

1，453 1，453 
サポートシステム整備

平成27年度まで 平成29年度まで事業

年度議決済に係る品

l
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

当該年度以降の支出予定額
左の財源内訳前年度末までの支出〔見込)額

事 項 ~H 度 額
特 定 財 源

金 額 期 金 額 国庫支出金 地方債
一般財穂期 間 間 その他

平岡
千円 千円 千円 千円 千円 千F

平成25年度

県立学校トシ勤ス務テ時ム間賃管借理 平成26年度から
平成280年年度度からサポー 4，087 

平成27年度まで 1，728 
平成3 度まで 2，016 2，01i 料

平成26年度

サ県立ポー学校トシ勤ス務テ時ム間賃管借理
4，585 平成27年度 798 平成28年度から

2，657 2，65 料 平成31年度まで

平成26年度
鳥取西高等学校9ブ

5，102 平成27年度 1，830 平成28年度から
2，593 2，593 レット端末等賃借料

平成29年度まで

平成25年度

鳥取県立生涯学習セン
432，095 平成26年度から

172守838平成28年度から
259，257 259，25 

51ー管理委託 平成27年度まで 平成30年度まで

平成26年度
青少年社会教育施設給

31，209 平成27年度 10，270 平成28年度から
20目939 20，93! 

食業務委託
平成29年度まで

平成26年度
青少年社会教育施設清

8，754 平成27年度 2，155 平成28年度から
4，310 4，31C 

掃業務委託
平成29年度まで

平成27年度

鳥取県立大山青年の家
110，016 平成280年年度度から 110，016 110，011 

管理委託
平成3 度まで

平成27年度
鳥取県立船上山少年自

110，100 平成28年度から
110，100 110，10C 

然の家管理委託
平成30年度まで

平成24年度

図書館映像録音資料視
3，41 平成25年度から

1，08 5平成28年度から
482 48~ 

聴磁器賃借料 1平成27年度まで 平成29年度まで

一，二〉

過年度議決済に係る分
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債務負担行為で、翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額
左の財源内訳

事 項 ~R 度 額
特 定 財 :原

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

千円
千円 予円 千円 子円 千円 千円

平成館25大年研度修室視
図書 聴覚

9，905 平成26年度から
3，024 平成28年度から

3，906 機器賃貸借料 平成27年度まで 平成30年度まで 3，906 

平成25年度
図書館消防設備保守業

6，960 
平成26年度から

2，592 平成28年度から
3，888 務委託 平成27年度まで 平成30年度まで 3，888 

平成26年度

平成28年度から
無断持出防止装置シス

6，195 平成27年度 1，477 4，556 4，556 
テム賃貸借

平成31年度まで

平成26年度
図書館廃棄物処理業務

492 平成27年度 148 平成28年度から
297 297 

委託
平成29年度まで

平成26年度
図書館空調設備保守点

10，656 平成27年度 2，916 平成28年度から
5，832 5，832 検業務委託

平成29年度まで

平成26年度
図書館警備等業務委託

15，819 平成27年度 4，983 平成28年度から
9，965 9，965 平成29年度まで

平成27年度
図書館業務システム

158，446 平平成成2382年年度度かまでら 158，446 158，446 (貸出・返却・蔵書管理
等)賃借料

平成2ヲ年度
図書館マイウロコイルム

3，692 平成28年度から
3，672 3，672 スキャナ一等賃借料

平成32年度まで

平成上19寺年1度 平成20年度から 平成28年度から青谷 地遺跡指定地 1，509，688 
平成27年度まで 1.457，01 5平成29年度まで 52，673 42，138 10，535 公有化事業費

過年度議決済に係る分
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額
左の財源内訳

事 ー項 限 度 額
特 定 財 源

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

千阿
千円 千円 千円 千円 予円 千円

平成26年度
。平成28年度から青谷上寺地遺跡指定地 395.404 平成27年度 395，404 316.323 79.081 公有化事業費 平成29年度まで

3・
平成27年度

平成28年度から中央病院改築整備事業 307.290 
平成29年度まで 307目290 307.290 受託発掘調査事業費

平成27年度
むきばんだ史跡公園機

537 平成28年度から
537 537 械警備業務委託 平成30年度まで

平成27年度
平成28年度からむきばんだ史跡公園清 14.937 
平成30年度まで 14.937 14.937 掃業務委託

平成26年度
博物館資料デ一台ベー

15.076 平成27年度 2.994 平成28年度から
12.082 12.082 ス公開システム機器賃 平成31年度まで

貸借料

平成26年度
平成28年度から博物館設備保守点検業 10.857 平成27年度 3.288 
平成29年度まで 7.569 7.569 務委託

平成26年度
平成28年度から博物館庭園管理業務委 5.733 平成27年度 1.523 
平成29年度まで 4.210 4.210 託

平成26年度
98平成28年度から博物館機械警備業務委 650 平成27年度 552 552 言壬 平成31年度まで

平成26年度
55 平成28年度から博物館湖山倉庫機械警 45 5平成27年度 4日日 400 備業務委託 平成31年度まで

過年度議決済に係る分
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額文は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

左の財源内訳前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額
特 定 財 源

事 項 sH 度 書E

一般財源期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
千円

千円 千円 千円 千内 千阿 予円

平成22年度

5，762 
平成23年度から

3，592 平成28年度から
1，616 1，616 

米子養護学校生ゴミ処
平成27年度まで 平成30年度まで理機賃借料

平成25年度
平成26年度から

41 平成28年度から
44 44 

米子養護学校生ゴミ処 85 
平成27年度まで 平成30年度まで理告書賃借料

平成24年度

4，215 平成25年度から
2，268 平成28年度から

1，827 1，827 
白兎養護学校生ゴミ処

平成27年度まで 平成30年度まで理機賃借料

平成25年度
97 平成26年度から 44平成28年度から

53 53 
自兎養護学校生ゴミ処

平成27年度まで 平成30年度まで理機賃借料

平成26年度

平成27年度 1，777 平成28年度から
3，574 3，574 

鳥取聾学校ひまわり分 5，351 
平成29年度まで校給食業務委託

平成26年度

58，623 平成27年度 19，28 3平成28年度から
38，566 38，566 

倉吉養護学校給食業務
平成29年度まで委託

平成26年度

28，86 1平成27年度 8，82 8平成28年度から
20，032 20，032 

皆生養護学校給食業務
平成29年度まで委託

l肝停校給成の浦食27高業年等務度特委別託支援学 平成28年度から
72，900 72，900 

72，900 
平成30年度まで

過年度議決済に係る分
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表括
ψ/、
』川〉言十ム一

A別特
議案第15号

，2b3Z • 計 名 本年度予算額 前年度予算額 比 車交

県立学校農業実習特別会計 54， 950千円 58， 322千円 ム3，372千円

1:晶ヨ、 言十 54， 950千円 58， 322千円 ム3，372千円
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平成 28年度鳥取県県立学校農業実習特別会計歳入歳出予算事項別明細書

事士 項 目 本年度 前年度 比較 I!P 
説明区分 金額

1 財産収入
千円 千円 千円 干円

40.466 42.411 ム 1，945

1 財産売払収入 40.466 42.411 ム 1，945

1 生産物売払収入 33，048 34，991 .6. 1，943 1 生産物売払収入 33，048 

2 家畜類売払収入 6，758 6，600 158 1 家畜類売払収入 6，758 

3 物品売払収入 660 820 ム 1601 物品売払収入 660 

2 繰越金 14.463 15，890 ム 1.427

1 繰越金 14.463 15，890 ム 1，427

1 繰越金 14，463 15，890 ム 1，4271 前年度繰越金 14，463 

3 諸収入 21 21 。
1 雑入 21 21 。

1 雑入 21 21 011 雑入 21 

歳 入 合 計 54，950 58，322 ム 3，372~ / ~ 

歳入

、
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歳出

入室苧事事款 エ亘 目 本年度 刷年度 比較 宣日

互事 説明区分
111 

51，
-9r5

円

E 55
，寸3-2r2

可

a3

千

37R2 
-r. 千円

___!1，千型円
空 40

子
46RE 

農業実習費
51，950 55，322 a 3，372 11，4日4 40，466 

1
1 農業実習費 51，950 55，322 a 3，372 11，484 40，466 

l11112 3 
4 

1需用費 349，，
772291ZE 
E 

E 

E 

役務費

委託料
使用料及び
賃借料

|11189 

6 
備原材品料購費

入費
23，，O974594 0 

9 負担金、補助

及び負担金

702 

き負担金
14 

2C 

家畜歯車
3 

阜地

....，主

， 

27公課費 40【

1
2 予備費

3∞01 3，000 。
3，日日日 口

1 予備費 3，00U 3，000 。
3，000 E 

3目。OC 3，OOU 日 3，000 1 予備費

歳 出 合 富十
54，95【 58，322 a 3，372 14，484 40，466 ----/ 

ー--
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山
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平成28年度特別会計当初予算説明資料

l款県立学校農業実習費

l項県立学校農業実習費

l目 県立学校農業実習費

(県立学校農業実習特別会計)

教育環境課(内線 :7913)
(単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比較
財源内訳

備考
国庫支出金 諸収入 繰越金財産収入

県立学校農業実習費 51. 950 55， 322 ム 3，372 21 11. 463 40，466 

ト タルコスト 52， 730千円(前年度56，098千円) [正職員:O. 1人]
主な業務内容支払等会計事務手続
工程表の政策目標(指標)

事業内容の説明

1 事業の概要
倉吉農業高等学校で農業実習を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

米・野菜・草花の栽培実習
倉吉農業高等学校 40， 487 家畜の飼育と畜産経営の学習

食品加工実習(醤油・乳製品等)

本庁 11， 463 保留額、消費税

計 51. 950 

3 これまでの取組状況

生産物の売払いによる収入を支出に充当する生産計画を立て、農業実習や販売実習などの実体験

を通した学習を行っている。

2款予備費

l項予備費

1目予備費

事業名 本年度 前年度 比較

予備費 3， 000 3， 000 。
ト タルコスト 3， 780千円(前年度3，777千円)

主な業務内容 支払等会計事務手続

工程表の政策目標(指標)

事業内容の説明

事業の概要

県立学校農業実習特別会計に係る予備費である。

-233-

国庫支出金

教育環境課(内線:7913) 
(単位:千円)

財源内訳
備考

諸収入 繰越金財産収入

3， 000 

[正職員:O. 1人]



平成28年度 当初予算歳出事項別明細書(教育委員会)
{特別会計)

下と
県立学桂昌聾実習費 予価費

l うち誼育畢員会 うち教育昏員会

県立学校農業実習費 予価費

県立学校 予価費

厳量実習費

1 報 酬

2 桔 料

3 職員手当等

4 共 済 費

5 盟害補慣費

6 思桔及び迫聴年金

7 賃 金

8 報 慣 費

9 肺 聾

費用弁慣

普通肺費

特別旅費

10吏 臨 費

11 需 周 置 39. 720 39. 720 39. 720 39. 720 

12世 暗 費 4.796 4.796 4. 796 4.796 

13霊 託料 215 215 215 215 

14使用料及び貸借料 26 26 26 26 

15工事情 負 費

16原材料費 2.094 2.094 2.094 2.094 

17 公有財産購入費

18自信品購入置 3.940 3.940 3.940 3.940 

19 負担金‘補助且び主付金 759 759 759 759 

20 扶 助 費
S臥

21 賞 イサ 金

22措置‘捕填及び陪慣金

23 慣還金.利子且び割引料

14 投 資 且び出資金

'"摘 立 金

26寄 4サ 金

27 公 課 費 400 400 400 400 

28操 出 金

予 備 費 3.000 3.000 3.000 3.000 

百十 51.950 51.950 51.950 51.950 3.000 3. 000 3.000 3.000 

M 国庫宜出金

時 繰 入 金

内 そ の f由 11. 484 11. 484 11.484 11. 484 3.000 3. 000 3.000 3.000 

間 事業収入 40. 466 40.466 40. 466 40.466 

-234-



節 の 明 細(県立学校農業実習特別会計)

項 目 金額(千円)等

l款県立学校農業実習費

1項県立学校農業実習費

1目県立学夜農業実習費

蚕及豆び蚕交:付補金助
土地改良区経常賦課金

水利組合賦課金 14 

農事組合負担金 20 

ホルスタイン登録協会負担金 3 

家畜改良同志会負担金 5 

農協果実部負担金 5 

食品衛生協会費 81 
直売所運営協議会会費 リ

〆崎

235 



表括総計ム一
A

見1]ヰ寺

d2台:;;;、 言十 名 本年度予算額 前年度予算額 比 較

育英奨学事業特別会計 945，343千円 960，892千円 ム15，549千円

，口晶、 言十 945，343千円 960，892千円 ム15，549千円

ラ
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とこ〉

平成 28年度鳥取県育英奨学事業特別会計歳入歳出予算事項別明細書

歳入
宣育 ~ 款 項 目 本年度 前年度 比較 説明区分 金額

干円 干円 千円 干円 千円
1 繰入金 444，285 503，018 ム 58，733

1 一般会計繰入金 444，285 503，018 1::，. 58，733 

1 一般会計繰入金 444，285 503，018 ム 58，7331 一般会計繰入金 444，285 

2 繰越金 10 10 。
1 繰越金 10 10 。

1 繰越金 10 10 011 繰越金 10 

3 諸収入 501，D48 457，864 43，184 

1 貸付金元利収入 501，048 457，864 43，184 

1 貸付金元利収入 501，048 457，864 43，184 1 貸付金元利収入 501，048 

歳 入 d日h 言十 945，343 960，892 ム 15，549---------/ / 

l
m
一勾
I



説明
比較前年度本年度目項

貸付事業費

貸付金

償還金、利子
及び割引料

1
M
ω
白

l

"" 15.549 

τ? 

百十合出歳
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平成 28年度育英奨学事業特別会計当初予算説明資料

l款育英奨学資金貸付事業費

l項育英奨学資金貸付事業費

l目 育英奨学資金貸付事業費

人権教育課(内線 :7541)
(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
財源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 繰入金

(繰越金)

育英奨学事業費 945， 343 960， 892 ム15，549 10 444，285 
(諸収入)

501， 048 
トータルコスト 954， 701千円(前年度970，210千円) [正職員:1. 2人、非常勤職員:0.7人]
主な業務内容 鳥取県育英奨学資金(高校・大学)の貸付

工程表の施策目標佑欄 安全、安心な教育環境の整備

事業内容の説明

事業の概要

県内に住所を有する者の子等で、高等学校等・大学等に在学する者のうち、経済的理由により

修学が困難である者に対して、育英奨学資金を貸与することにより、有用な人材を育成する。

2 事業内容 (単位.千円)

区 分 予算額 事 業 内 令Aコ"・

貸与月額・・(自 宅)国公立18，000円、私立30，000円
(自宅外)国公立23，000円、私立35，000円

高等学校等奨学資金 456， 900 新規採用枠・・・700人
貸与条件…成績基準なし、所得基準

返還方法…貸与終了後15年以内、無利子

貸与月額・・国公立 45，000円、私立 54，000円
大学等奨学資金 481， 356 新規採用枠...240人

貸与条件…成績基準(学業成績3.0以上)、所得基準

返還方法…貸与終了後初年以内、無利子

平成14年度から平成16年度までの高等学校奨学資金の

国庫補助金返還金 7，087 財源として国庫補助金が充当されており、奨学生から

の返還金の 2分の lを国へ返還するもの

合計 945， 343 
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平成 28年度 当初予算歳出事項明細書

(特別会Z十) (単位千円)

Y: 
育英奨学資金貸付事業費

うち教育昏員会

育英韓学賞金貸付事提

賀育英付事奨諜学賞費金

1 盟 酬

2 露合 お4

3 職員手当曙

4 ;宅 済 穆

5 災害械備脅

16 恩給及び退職年金

7 僧 〈ら

8 輯 イ首 曜を

9 旅 費

瞥周弁償

省通旅費

特別鰭脅

1 0交 陣 費

1 1需 用 宅密

1 2役 務 費

13辱 言壬 掛

14檀用料及び賃借盆

1 5工事情負礎

1 6原材叫稽

1 7公 "包

1 8術品 唖 ス 野

1 9負担金.舗

20扶 助 強

p 

2 1 jlf f可 命 ~3U.6 938 256 938.256 938. m 

22補償.補填及び賠償金

23償還金利子及ぴ割引科 7. 087 1Jl87 7. 087 7. 087 

24役資及び出資金

25 1.買 立 φ 

26 望書 4寸 .， 
27公 !!l! 聾

28臨 出 金

予 備 砂

百十 945.343 945. 343 945.343 9AUA3 

財 田周r'Ji出合

源 |緑 入 金 444. 285 444. 285 444. 285 444. 285 

内 そ の 制 501. 058 501. 058 501.058 501. 058 

訳 事業 収 入
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節 の 明 細 (育英奨学事業特別会計)

項 目 金額(千円)等

1款 育英奨学資金貸付事業費

l項 育英奨学資金貸付事業費

1目 育英奨学資金貸付事業費

貸付金 育英奨学生貸付金(高等学校等奨学金) 456，9001 

育英奨学生貸付金(大学等奨学金) 481，356 

償還金、利子 国庫償還金 7， 087 

及び割引料

U 
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

当該年度提出に係る分(特別会計)

事 項 PN 度 額
自IJ年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

左の財源肉訳

特 定 財 源

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

平育(高成英等奨2学8学年校生度等貸奨付学金金) 592，692 
平成29年度から

592，692 
平成33年度まで 592，692 

平育(大成英学2奨等8学年奨生度学貸金付)金 561，237 
平成29年度から

561，237 

〆

平成34年度まで

L-

、-~

I
M品
目

l



4 

債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

ε=コ

過年度議決済に係る分(特別会計)

左の財源内訳前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額
特 定 財 源

事 項 限 度 事E

ー般財源期 間 金 害E 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円平成23年度

平成24年度から
559，980 平成28年度から

9，936 9，936 
育英提学生貰付金 569，916 

平成27年度まで 平成29年度まで(大学等奨学金)

、平成24年度
平成25年度がら

682，956 平成28年度から
24，480 3，413 21，067 

育英翼学生貰付金 707，436 
平成27年度まで 平成29年度まで(晶等学校等奨学金)

平成24年度
平成25年度から

432，216 平成28年度から
137，700 137，700 

育英奨学生賞付金 569，916 
平成27年度まで 平成30年度まで(大学等奨学金)

平成25年度
平成26年度から

455，304 平成28年度から
252，132 34，541 217，591 

育英奨学生賞付金 707，436 
平成27年度まで 平成30年度まで(品等学校等奨学金)

平成25年度
平成26年度から

300，672 平成28年度から
269，244 269，244 

育英奨学生賞付金 569，916 
平成27年度まで 平成31年度まで〔大学等奨学金)

平成26年度

平成27年度 204，432 平成28年度から
430，632 28，899 401，733 

育英翼学生貰付金 635，064 
平成31年度まで(品等学校等奨学金)

平成26年度

6平成27年度 150，33 平成28年度から
419，580 419，580 

育英奨学生貰付金 569，91 
6平成32年度まで(大学等奨学金)

平成27年度
平成28年度から

592，692 592，692 
育英提学生貰付金 592，692 

平成32年度まで(品等学校等奨学金)

平成27年度
平成28年年度度から 565，056 565，056 

育英提学生貰付金 565，056 
平成33 まで(大学等翼学金)

I
M
h
士山
l

J 



議案42号(条例関係) 高等学校課(内線:7 9 1 6、7517)

等例名条
鳥取県附属機関条例等の一部改正について

[新設提の出数]人理系材由教育科成に
l 理 に係関るす教る育事課項程にのつ研い究て開調発査に審つ議いすてる審た議めす、る附た属め機、 また、た林に業設分置野す及るび。水産
分野 闘を新

2 概要
(1 新たに設置する附属機関

提
名称 一白 " 

= る事項

鳥取県ス パ 営サ指イエ委ンス 発高等に学関校するに事お項ける理数系教科に係る教育課程の研究開
出 ハイスクール運 導員

， 

会

事
鳥運営取指県導立委智員頭会農林品等学校 鳥成取に県関立す智る頭事農項林局等学校における林業分野の人材育

自
鳥学校取運県営立指境導港委総員合会技術高等 鳥材取育県成、 ・総事合技項術品等学校における水産分野の人

に関する

及

(引 委員鳥取取の取11700県構県人人人県立昆以立成ス以智境内内内

ア パーサイエンスハイスクール運営指導委員会

び イ 鳥 頭農林高等学校運営指導委員会

ウ烏 港総合技術高等学校運営指導委員会
概

( 3) 
要

基本計画の策定、評価・検

ウ
基本計画の策定、評価・検

3 施平行成期28年日4月1 日
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鳥取県附属機関条例の一部を改正する等の条例

(鳥取県附属機関条例の一部改正)

第l条 鳥取県附属機関条例(平成25年鳥取県条例第53号)の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線及び太枠で示すように改正す

る。

改正後

別表第 1 (第2条関係)

名称

鳥取県グローバル

-リーダー育成事

業運営指導委員会

鳥取県スーパーサ

イエンスハイスク

ール運営指導委員

~ 

鳥取県立智頭農林

高等学校運営指導

委員会

鳥取県立境港総合

技術高等学校運営

指導委員会

略

附則

(施行期日)

調査審議する事項

世界で活躍できる人材の育成

に取り組む高等学校における

教育課程の開発、実践等の体

制整備に関する事項

高等学校における理数系教科

に係る教育課程の研究開発に

関する事項

鳥取県立智頭農林高等学校に

おける林業分野の人材育成に

関する事項

鳥取県立境港総合技術高等学

校における水産分野の人材育

成に関する事項

改 正 前

別表第 1 (第2条関係)

名称 調査審議する事項

鳥取県グローバル 世界で活躍できる人材の育成

-リーダー育成事 に取り組む高等学校における

業運営指導委員会 教育課程の開発、実践等の体

制整備に関する事項

略

r 1 この条例は、平成28年4月 1日から施行する。
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議案第42号(条例関係) 文化財課(内線 :7523)

条

例 鳥取県附属機関条例等の一部改正について

名

等

1 提出理由

国史跡の青谷上寺地遺跡及び妻木晩田遺跡の学術的な発掘調査の方法及び計画に関する事

項の審議のために設置した附属機関を統合し、その名称及び調査審議する事項を改める。

提

2 概 要

(1)見直しを行う附属機関とその内容

出 改正後 改正前

名称 調査審議する事項 名称 調査審議する事項

とっとり弥生の 青谷上寺地遺跡及び妻 鳥取県青谷上寺 青谷上寺地遺跡の学術 、e

理 王国調査整備活 木晩因遺跡の調査研究 地遺跡発掘調査 的な発掘調査の方法及

用委員会 及び整備活用に関する 委員会 び計画に関する事項

事項 鳥取県妻木晩回 妻木晩回遺跡の学術的

由 遺跡発掘調査委 な発掘調査の方法及び
員会 計画に関する事項

及 ( 2)見直しの理由

青谷上寺地遺跡、妻木晩回遺跡で個別に組織していた発掘調査委員会を一つにまとめ、烏

取県を代表する両遺跡の調査研究、整備活用の一体的な検討を図るため。

び

3 施行期日

平成28年4月l日

概

要

「オ

ム
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鳥取県附属機関条例等の一部を改正する条例

(鳥取県附属機関条例の一部改正)

第 1条鳥取県附属機関条例(平成25年鳥取県条例第53号)の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線及び太枠で示すように改正す

る。

改正後 改 正 前

jJlJ表第2 (第2条関係) 別表第2 (第2条関係)

名称

略

とっとり弥生の王国

調査整備活用委員会

略

岡市 則

(施行期日)

調査審議する事項

青谷上寺地遺跡及び妻木晩

田遺跡の調査研究及び整備

活用に関する事項

1 ;::の条例は、平成27年4月1日から施行する。
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名称 調査審議する事項

略

鳥取県青谷上寺地遺 青谷上寺地遺跡の学術的な

跡発掘調査委員会 発掘調査の方法及び計画に

関する事項

鳥取県妻木晩回遺跡 妻木晩回遺跡の学術的な発

発掘調査委員会 掘調査の方法及び計画に関

する事項

略



議案第 55号(条例関係)

条

博物館(電話:0857-26-8042) 

例
名

等

提

出

鳥取県立博物館の設置及び管理に関する条例の一部改正について

1 提出理由

山陰海岸学習館についてジオパークの拠点としての体制整備を図ることに伴
い、博物館から分離独立させる。

2 概要
理 I( 1 ) 博物館に附置された山陰海岸学習鎗を廃止する。

( 2) 午後7時まで開館する日は、教育委員会があらかじめ指定する日(現行4
由 | 月 1日から 10月31日までの特別展示中の日曜日、土曜日及び休日)とする。

( 3 ) その他所要の規定の整備を行う。

及 I(4) 施行期日は、平成28年4月1日とする。

び

概

要
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鳥取県立博物館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

鳥取県立博物館の設置及び管理に関する条例(昭和47年鳥取県条例第29号)の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すよラに改正する。

改正後 改正前

， (山陰海岸学習館の附置)

室主三重県民の海洋に関する知識の普及を図るとと

もに、体験学習等を通じて自然を大切にする心をは

ぐくむため、博物館に山陰海岸学習館を附置する.

~ 山陰海岸学習館は、岩美郡岩美町に置く。

(開館時間) (開館時間)

室主三重博物館の開館時間は、午前9時から午後5時 笠4会博物館(山陰海岸学習館を除〈。以下との条、

まで、 (教育委員会があらかじめ指定する自にあっ 第6条及び第10条において同じ。)の開館時間は、

ては、午前9時から午後7時まで)とする。 午前日時から午後5時まで (4月1日から 10月31日

までの聞における特別展示(博物館が主催して行う

特別の企画による展示をいう。以下同じ。)の塑間

中の日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律

(昭和23年法律第178号。弘下「祝日法」という。)

に規定する休日(以下「休日」という。)にあって

は、午前9時から午後7時まで)とする。

2 教育委員会は、前項の規定により指定した日を掲 2 山陰海岸学習館の開館時間は、午前9時から午後

示その他適当な方法により公表しなければならな 5時まで (7月1日からlLlll!日までの聞における

、唱、. 土曜日にあっては、午前9時から午後6時まで)と

主盃L

3 教育委員会は、特に必要があると認めるときは、 3 教育委員会は、特に必要があると認めるときは、

臨時に隻よ亙の開館時間を変更することができる。 臨時に並え翠の開館時間を変更することができる。

4 略 4 略

(休館日) (休館日)

笠三重宝博物館の休館日は、次のとおりとする。 釜五三重博物館の休館日は、次のとおりとする。

( 1 ) 月曜日(その日が国民の祝日に関する法律 (1) 月曜日(その日が悠互である場合は、その翌

(昭和23年法律第178号)に規定する休日(弘下 日(その日が休日でない場合に限る。)) 

「休日」という。)である場合は、その翌日(そ

の日が休日でない場合に限る。)) 

(2 ) 悠旦の翌日(その日が日曜日、土曜日又は休 (2) 祝日法に規定する国民の祝日の翌日(その日

日でない場合に限る。) が日曜日、土曜日又は休日でない場合に限る。)

(3) 略 (3) 略

2 前項の規定にかかわらず、 7月初日から 8月31日

までの問における月曜日(その日が休日である場合

は、その翌日を含む。)は、山陰海岸学習館を開館

するものとする。

2 教育委員会は、特に必要があると認めるときは、 立教育委員会は、特に必要があると認めるときは、
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並lJjの規定にかかわらず、臨時に休館し、又は休館| 並主亙の規定にかかわらず、臨時に休館し、又は休

日に開館することができる。 1 館日に開館する乙とができる。

3 略

(利用の許可)

筆互全略

二1略

(利用の許可)

室 主 会 略

2 教育委員会は、その利用(展示室、講堂又は会議12 教育委員会は、その利用(展示室、講堂又は会議

室に係るものに限る。)が次の各号のいずれかに該| 室に係るものに限る。)が次の各号のいずれかに該

当する場合は、前項の許可をしない乙とができる。

(1)略

当する場合は、前項の許可をしない乙とができる。

(1 )略

(2 ) 博物館の施設又は博物館資料を壁盟主、若し

〈は汚損し、又はそのおそれがあると認められる

とき。

(2 ) 博物館の施設又は博物館資料を主盤ι、若し

くは汚損し、又はそのおそれがあると認められる

とき。

(3 )賂 (3 )略

(行為の制限等) (行為の制限等)

星旦会博物館においては、次の行為をしてはならな!笠Z会博物館においては、次の行為をしてはならな

い 。 |い。

(1 ) 博物館の施設又は博物館資料を塁塁与、若しI(1) 博物館の施設又は博物館資料を宣盟主、若し

くは汚損し、文はそのおそれのある行為をすると 1 くは汚損し、又はそのおそれのある行為をすると

と 。|と。

(2)~(6) 略 1 (2)~(6) 略

2 略 12 略

(措置命令) 1 (措置命令)

筆Z盆略 |筆旦会略

(許可の取消し) 1 (許可の取消し)

室旦会教育委員会は、利用者が次の各号のいずれかi笠旦会教育委員会は、利用者が次の各号のいずれか

に該当すると認めるときは、筆五会皐よ塁又は室_Q_Iに該当すると認めるときは、筆立金笠よ亙又は筆ヱ

金星よ亙室三呈若しくは第4号の許可を取り消τ| 金星よ皇室主主若しくは第4号の許可を取り消す

ととができる。

(l) ~(5) 略

(使用料の徴収)

笠旦会略

(使用料の減免)

筆盟会略

(教育委員会規則への委任)

塁且会略

別表(第9条関係)

ことができる。

(1)~ (5) 略

(使用料の徴収)

筆盟主主 略

(使用料の減免)

星且会略

(教育委員会規則への委任)

盆 旦 ゑ 略

別表(第10条関係)
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d 

官

μ 

l 略

2 特別展示(博物館が主催しで行う特別の令函に

よる展示をいう。)の入館料

展示に要する経費を勘案して教育委員会が別

に定める額

3 略

附則

との条例は、平成28年4月1日から施行する。
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l 略

2 特別展示の入館料

展示に要する経費を勘案して教育委員会が別

に定める額

3 略



議案第60号(その他) 教育環境課(内線:7946) 

条

例
名|財産を無償で貸し付けること C鳥取大学附属小・中学校整備事業用地)について

等

1 提出理由

県が整備した公衆用道路について、市道として良好な管理を行うため、引き続

き鳥取市に無償で貸し付けようとするものである。

提 1
2 概要

(1)財産の内容

出
種類 所在地 数量

l理』

I Ij~ I鳥取市湖山町南町 201 6，126.95平方メートル
土地 番地2号ほか 12筆

由 l

及 (2)相手方

び l 鳥取市尚徳町 116番地

鳥取市

概

( 3)貸付期間

要 1 平成28年4月1日から平成33年3月31日まで

(4)経緯

昭和61年 5月l日から鳥取市に市道の用に供するため無償貸付している。
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福
子
小議案第 72号(条例関係)

条
伊j 子育て王国とっとり条例の一部改正について
名
等

l 提出理由
子どもの貧困対策並びに家庭及び地域の教育力の向上の重要性に鑑み、子

育て王国とっとりの施策として推進することを明らかにする。
提

2 概 要
出 ( 1 ) 子育て王国とっとりの基本的な考え方に、貧困が次の世代に連鎖しな

いようにすることを加える。

理 ( 2 ) 県が市町村と連携して推進する施策として、次の事項を加える。
ア 貧困の状態にある子どもに対する学習の支援及びその家庭に対する孤
立の防止教その他の支援を行うこと。

由 イ 家庭 育に関する学習の機会及び情報の提供並びに地域において子育
てに関わる活動を担う人材の育成

及 ( 3 ) 子育て王国とっとり会議の所掌事務に子どもの貧困対策推進計画につ
いて知事に意見を述べることを加える。

び (4 ) その他所要の規定の整備を行う。

( 5 ) 施行期日は、公布日とする。
概

要

-253-

つ

.t> 

‘ 

υ 



子育て王国とっとり条例の一部を改正する条例案

子育て王国とっとり条例(平成26年鳥取県条例第5号)の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の1聞に掲げる規定に、下線で示すように改正する。

改正後 改 正 前

(定義) (定義)

第 2条略 第2条略

2 ζの条例において「子育て支援等」とは、子ども12 乙の条例において「子育て支援等」とは、子ども

の出産及び健やかな成長のための環境整備L主ζ主| の出産及び健やかな成長のための環境整備その他の

笠皇国選塞その他の子どもを産み、育てることに関| 子どもを産み、育てることに関するあらゆる支援、

するあらゆる支援、援助及び応援をいう. 援助及び応援をいう.

3・4 略 3・4 路

(基本的な考え方) (基本的な考え方)

第3条 子育て王国とっとりの取組は、次に掲げる事|第3条 子育て王国とっとりの取組は、次に掲げる事

項を基本としなければならない.

(1 )略

項を基本としなければならない.

( 1 )略

i主上貧困が次の世代に連鎖しないようにすると

主.._

i主上略

i卓上略

i主上略

(事業主の役割)

ill略

i主上略

ill略

(事業主の役割)

第9条事業主は、基本方針にのっとり、その事業の|第9条事業主は、基本方針にのっとり、その事業の

継続及び発展に努めることと併せ、労働者の職業生| 継続及び発展に努めるととと併せ、労働者の職業生

活と家庭生活との調和及び両立巷図り、保護者の役| 活と家庭生活との調和及び両立益盟主主ゑようにす

割を果たすととができるようにするために必要な雇| るために必要な雇用環境の整備に努めるとともに、

用環境の整備に努めるとともに、地域における子育| 地域における子育て支援等に協力するよう努めるも

て支援等に協力するよう努めるものとする. のとする。

2 略 2 略

(子育て王国とっとり会議) I (子育て王国とっとり会議)

第12条 次に掲げる事務を行わせるため、子育て王国|第12条 次に掲げる事務を行わせるため、子育て王国

とっとり会議を設置する.

(1 )略

i主L子Eもの曾閑対策の推進に関する法律(平成

25年法律第64号)第9条第1項に規定する計画に

ついて知事に意見を亦べること。

i旦L略

2・3 賂

別表(第10条関係)

とっとり会議を設置するg

(1 )略

ill略

2・3 略

別表(第10条関係)

l 区分 | 施策の主な内容 ]1 I 区分 l 
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施策の主な内容
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略 略

安心に満ちた子育 l 略 安心に満ちた子育 1 略

てと豊かな子ども 2 地域子育て支援拠点、放課 てと豊かな子ども 2 地域子育て支援拠点、放課

の学びを支援する 後児童クラブ、放課後等デイ の学びを支援する 後児童クラブ、放課後等デイ

施策 サービス、放課後子ども教 施策 サービス、放課後子ども教

室、学校支援ボランティア、 室、学校支援ボランティア、

家庭教育支援、子育て家庭へ 家庭教育支援乏ニムその他の

2重盟その他の地域での子育 地域での子育てを支援するこ

てを支援すること。 と。

3-9 略 3-9 略

略 略

きずなを強め地域 1-3 略 きずなを強め地域 1-3 略

みんなで取り組む 4 家庭における学習習慣及び みんなで取り組む 4 家庭における学習習慣及び

子育てを支援する 正しい生活習慣の啓発ι室庭 子育てを支援する 正しい生活習慣の啓発、祖父

施策 教育に園する学査の機会及び 施策 母等が子育てに関わりやすい

情報の提供、祖父母等が子育 環境の整備、地域における青

てに関わりやすい環境の整 少年団体の活動その他の地域

備、地域において子育てに関 ぐるみで子どもに関わる活動

担主主青少年団体、公民館等の の玄室等により、家庭及び地

活動の支鐘及びそれを担う人 域の教育力の向上を図るこ

材の育成等により、家庭及び と。

地域の教育力の向上を図ると

と。

5・6 略 5・6 略

特に支援が必要な 1 貧困の状況にある子どもに 特に支援が必要な

子ども・家庭の健 さすする学習の支援丞びその家 子ども・家庭の健

やかな生活を支援 庭に対する孤立の防止その他 やかな生活を支援

する施策 の支援を行うこと， する施策

2 略 l 略

3 略 2 略

4 略 3 略

5 路 4 略

6 賂 5 略

附則

この条例は、公布の日から施行する。
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